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１ 平成25年（2013年）の気象災害 

 

1-1 気象の特徴 

○ 東日本、西日本、沖縄・奄美は高温・多照、北日本は多雨（雪）・寡照 

春の後半から秋の前半にかけて全国的に高温傾向が続き、東・西日本と沖縄・奄美の年平均気温は高かっ

た。冬から春の前半の低温が明瞭だった北日本では年平均気温は平年並だった。また、東・西日本と沖縄・奄

美では、春から秋にかけて高気圧に覆われて晴れる日が多く、東・西日本の年間日照時間はかなり多く、沖縄・

奄美は多かった。一方、一年を通じて低気圧や前線の影響を受けやすかった北日本では年間日照時間が少な

く、年降水量は多く、特に日本海側でかなり多かった。 

○ 北日本、東日本、西日本は寒冬 

北日本を中心に冬型の気圧配置となる日が多く、周期的に強い寒気が南下したことから、北・東日本では 2

年連続、西日本では 3年連続の寒冬となった。北日本日本海側の冬の降雪量は多く、酸ケ湯（青森県青森市）

で積雪の深さが566cmを観測するなど、記録的な積雪となったところがあった。 

○ 全国で暑夏、8月には熱波 

太平洋高気圧の勢力が日本の南海上から西日本にかけて強かったことなどから、全国で暑夏となり、西日本

では夏の平均気温平年差が＋1.2℃と1946年の統計開始以来第1位の高温となった。特に、8月上旬後半から

中旬にかけては東・西日本を中心に厳しい暑さに見舞われ、8月12日には、江川崎（高知県四万十市）で日最

高気温が41.0℃となり歴代全国1位となった。 

○ 各地で記録的な豪雨 

7月から 10月にかけては、太平洋高気圧の縁を回る湿った気流と梅雨前線の影響や、台風と秋雨前線の影

響を受けて大雨に見舞われたところがあり、特に、島根県、山口県、秋田県、岩手県、京都府、滋賀県、福井県

および伊豆大島（東京都）では記録的な豪雨を観測した。 

 

1-2 主な気象災害 

 ここでは、平成２５年（２０１３年）に発生し、人的被害や社会活動に大きな影響があった主な気象災害の概況に

ついて、おおむね発生期日順に災害番号（括弧内番号）を付けて記述した。また、災害番号に続けて、災害期日：

地域、（ ）内に災害の種類、＜＞内に気圧配置などの気象状況を記した。災害の種類別（大雨、大雪、暴風、突

風、高波など）の一覧表を表１．１に示す。 

 被害の具体的な数値は、内閣府、総務省消防庁、国土交通省の資料および地方気象台等が国や都道府県の

防災機関等から入手し気象庁観測部情報管理室が取りまとめた資料による。また、地方気象台等が行った竜巻の

被害状況等調査報告等も参考にした。 

 

表1.1 災害の種類別の番号一覧表 

災 害 名 災 害 番 号 

大雨（豪雨を含む） 
（２）、（４）、（７）、（８）、（１１）、（１２）、（１３）、（１４）、（１５）、（１６）、 

（１７）、（１８）、（１９）、（２０）、（２１）、（２２）、（２３）、（２４）、（２５）、（２６） 

大雪 （２）、（３）、（５） 

暴風 

（暴風雪を含む） 

（２）、（３）、（５）、（６）、（７）、（８）、（１４）、（１８）、（２０）、（２１）、（２２）、

（２３）、（２４）、（２５） 

突風（竜巻を含む） （１）、（１０）、（１６）、（１８）、（２０） 
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高波 （２）、（５）、（７）、（８）、（１４）、（１８）、（２０）、（２１）、（２３）、（２４）、（２５） 

その他 （９）、（２７） 
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（１）1月2日：北海道（竜巻）＜低気圧＞ 

前線が黄海から山陰沖を通って三陸沖にのび、その後本州南岸まで南下した。また、日本海中部の低気圧

が北海道付近へ進んだ。これらの影響で北海道では雪が降り、北海道新ひだか町静内付近ではＦ1の竜巻が

発生した。このため、北海道では負傷者1名や住家被害などが発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

 

（２）1月14日：沖縄から東北地方（大雪、大雨、暴風、高波）＜低気圧＞  

低気圧が急速に発達しながら、日本の南海上から関東の東海上へ進んだ。この影響で、全国的に雨や雪が

降り、甲信地方で大雪、伊豆諸島で大雨となったところがあった。特に、強い寒気の影響で、関東甲信や東北

地方の太平洋側を中心に雪となった。また、沖縄から東北地方にかけての太平洋側の広い範囲で暴風や大し

けとなった。 

このため、積雪による雪下ろし中の事故や転倒、スリップ事故等により、死者や多数の負傷者が発生したほか、

農業被害、鉄道の運休や航空機の欠航などの交通障害が発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な最大風速] 
    

1月14日 千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 29.2  メートル 北 [16:30] 

 
東京都三宅村三宅坪田(ﾐﾔｹﾂﾎﾞﾀ) 28.2  メートル 北 [16:33] 

 
長崎県雲仙市雲仙岳(ｳﾝｾﾞﾝﾀﾞｹ) 24.4  メートル 北東 [07:27] 

 
高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 21.0  メートル 東北東 [01:48] 

[主な日降雪量] 
    

1月14日 長野県上田市菅平(ｽｶﾞﾀﾞｲﾗ) 52 センチ 
  

 
群馬県草津町草津(ｸｻﾂ) 47 センチ 

  

 
山梨県富士河口湖町河口湖(ｶﾜｸﾞﾁｺ) 43 センチ 

  

 
岐阜県高山市高山(ﾀｶﾔﾏ) 35 センチ 

  

 
栃木県那須町那須(ﾅｽ) 34 センチ 

  

 
福島県白河市白河(ｼﾗｶﾜ) 31 センチ 

  

 
山形県山形市山形(ﾔﾏｶﾞﾀ) 30 センチ 

  
[主な日降水量] 

     
1月14日 東京都八丈町八丈島(ﾊﾁｼﾞｮｳｼﾞﾏ) 102.0  ミリ 

 
  
 

 

（３）1月24日～1月27日：北陸、北日本（暴風、大雪）＜低気圧＞ 

1月24日から26日にかけて、低気圧が前線を伴って北日本を通過し、その後冬型の気圧配置となった。この

影響で、西日本から北日本にかけての日本海側を中心に雪が降り、大雪となったところがあった。北陸では雷を

伴ったところもあった。また、北陸や北日本を中心に広い範囲で暴風や強風となった。この暴風や大雪、落雷に

より、日本海側を中心に住家の損壊や停電、鉄道の運休や航空機、船舶の欠航等の交通障害等が生じた。（被

害の状況は気象庁調べ） 

[主な最大風速] 
    

1月25日 北海道奥尻町米岡(ﾖﾈｵｶ) 24.0 メートル  西南西 [10:03] 

 
山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 21.8  メートル 西 [08:04] 

 
宮城県名取市名取(ﾅﾄﾘ) 21.7  メートル 西 [13:58] 

 
新潟県佐渡市相川(ｱｲｶﾜ) 21.0  メートル 西 [11:05] 

1月25日 山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 27.0  メートル 西北西 [21:31] 

 北海道猿払村浜鬼志別(ﾊﾏｵﾆｼﾍﾞﾂ) 23.2  メートル 北北東 [15:09] 

 新潟県佐渡市相川(ｱｲｶﾜ) 21.1  メートル 北西 [22:41] 
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 東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 20.9  メートル 西北西 [20:42] 

 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 20.1  メートル 西北西 [13:53] 

1月27日 山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 25.9  メートル 西北西 [00:21] 

 新潟県新潟市東区松浜(ﾏﾂﾊﾏ) 20.2  メートル 北西 [00:11] 

[主な日降雪量] 
    

1月25日 福島県只見町只見(ﾀﾀﾞﾐ) 71 センチ 
  

 
新潟県魚沼市小出(ｺｲﾃﾞ) 69 センチ 

  

 
山形県大蔵村肘折(ﾋｼﾞｵﾘ) 59 センチ 

  

 
北海道羅臼町羅臼(ﾗｳｽ) 49 センチ 

  

 
岩手県西和賀町湯田(ﾕﾀﾞ) 46 センチ 

  

 
福井県大野市九頭竜(ｸｽﾞﾘｭｳ) 42 センチ 

  

 
岐阜県白川村白川(ｼﾗｶﾜ) 40 センチ 

  
 秋田県湯沢市湯の岱(ﾕﾉﾀｲ) 36 センチ   

1月26日 北海道音威子府村音威子府(ｵﾄｲﾈｯﾌﾟ) 95 センチ   

 福島県西会津町西会津(ﾆｼｱｲﾂﾞ) 48 センチ   

 新潟県津南町津南(ﾂﾅﾝ) 46 センチ   

 富山県富山市猪谷(ｲﾉﾀﾆ) 45 センチ   

 滋賀県長浜市柳ケ瀬(ﾔﾅｶﾞｾ) 45 センチ   

 岐阜県白川村白川(ｼﾗｶﾜ) 41 センチ   

 宮城県大崎市川渡(ｶﾜﾀﾋﾞ) 40 センチ   

 山形県最上町向町(ﾑｶｲﾏﾁ) 38 センチ   

 群馬県みなかみ町藤原(ﾌｼﾞﾜﾗ) 37 センチ   

 長野県小谷村小谷(ｵﾀﾘ) 37 センチ   

 福井県大野市九頭竜(ｸｽﾞﾘｭｳ) 35 センチ   

1月27日 島根県飯南町赤名(ｱｶﾅ) 32 センチ   

 北海道佐呂間町佐呂間(ｻﾛﾏ) 30 センチ   

 

（４）2月1日～2月2日：九州、近畿、関東（大雨）＜前線＞ 

2月1日から2日にかけて、前線が西日本から東日本にかけての太平洋側を通過した。この影響で九州から関

東にかけての太平洋側では雨が降り、九州北部地方の一部では大雨となった。 

[主な日降水量] 
     

2月1日 長崎県五島市福江(ﾌｸｴ) 106.0  ミリ 
   

2月2日 神奈川県箱根町箱根(ﾊｺﾈ) 64.5  ミリ 和歌山県那智勝浦町色川(ｲﾛｶﾜ) 61.5  ミリ 

 

（５）3月1日～3月3日：北日本（大雪、暴風雪、高波）＜低気圧＞ 

3月1日から2日にかけて低気圧が急速に発達しながら日本海から北海道に進み、その後、北日本を中心に非

常に強い冬型の気圧配置となった。このため、北日本で暴風雪や大雪となり、海上では大しけとなった。この低気

圧により、吹雪によるとみられる事故が発生するなど、北海道で死者 9名となったほか、秋田県で新幹線の脱線事

故が発生するなど、北日本を中心に道路の通行止めや鉄道の運休などの交通障害が発生した。（被害の状況は、

平成25年版防災白書による） 

[主な最大風速] 
    

3月1日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 26.9  メートル 南西 [16:53] 
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東京都三宅村三宅坪田(ﾐﾔｹﾂﾎﾞﾀ) 24.4  メートル 南南西 [21:21] 

 
山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 21.2  メートル 西北西 [20:52] 

 
和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 20.5  メートル 南南東 [10:26] 

 
北海道奥尻町米岡(ﾖﾈｵｶ) 20.3  メートル 西南西 [23:57] 

3月2日 北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 27.4  メートル 西 [14:48] 

 
青森県八戸市八戸(ﾊﾁﾉﾍ) 23.5  メートル 西 [11:32] 

 
山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 23.5  メートル 西 [04:28] 

 
宮城県名取市名取(ﾅﾄﾘ) 22.2  メートル 西 [17:45] 

 
千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 21.6  メートル 北西 [18:14] 

 
東京都神津島村神津島(ｺｳﾂﾞｼﾏ) 21.0  メートル 西北西 [05:20] 

3月3日 北海道根室市根室(ﾈﾑﾛ) 23.8  メートル 北西 [00:52] 

[主な日降雪量] 
    

3月1日 北海道中札内村上札内(ｶﾐｻﾂﾅｲ) 35 センチ 
  

3月2日 北海道音威子府村音威子府(ｵﾄｲﾈｯﾌﾟ) 55  センチ 
  

 

（６）4月3日：関東（暴風）＜低気圧＞ 

低気圧が発達しながら日本の南岸から関東の東海上へ進んだ影響で、九州北部地方から北海道にか

けて雨や雪が降った。また、九州の一部で強風、関東の一部で暴風となったところがあった。この影響で、

関東では強風による転倒などにより負傷者が出たほか、停電、鉄道の運休や船舶の欠航等の交通障害等

が生じた。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な最大風速] 
    

4月3日 千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 29.9  メートル 北北西 [13:59] 

 

（７）4月6日～4月8日：全国（大雨、暴風、高波）＜低気圧＞ 

4月6日から7日にかけて、発達しながら日本海と本州南岸を北東に進んだ二つの低気圧が、8日には北海

道付近で一つにまとまり、千島近海に進んだ。これらの低気圧によって6日から8日にかけて、九州から北海道

にかけての広い範囲で非常に強い風が吹き、海上では大しけとなった。また、九州から北海道にかけての太平

洋側を中心に猛烈な雨となり、大雨となったところがあった。 

 この影響により、土砂災害や浸水被害が発生し、三重県で死者1名となったほか、全国で負傷者33名や住家の

浸水、一部破損の被害、道路の被災による交通障害等が生じた。（被害の状況は、平成25年4月10日19時00

分現在の内閣府の情報による） 

[主な日降水量] 
     

4月6日 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 304.0  ミリ 神奈川県海老名市海老名(ｴﾋﾞﾅ) 223.0  ミリ 

 
宮崎県宮崎市青島(ｱｵｼﾏ) 190.0  ミリ 和歌山県新宮市新宮(ｼﾝｸﾞｳ) 186.5  ミリ 

 
高知県四万十町窪川(ｸﾎﾞｶﾜ) 171.5  ミリ 徳島県海陽町海陽(ｶｲﾖｳ) 171.0  ミリ 

 
三重県熊野市熊野新鹿(ｸﾏﾉｱﾀｼｶ) 160.5  ミリ 鹿児島県肝付町内之浦(ｳﾁﾉｳﾗ) 132.0  ミリ 

 
大分県佐伯市佐伯(ｻｲｷ) 119.5  ミリ 東京都世田谷区世田谷(ｾﾀｶﾞﾔ) 113.5  ミリ 

4月7日 北海道伊達市大滝(ｵｵﾀｷ) 164.0  ミリ 福島県いわき市平(ﾀｲﾗ) 164.0  ミリ 

 
石川県加賀市加賀菅谷(ｶｶﾞｽｶﾞﾀﾆ) 113.0  ミリ   

 
[主な最大風速] 

     
4月6日 徳島県阿南市蒲生田(ｶﾞﾓｳﾀﾞ) 24.8  メートル 東南東 [14:42] 

 

 
東京都三宅村三宅坪田(ﾐﾔｹﾂﾎﾞﾀ) 23.8  メートル 南南東 [19:24] 
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高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 23.6  メートル 東南東 [13:38] 

 

 
福井県敦賀市敦賀(ﾂﾙｶﾞ) 21.1  メートル 南南東 [16:44] 

 

 
愛知県常滑市セントレア(ｾﾝﾄﾚｱ) 20.5  メートル 東南東 [19:11] 

 

 
千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 20.2  メートル 南東 [22:40] 

 
4月7日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 24.1  メートル 西北西 [14:07] 

 

 
東京都神津島村神津島(ｺｳﾂﾞｼﾏ) 24.0  メートル 西北西 [20:11] 

 

 
山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 22.9  メートル 西南西 [16:30] 

 

 
北海道根室市納沙布(ﾉｻｯﾌﾟ) 22.6  メートル 東 [12:02] 

 

 
和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 22.4  メートル 北西 [09:39] 

 

 
鹿児島県西之表市種子島(ﾀﾈｶﾞｼﾏ) 22.0  メートル 西北西 [06:30] 

 
4月8日 北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 32.1  メートル 西 [07:34] 

 

 
宮城県名取市名取(ﾅﾄﾘ) 26.0  メートル 西 [14:17] 

 

 
新潟県佐渡市両津(ﾘｮｳﾂ) 21.9  メートル 西 [12:06] 

 

 
山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 21.7  メートル 西 [00:07] 

 

 
青森県八戸市八戸(ﾊﾁﾉﾍ) 20.7  メートル 西 [13:25] 

 

 
東京都神津島村神津島(ｺｳﾂﾞｼﾏ) 20.2  メートル 西北西 [06:00] 

 

 
愛知県常滑市セントレア(ｾﾝﾄﾚｱ) 20.1  メートル 北西 [00:07] 

 
 

（８）6月8日～8月10日：全国（大雨、暴風、高波）＜台風第３号、台風第４号、台風第７号、梅雨前線、暖湿気＞ 

6月8日から8月10日にかけて、梅雨前線が九州から本州付近に停滞したことや、高気圧の縁を回る暖かく非

常に湿った空気の流入、台風第3号、台風第4号及び7号が日本に接近したこと等により、各地で大雨や暴風と

なった。 

この大雨や暴風により、岩手県、秋田県、山形県、新潟県、兵庫県、島根県、広島県、山口県であわせて死者

14名、行方不明者3名となったほか、各地で河川の氾濫や土砂災害による住家被害や農地の浸水が多数発生し

た。その他、停電や断水が発生し、交通機関にも大きな影響が出た。（被害の状況は、平成25年10月7日18時

00分現在の内閣府の情報による） 

 

6月8日から6月17日まで 

梅雨前線が6月8日から13日にかけて沖縄・奄美から日本の南海上に、15日から 16日にかけて九州から日

本の東海上に停滞した。また、6月8日21時にフィリピンの東海上で発生した台風第3号及び台風から変わった

温帯低気圧が、12日から13日にかけて伊豆諸島に接近した。これらの影響で、9日8時56分までの1時間に鹿

児島県屋久島町尾之間(ｵﾉｱｲﾀﾞ)で 72.0ミリの非常に激しい雨が降り、九州南部の多いところで日雨量が 300ミリ

を超えたほか、東海地方の多いところで日雨量が200ミリを、関東、東北地方の多いところで日雨量が100ミリを超

える大雨となった。 

[主な日降水量] 
     

6月8日 新潟県魚沼市小出(ｺｲﾃﾞ) 96.0  ミリ 
   

6月9日 鹿児島県屋久島町屋久島(ﾔｸｼﾏ) 339.0  ミリ 宮崎県串間市串間(ｸｼﾏ) 102.5  ミリ 

6月10日 宮崎県高鍋町高鍋(ﾀｶﾅﾍﾞ) 211.5  ミリ 
   

6月11日 宮崎県都農町都農(ﾂﾉ) 111.5  ミリ 
   

6月12日 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 134.0  ミリ 東京都大島町大島(ｵｵｼﾏ) 129.0  ミリ 

6月13日 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 230.5  ミリ 神奈川県箱根町箱根(ﾊｺﾈ) 129.5  ミリ 

6月14日 宮崎県高千穂町高千穂(ﾀｶﾁﾎ) 54.0  ミリ 
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6月15日 福島県古殿町古殿(ﾌﾙﾄﾞﾉ) 132.0  ミリ 三重県松阪市粥見(ｶﾕﾐ) 129.0  ミリ 

6月16日 静岡県浜松市天竜区越木平(ｺｼｷﾀﾞｲﾗ) 65.5  ミリ 
   

6月17日 北海道奥尻町米岡(ﾖﾈｵｶ) 38.0  ミリ 
   

 

6月18日から6月22日まで 

梅雨前線の活動が活発になり、本州付近に停滞した。また、18日 9時にフィリピンの東で発生した台風第 4

号は、20日に宮古島付近を通過して東シナ海を北上し、21日9時には九州の西海上で温帯低気圧に変わり、

梅雨前線上を東に進んだ。このため、20日 1時24分までの 1時間に沖縄県石垣市盛山(ﾓﾘﾔﾏ)で 84.5ミリの

猛烈な雨が降り、近畿の多いところで日雨量が 300ミリを超えたほか、沖縄、九州北部地方、四国、中国地方、

北陸の多いところで日雨量が200ミリを、東海地方、関東甲信の多いところで日雨量が100ミリを超える大雨とな

った。 

また、20日4時43分に沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ)で 20.4m/sの最大風速を観測するなど、沖縄の一部で

暴風となった。 

[主な日降水量] 
     

6月18日 島根県隠岐の島町西郷岬(ｻｲｺﾞｳﾐｻｷ) 110.0  ミリ 
   

6月19日 山口県萩市須佐(ｽｻ) 251.5  ミリ 広島県北広島町八幡(ﾔﾜﾀ) 226.5  ミリ 

 
島根県浜田市弥栄(ﾔｻｶ) 219.0  ミリ 石川県七尾市七尾(ﾅﾅｵ) 208.0  ミリ 

 
長野県王滝村御嶽山(ｵﾝﾀｹｻﾝ) 189.5  ミリ 富山県黒部市宇奈月(ｳﾅﾂﾞｷ) 189.0  ミリ 

 
新潟県糸魚川市糸魚川(ｲﾄｲｶﾞﾜ) 176.0  ミリ 岐阜県郡上市ひるがの(ﾋﾙｶﾞﾉ) 175.0  ミリ 

 
長崎県対馬市厳原(ｲﾂﾞﾊﾗ) 131.5  ミリ 沖縄県石垣市川平(ｶﾋﾞﾗ) 112.5  ミリ 

 
鳥取県大山町大山(ﾀﾞｲｾﾝ) 108.0  ミリ 

   
6月20日 高知県馬路村魚梁瀬(ﾔﾅｾ) 343.5  ミリ 和歌山県新宮市新宮(ｼﾝｸﾞｳ) 300.0  ミリ 

 
徳島県海陽町海陽(ｶｲﾖｳ) 248.0  ミリ 沖縄県石垣市川平(ｶﾋﾞﾗ) 248.0  ミリ 

 
三重県御浜町御浜(ﾐﾊﾏ) 197.0  ミリ 福岡県添田町英彦山(ﾋｺｻﾝ) 178.5  ミリ 

 
奈良県十津川村玉置山(ﾀﾏｷﾔﾏ) 159.0  ミリ 大分県中津市中津(ﾅｶﾂ) 154.0  ミリ 

 
広島県尾道市生口島(ｲｸﾁｼﾞﾏ) 139.5  ミリ 佐賀県嬉野市嬉野(ｳﾚｼﾉ) 137.5  ミリ 

 
香川県小豆島町内海(ｳﾁﾉﾐ) 137.0  ミリ 愛媛県今治市大三島(ｵｵﾐｼﾏ) 136.5  ミリ 

 
東京都神津島村神津島(ｺｳﾂﾞｼﾏ) 133.5  ミリ 岡山県玉野市玉野(ﾀﾏﾉ) 111.5  ミリ 

6月21日 宮崎県えびの市えびの(ｴﾋﾞﾉ) 97.0  ミリ 
   

6月22日 富山県富山市富山(ﾄﾔﾏ) 57.0  ミリ 
   

[主な最大風速] 
     

6月19日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 21.6  メートル 西南西 [15:28] 
 

6月20日 沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 20.4  メートル 南西 [04:43] 
 

 

6月23日から7月1日まで 

梅雨前線が九州から日本の南海上にかけて停滞し、再び活動が活発になった。このため、28日13時42分ま

での1時間に鹿児島県十島村中之島(ﾅｶﾉｼﾏ)で74.5ミリの非常に激しい雨が降り、奄美地方、四国、近畿の多

いところで日雨量が200ミリを超えたほか、九州、中国地方、東海地方、関東の多いところで日雨量が100ミリを

超える大雨となった。また、四国の一部では暴風となったところもあった。 

[主な日降水量] 
     

6月23日 鹿児島県屋久島町尾之間(ｵﾉｱｲﾀﾞ) 107.5  ミリ 
   

6月24日 宮崎県日南市油津(ｱﾌﾞﾗﾂ) 142.5  ミリ 鹿児島県鹿屋市吉ケ別府(ﾖｼｶﾞﾍﾞｯﾌﾟ) 117.5  ミリ 
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6月25日 鹿児島県鹿屋市吉ケ別府(ﾖｼｶﾞﾍﾞｯﾌﾟ) 186.0  ミリ 宮崎県日南市深瀬(ﾌｶｾ) 172.5  ミリ 

6月26日 和歌山県新宮市新宮(ｼﾝｸﾞｳ) 280.5  ミリ 高知県馬路村魚梁瀬(ﾔﾅｾ) 204.5  ミリ 

 
徳島県海陽町海陽(ｶｲﾖｳ) 195.0  ミリ 鹿児島県さつま町紫尾山(ｼﾋﾞｻﾝ) 186.0  ミリ 

 
三重県御浜町御浜(ﾐﾊﾏ) 183.5  ミリ 宮崎県えびの市えびの(ｴﾋﾞﾉ) 176.0  ミリ 

 
奈良県十津川村玉置山(ﾀﾏｷﾔﾏ) 175.0  ミリ 東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 126.0  ミリ 

 
福岡県添田町添田(ｿｴﾀﾞ) 123.0  ミリ 熊本県五木村五木(ｲﾂｷ) 121.5  ミリ 

 
大分県日田市椿ヶ鼻(ﾂﾊﾞｷｶﾞﾊﾅ) 120.5  ミリ 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 119.5  ミリ 

 
山口県周南市和田(ﾜﾀﾞ) 119.0  ミリ 千葉県勝浦市勝浦(ｶﾂｳﾗ) 104.0  ミリ 

 
長崎県平戸市平戸(ﾋﾗﾄﾞ) 103.0  ミリ 

   
6月27日 岐阜県下呂市宮地(ﾐﾔｼﾞ) 127.0  ミリ 

   
6月28日 鹿児島県十島村中之島(ﾅｶﾉｼﾏ) 269.0  ミリ 

   
6月29日 鹿児島県さつま町紫尾山(ｼﾋﾞｻﾝ) 78.5  ミリ 

   
6月30日 宮崎県延岡市延岡(ﾉﾍﾞｵｶ) 138.5  ミリ 

   
7月1日 山形県真室川町差首鍋(ｻｽﾅﾍﾞ) 30.0  ミリ 

   
[主な最大風速] 

     
6月26日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 23.8  メートル 西南西 [13:34] 

 
 

7月2日から7月9日まで 

7月 2日から 3日にかけて、梅雨前線が朝鮮半島から日本海を通って東北地方にのび、7日にかけ停滞した。

また、8日から9日にかけては、前線の活動は弱まったが、高気圧の周辺から暖かく非常に湿った空気が流れ込み

東日本から東北地方を中心に大気の状態が不安定になった。このため、3日14時37分までの1時間に福岡県八

女市黒木(ｸﾛｷﾞ)で 79.5ミリの非常に激しい雨が降り、西日本から東北地方の多いところで日雨量が 100ミリを超え

る大雨となった。また、東北日本海側の一部では暴風となったところもあった。 

[主な日降水量] 
     

7月2日 秋田県秋田市大正寺(ﾀﾞｲｼｮｳｼﾞ) 66.5  ミリ 
   

7月3日 山口県下松市下松(ｸﾀﾞﾏﾂ) 109.0  ミリ 熊本県高森町高森(ﾀｶﾓﾘ) 109.0  ミリ 

 
福岡県八女市黒木(ｸﾛｷﾞ) 107.5  ミリ 佐賀県鳥栖市鳥栖(ﾄｽ) 102.5  ミリ 

7月4日 広島県呉市呉(ｸﾚ) 137.0  ミリ 高知県馬路村魚梁瀬(ﾔﾅｾ) 117.0  ミリ 

 
愛媛県今治市大三島(ｵｵﾐｼﾏ) 114.5  ミリ 和歌山県古座川町西川(ﾆｼｶﾜ) 112.5  ミリ 

 
静岡県伊豆市土肥(ﾄｲ) 104.0  ミリ 

   
7月5日 長野県王滝村御嶽山(ｵﾝﾀｹｻﾝ) 181.5  ミリ 岐阜県下呂市萩原(ﾊｷﾞﾜﾗ) 134.5  ミリ 

 
秋田県男鹿市男鹿(ｵｶﾞ) 125.5  ミリ 静岡県御殿場市御殿場(ｺﾞﾃﾝﾊﾞ) 103.5  ミリ 

7月6日 大分県日田市椿ヶ鼻(ﾂﾊﾞｷｶﾞﾊﾅ) 169.0  ミリ 佐賀県伊万里市伊万里(ｲﾏﾘ) 157.5  ミリ 

 
長崎県松浦市松浦(ﾏﾂｳﾗ) 111.0  ミリ 福岡県糸島市前原(ﾏｴﾊﾞﾙ) 104.0  ミリ 

7月7日 山口県萩市萩(ﾊｷﾞ) 101.0  ミリ 
   

7月8日 山形県金山町金山(ｶﾈﾔﾏ) 127.0  ミリ 秋田県由利本荘市笹子(ｼﾞﾈｺﾞ) 100.5  ミリ 

7月9日 秋田県藤里町藤里(ﾌｼﾞｻﾄ) 64.5  ミリ 
   

[主な最大風速] 
     

7月5日 山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 20.9  メートル 西南西 [21:06] 
 

 

7月10日から7月14日まで 

7月10日から14日にかけて、日本海から東北地方に梅雨前線が停滞し、前線に向かって南から暖かく非常に
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湿った空気が流れ込んだ。また、7月8日にマリアナ諸島付近の海上で発生した台風第7号は、12日に八重山

諸島に接近し、12日21時には強い勢力で西表島の南約50キロの海上に達した。その後13日には東シナ海を

北西に進み、14日9時に華中で熱帯低気圧に変わった。 

このため、13日0時34分までの 1時間に沖縄県石垣市石垣島(ｲｼｶﾞｷｼﾞﾏ)で 59.0ミリの非常に激しい雨が

降り、沖縄、北陸、東海地方、東北地方の多いところで日雨量が100ミリを超える大雨となった。また、13日1時

56分に沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ)で最大風速 44.0m/sを観測するなど、沖縄で暴風となり、海上は

猛烈なしけとなった。 

[主な日降水量] 
     

7月10日 北海道西興部村西興部(ﾆｼｵｺｯﾍﾟ) 63.0  ミリ 
   

7月11日 山形県酒田市上草津(ｶﾐｸｻﾂ) 156.0  ミリ 新潟県村上市三面(ﾐｵﾓﾃ) 115.5  ミリ 

7月12日 岩手県雫石町葛根田(ｶｯｺﾝﾀﾞ) 134.5  ミリ 秋田県仙北市鎧畑(ﾖﾛｲﾊﾞﾀ) 133.0  ミリ 

 
山形県酒田市上草津(ｶﾐｸｻﾂ) 131.0  ミリ 沖縄県石垣市石垣島(ｲｼｶﾞｷｼﾞﾏ) 110.5  ミリ 

7月13日 岐阜県郡上市長滝(ﾅｶﾞﾀｷ) 116.5  ミリ 山形県真室川町差首鍋(ｻｽﾅﾍﾞ) 102.5  ミリ 

7月14日 新潟県魚沼市大湯(ｵｵﾕ) 96.0  ミリ 
   

[主な最大風速] 
     

7月12日 沖縄県石垣市石垣島(ｲｼｶﾞｷｼﾞﾏ) 41.1  メートル 南東 [22:14] 
 

7月13日 沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ) 44.0  メートル 南 [01:56] 
 

 

7月15日から7月21日まで 

7月15日から21日にかけて、活動の弱まった梅雨前線上を低気圧が通過し、暖かく非常に湿った空気が流

れ込んだ影響で、広い範囲で大気の状態が不安定となり、局地的に非常に激しい雨が降った。島根県安来市

伯太(ﾊｸﾀ)では、15日11時19分までの 1時間に 100.5ミリの猛烈な雨が降るなど、中国地方、東北地方の多

いところで日雨量が 200ミリを超えたほか、近畿、北陸、東海地方の多いところで日雨量 100ミリを超える大雨と

なった。 

[主な日降水量] 
     

7月15日 鳥取県大山町大山(ﾀﾞｲｾﾝ) 222.5  ミリ 岡山県真庭市上長田(ｶﾐﾅｶﾞﾀ) 222.0  ミリ 

 
島根県飯南町赤名(ｱｶﾅ) 128.5  ミリ 広島県庄原市庄原(ｼｮｳﾊﾞﾗ) 112.5  ミリ 

 
兵庫県養父市大屋(ｵｵﾔ) 108.5  ミリ 岩手県宮古市区界(ｸｻﾞｶｲ) 105.5  ミリ 

7月16日 岩手県遠野市附馬牛(ﾂｷﾓｳｼ) 66.0  ミリ 
   

7月17日 新潟県佐渡市秋津(ｱｷﾂ) 89.5  ミリ 
   

7月18日 山形県西川町大井沢(ｵｵｲｻﾜ) 212.0  ミリ 静岡県伊豆市土肥(ﾄｲ) 169.5  ミリ 

 
新潟県村上市高根(ﾀｶﾈ) 134.0  ミリ 岩手県大槌町小鎚(ｺﾂﾞﾁ) 118.0  ミリ 

 
宮城県女川町女川(ｵﾅｶﾞﾜ) 109.5  ミリ 

   
7月19日 岩手県宮古市宮古(ﾐﾔｺ) 24.5  ミリ 

   
7月20日 広島県安芸太田町加計(ｶｹ) 36.5  ミリ 

   
7月21日 徳島県上勝町福原旭(ﾌｸﾊﾗｱｻﾋ) 20.0  ミリ 

   
 

7月22日から7月27日まで 

7月22日から27日にかけて、日本海から東北地方にのびる梅雨前線と、西から流れ込む暖かく非常に湿っ

た空気や上空の寒気の影響で、広い範囲で大気の状態が不安定となり、西日本から東北地方にかけて局地的

に非常に激しい雨が降った。栃木県鹿沼市鹿沼(ｶﾇﾏ)では、27日16時57分までの1時間に99.0ミリの猛烈な

雨が降るなど、九州や北陸、関東、東北地方、北海道で日雨量100ミリを超える大雨となった。 
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[主な日降水量] 
     

7月22日 山形県高畠町高畠(ﾀｶﾊﾀ) 157.5  ミリ 
   

7月23日 福島県檜枝岐村桧枝岐(ﾋﾉｴﾏﾀ) 73.0  ミリ 
   

7月24日 新潟県佐渡市相川(ｱｲｶﾜ) 100.5  ミリ 
   

7月25日 北海道登別市登別(ﾉﾎﾞﾘﾍﾞﾂ) 78.0  ミリ 
   

7月26日 岩手県住田町住田(ｽﾐﾀ) 191.0  ミリ 熊本県南阿蘇村阿蘇山(ｱｿｻﾝ) 176.5  ミリ 

 
宮崎県高千穂町高千穂(ﾀｶﾁﾎ) 167.0  ミリ 宮城県栗原市築館(ﾂｷﾀﾞﾃ) 158.5  ミリ 

7月27日 北海道登別市カルルス(ｶﾙﾙｽ) 179.0  ミリ 栃木県鹿沼市鹿沼(ｶﾇﾏ) 126.5  ミリ 

 
福島県二本松市二本松(ﾆﾎﾝﾏﾂ) 120.5  ミリ 岩手県奥州市衣川(ｺﾛﾓｶﾞﾜ) 108.0  ミリ 

 
新潟県阿賀町室谷(ﾑﾛﾔ) 104.5  ミリ 

   
 

7月28日 

7月28日は、中国地方を中心に暖かく湿った空気が流れ込み、雨雲が次々と発達したため、島根県と山口県で

は、午前中を中心に記録的な大雨となった。28日の日降水量は、島根県と山口県のそれぞれ多いところで350ミリ

を超え、7月の月降水量平年値以上となった。この大雨により、島根県、山口県において死者2名、行方不明者2

名となったほか、島根県、山口県では各地で河川の氾濫や土砂災害による住家や農地の浸水、道路の被害が多

数発生した。その他、停電、断水が発生し、交通機関にも大きな影響が出た。（被害の状況は、平成 25年 8月 3

日20時00分現在の内閣府の情報による） 

[主な日降水量] 
     

7月28日 島根県津和野町津和野(ﾂﾜﾉ) 381.0  ミリ 山口県萩市須佐(ｽｻ) 351.0  ミリ 

 
広島県北広島町八幡(ﾔﾜﾀ) 109.0  ミリ 北海道登別市カルルス(ｶﾙﾙｽ) 107.5  ミリ 

 

7月29日から8月8日まで 

7月29日から8月8日にかけて、日本付近は日本海から東北地方にのびる梅雨前線や、高気圧の縁を回る下

層の暖かく非常に湿った空気の影響により大気の状態が不安定となった。このため、4日13時02分までの1時間

に熊本県玉名市岱明(ﾀｲﾒｲ)で91.5ミリの猛烈な雨が降り、九州や北陸の多いところで日雨量が200ミリを越えたほ

か、西日本から東日本を中心に大雨となった。 

[主な日降水量] 
     

7月29日 石川県白山市白山吉野(ﾊｸｻﾝﾖｼﾉ) 235.5  ミリ 福井県勝山市勝山(ｶﾂﾔﾏ) 175.0  ミリ 

 
岐阜県揖斐川町揖斐川(ｲﾋﾞｶﾞﾜ) 166.5  ミリ 滋賀県長浜市柳ケ瀬(ﾔﾅｶﾞｾ) 160.0  ミリ 

 
長野県松本市上高地(ｶﾐｺｳﾁ) 139.5  ミリ 富山県南砺市五箇山(ｺﾞｶﾔﾏ) 127.0  ミリ 

 
北海道白老町森野(ﾓﾘﾉ) 116.0  ミリ 

   
7月30日 新潟県魚沼市守門(ｽﾓﾝ) 165.5  ミリ 島根県江津市桜江(ｻｸﾗｴ) 149.0  ミリ 

7月31日 秋田県由利本荘市本荘(ﾎﾝｼﾞｮｳ) 94.0  ミリ 
   

8月1日 鳥取県鳥取市湖山(ｺﾔﾏ) 170.0  ミリ 新潟県長岡市栃尾(ﾄﾁｵ) 151.0  ミリ 

 
島根県飯南町赤名(ｱｶﾅ) 141.0  ミリ 兵庫県新温泉町温泉(ｵﾝｾﾝ) 126.0  ミリ 

 
京都府京丹後市間人(ﾀｲｻﾞ) 114.5  ミリ 

   
8月2日 徳島県美馬市穴吹(ｱﾅﾌﾞｷ) 112.0  ミリ 静岡県伊豆市土肥(ﾄｲ) 109.0  ミリ 

8月3日 東京都八丈町八重見ヶ原(ﾔｴﾐｶﾞﾊﾗ) 26.0  ミリ 
   

8月4日 熊本県宇城市三角(ﾐｽﾐ) 250.0  ミリ 佐賀県伊万里市伊万里(ｲﾏﾘ) 167.5  ミリ 

 
鹿児島県霧島市牧之原(ﾏｷﾉﾊﾗ) 161.0  ミリ 長崎県松浦市松浦(ﾏﾂｳﾗ) 128.0  ミリ 

 
福岡県大牟田市大牟田(ｵｵﾑﾀ) 118.5  ミリ 

   



- 11 - 

8月5日 鹿児島県霧島市牧之原(ﾏｷﾉﾊﾗ) 167.5  ミリ 福島県石川町石川(ｲｼｶﾜ) 122.5  ミリ 

 
岡山県津山市津山(ﾂﾔﾏ) 102.5  ミリ 

   
8月6日 愛知県大府市大府(ｵｵﾌﾞ) 160.0  ミリ 岐阜県下呂市宮地(ﾐﾔｼﾞ) 137.0  ミリ 

 
長崎県松浦市松浦(ﾏﾂｳﾗ) 111.0  ミリ 福岡県糸島市前原(ﾏｴﾊﾞﾙ) 104.0  ミリ 

8月7日 北海道猿払村浜鬼志別(ﾊﾏｵﾆｼﾍﾞﾂ) 56.0  ミリ 
   

8月8日 北海道足寄町足寄(ｱｼｮﾛ) 96.5  ミリ 
   

 

8月9日から8月10日まで 

8月 9日、北日本では、日本海から湿った空気が流れ込み大気の状態が非常に不安定になり、秋田県や岩

手県を中心に記録的な大雨となった。 

8月9日0時から10日24時までに観測された最大1 時間降水量が、秋田県鹿角市鹿角(ｶﾂﾞﾉ)では108.5

ミリ、岩手県雫石町雫石(ｼｽﾞｸｲｼ)では78.0ミリとなった。これらを含め、統計期間が10年以上の観測地点のうち、

最大1時間降水量で計10地点、最大3時間降水量で計12地点、最大24時間降水量で計5地点が観測史

上1位の値を更新した。また、解析雨量によると、秋田県大館市で1時間に120ミリ以上の猛烈な雨を解析し、

秋田県大館市と北秋田市では3時間に約300ミリの雨を解析した。 

この大雨により秋田県で死者6名、岩手県で死者2名となった。また、土砂災害による住家や道路の被害、住

家の浸水被害が多数発生したほか、停電や断水が発生し、交通機関にも大きな影響が出た。（被害の状況は、

平成25年8月15日17時00分現在の内閣府の情報による） 

[主な日降水量] 
     

8月9日 秋田県鹿角市鹿角(ｶﾂﾞﾉ) 293.0  ミリ 岩手県雫石町雫石(ｼｽﾞｸｲｼ) 264.0  ミリ 

 
北海道八雲町熊石(ｸﾏｲｼ) 146.5  ミリ 青森県むつ市脇野沢(ﾜｷﾉｻﾜ) 104.5  ミリ 

 

（９）6月～9月：全国（高温）＜高気圧＞ 

6月から 9月にかけて、太平洋高気圧の勢力が日本の南海上から西日本にかけて強く、また、北日本まで暖

かい空気が流れ込んだため、全国的に高温となった。特に西日本では夏（6月から 8月）の平均気温の平年差

が＋1.2℃と 1946年の統計開始以来の最も高い記録を更新した。また、8月 12日には、高知県四万十市江川

崎(ｴｶﾜｻｷ)で日最高気温が歴代全国1位となる41.0℃を記録するなど、アメダスも含めた125地点で日最高気

温の高い記録を更新した。 

高温による熱中症により、全国で58,729名が救急搬送され、初診時における死亡は88名となった。（被害の

状況は総務省消防庁による） 

 

（１０）8月11日：群馬県（突風）＜大気不安定＞ 

関東では日中の昇温により大気の状態が非常に不安定となり、所々で雷雨となった。群馬県高崎市乗附町か

ら前橋市粕川町では、F1のダウンバーストまたはガストフロントが発生した。この突風により、群馬県で負傷者 3

名や住家の一部損壊などの被害が発生した。（被害の状況は群馬県による） 

 

（１１）8月12日：関東（大雨）＜大気不安定＞ 

関東では日中の昇温により大気の状態が非常に不安定となり、所々で雷を伴い激しい雨が降った。この雷雨

の影響により、関東では、住家の浸水被害が出たほか、停電や断水などの被害が生じた。（被害の状況は気象

庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

8月12日 東京都練馬区練馬(ﾈﾘﾏ) 49.0  ミリ    
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（１２）8月15日：甲信（大雨）＜大気不安定＞ 

本州付近は高気圧に覆われたが、関東甲信では大気の状態が不安定となり、20時 29分までの 1時間に長野

県諏訪市諏訪(ｽﾜ)で74.5ミリの非常に激しい雨が降るなど、雷を伴い大雨となったところもあった。この影響で、長

野県で住家の浸水被害が出たほか、停電、道路の通行止めや鉄道の運休等の交通障害等が生じた。（被害の状

況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

8月15日 長野県諏訪市諏訪(ｽﾜ) 106.5  ミリ    

 

（１３）8月16日～8月19日：北日本（大雨）＜低気圧＞ 

8月16日から19日にかけて、中国東北区からオホーツク海に進んだ低気圧からのびる前線が北日本に接近し、

その後停滞した。この影響で北日本を中心に雨が降り、北海道の一部では大雨となった。 

この大雨により、土砂崩れや住家の浸水が発生したほか、停電や鉄道の運休等の交通障害が生じた。（被害の

状況は気象庁調べ） 

 [主な日降水量] 
     

8月16日 北海道幌加内町幌加内(ﾎﾛｶﾅｲ) 72.0 ミリ    

8月17日 北海道中川町中川(ﾅｶｶﾞﾜ) 67.0  ミリ 
   

8月18日 北海道森町森(ﾓﾘ) 174.0  ミリ    

8月19日 青森県深浦町深浦(ﾌｶｳﾗ) 88.0  ミリ 
   

 

（１４）8月20日～8月22日：沖縄（大雨、暴風、高波）＜台風第１２号＞ 

8月18日9時に沖縄の南の海上で発生した台風第12号は、はじめほとんど停滞した後、20日には発達しなが

らゆっくりとした速さで北寄りに進み、進路を西寄りに変えながら、20日 21時には宮古島の南東の海上に達した。

台風はその後、21日には宮古島にかなり接近し、東シナ海を西寄りに進んだ。このため、沖縄では大雨や暴風と

なった。また、海上では大しけとなり、沿岸では高潮となった。 

この台風の影響により、沖縄では道路の通行止めや船舶、航空機の欠航等の交通障害が生じた。（被害の状況

は沖縄県による） 

[主な日降水量] 
     

8月20日 沖縄県竹富町西表島(ｲﾘｵﾓﾃｼﾞﾏ) 66.0  ミリ    

8月21日 沖縄県宮古島市城辺(ｸﾞｽｸﾍﾞ) 119.5  ミリ    

8月22日 沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 54.0  ミリ    

[主な最大風速] 
     

8月20日 沖縄県うるま市宮城島(ﾐﾔｷﾞｼﾞﾏ) 18.1  メートル 東 [23:30] 
 

8月21日 沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 23.0  メートル 南 [07:49] 
 

8月22日 沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ) 19.2  メートル 南 [05:16] 
 

 

（１５）8月21日：東日本（大雨）＜前線＞ 

東北地方から三陸沖に進んだ前線の影響で、北陸や関東を中心に雨が降り、所々で非常に激しい雨が降

り、雷を伴い、大雨となったところもあった。この影響で、東日本を中心に住家浸水や土砂災害、停電、道路

の通行止めや鉄道の運休等の交通障害等が生じた。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

8月20日 茨城県常陸太田市徳田(ﾄｸﾀﾞ) 127.5  ミリ    
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（１６）8月23日～8月26日：西日本から北日本（大雨、突風）＜前線＞ 

8月23日から26日にかけては、西日本から東日本にのびる前線に向かって、暖かく湿った空気が流れ込み、

大気の状態が非常に不安定となった。このため、東日本の日本海側と西日本を中心に大雨となった。特に 8月

24日には島根県において、平成25年7月28日に匹敵する記録的な大雨となった。また、23日には福井県小

浜市や兵庫県篠山市でそれぞれF1の竜巻が発生したほか、岐阜県美濃加茂市ではF1のダウンバーストが発

生した。 

これらの影響で、土砂災害や浸水害などが発生し、北海道と島根県であわせて死者 2名となったほか、全国

で浸水家屋2,000棟以上の住家被害が生じた。その他、停電や断水、交通機関の運休など大きな影響が出た。

（被害の状況は、平成25年10月7日18時00分現在の内閣府の情報による） 

 [主な日降水量] 
     

8月23日 石川県かほく市かほく(ｶﾎｸ) 219.5  ミリ 富山県高岡市伏木(ﾌｼｷ) 207.5  ミリ 

 
岐阜県白川村白川(ｼﾗｶﾜ) 139.5  ミリ 福井県坂井市三国(ﾐｸﾆ) 127.0  ミリ 

 
長野県白馬村白馬(ﾊｸﾊﾞ) 125.0  ミリ 北海道松前町松前(ﾏﾂﾏｴ) 117.5  ミリ 

 
福岡県朝倉市朝倉(ｱｻｸﾗ) 107.5  ミリ 長崎県対馬市厳原(ｲﾂﾞﾊﾗ) 107.0  ミリ 

 
新潟県糸魚川市平岩(ﾋﾗｲﾜ) 106.5  ミリ 

   
8月24日 島根県江津市桜江(ｻｸﾗｴ) 386.0  ミリ 佐賀県唐津市唐津(ｶﾗﾂ) 175.0  ミリ 

 
山口県山口市篠生(ｼﾉﾌﾞ) 144.0  ミリ 長崎県対馬市厳原(ｲﾂﾞﾊﾗ) 129.5  ミリ 

 
広島県三次市三次(ﾐﾖｼ) 117.0  ミリ 福井県南越前町今庄(ｲﾏｼﾞｮｳ) 111.0  ミリ 

 
福岡県糸島市前原(ﾏｴﾊﾞﾙ) 102.5  ミリ 

   
8月25日 熊本県阿蘇市阿蘇乙姫(ｱｿｵﾄﾋﾒ) 254.0  ミリ 兵庫県西宮市西宮(ﾆｼﾉﾐﾔ) 161.5  ミリ 

 
長崎県雲仙市雲仙岳(ｳﾝｾﾞﾝﾀﾞｹ) 159.0  ミリ 福岡県大牟田市大牟田(ｵｵﾑﾀ) 150.0  ミリ 

 
大阪府豊中市豊中(ﾄﾖﾅｶ) 148.0  ミリ 島根県益田市高津(ﾀｶﾂ) 142.0  ミリ 

 
大分県日田市椿ヶ鼻(ﾂﾊﾞｷｶﾞﾊﾅ) 138.0  ミリ 佐賀県佐賀市北山(ﾎｸｻﾞﾝ) 132.5  ミリ 

 
山口県萩市須佐(ｽｻ) 114.5  ミリ 京都府京田辺市京田辺(ｷｮｳﾀﾅﾍﾞ) 105.0  ミリ 

8月26日 鹿児島県肝付町肝付前田(ｷﾓﾂｷﾏｴﾀﾞ) 131.5  ミリ 
   

 

（１７）8月27日～8月28日：北海道（大雨）＜寒気、気圧の谷＞ 

8月27日と28日は、上空に寒気を伴う気圧の谷の影響で、北日本を中心に雨となり、特に27日は17時43

分までの1時間に北海道苫小牧市苫小牧(ﾄﾏｺﾏｲ)で90.0ミリの猛烈な雨を観測するなど、北海道で大雨となっ

たところがあった。このため、北海道では住家の浸水や土砂災害が発生したほか、停電や鉄道の運休などの交

通障害が生じた。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

8月27日 北海道苫小牧市苫小牧(ﾄﾏｺﾏｲ) 154.5  ミリ 
   

 

（１８）8月29日～9月5日：全国（大雨、暴風、突風、高波）＜前線、台風第１５号、台風第１７号＞ 

8月29日から9月5日にかけて、前線が本州付近にのび、停滞した。また、8月26日に発生した台風第15

号は、8月29日から30日にかけて東シナ海を北に進み、31日に九州の西海上で温帯低気圧となった後、前線

上を東に進んだ。さらに 9月2日に発生した台風第17号は、東シナ海を北東に進み、4日3時頃に鹿児島県

指宿市付近に上陸した後、9時に足摺岬付近で温帯低気圧となった。 

これら2つの台風と前線の影響により、西日本から北日本にかけての広い範囲で大雨となった。また、台風第

15号及び台風第 17号の影響で、南西諸島から四国にかけて暴風となり、海上は大しけとなった。また、前線や
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台風から変わった低気圧に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだため、31日には石川県加賀市で F0の突風

が、2日には埼玉県さいたま市から千葉県及び茨城県にかけて F2の竜巻が、4日には栃木県鹿沼市と塩谷町に

おいてそれぞれF1の竜巻が発生した。 

これらの影響で、土砂災害や突風被害等が発生し、岐阜県と兵庫県であわせて死者 2名となり、九州から北海

道の広い範囲で損壊家屋1,500棟以上、浸水家屋3,000棟以上の住家被害が生じた。また、停電や断水、交通障

害等が発生した。（被害の状況は、平成25年10月7日18時00分現在の内閣府の情報による） 

[主な日降水量] 
     

8月30日 長崎県松浦市松浦(ﾏﾂｳﾗ) 324.0  ミリ 福岡県太宰府市太宰府(ﾀﾞｻﾞｲﾌ) 262.0  ミリ 

 
佐賀県唐津市唐津(ｶﾗﾂ) 204.0  ミリ 熊本県上天草市松島(ﾏﾂｼﾏ) 139.5  ミリ 

 
石川県輪島市輪島(ﾜｼﾞﾏ) 135.0  ミリ 山口県下松市下松(ｸﾀﾞﾏﾂ) 122.0  ミリ 

 
富山県黒部市宇奈月(ｳﾅﾂﾞｷ) 114.5  ミリ 

   
8月31日 鹿児島県薩摩川内市八重山(ﾔｴﾔﾏ) 177.5  ミリ 熊本県湯前町湯前横谷(ﾕﾉﾏｴﾖｺﾀﾆ) 141.0  ミリ 

 
宮崎県えびの市えびの(ｴﾋﾞﾉ) 134.5  ミリ 長崎県雲仙市雲仙岳(ｳﾝｾﾞﾝﾀﾞｹ) 132.5  ミリ 

 
福岡県福岡市早良区早良脇山(ｻﾜﾗﾜｷﾔﾏ) 132.0  ミリ 秋田県八峰町八森(ﾊﾁﾓﾘ) 128.0  ミリ 

 
青森県弘前市岳(ﾀﾞｹ) 123.0  ミリ 山口県萩市萩(ﾊｷﾞ) 117.0  ミリ 

 
大分県日田市椿ヶ鼻(ﾂﾊﾞｷｶﾞﾊﾅ) 109.5  ミリ 佐賀県伊万里市伊万里(ｲﾏﾘ) 101.0  ミリ 

9月1日 鹿児島県日置市東市来(ﾋｶﾞｼｲﾁｷ) 217.0  ミリ 宮崎県えびの市加久藤(ｶｸﾄｳ) 195.0  ミリ 

 
熊本県人吉市人吉(ﾋﾄﾖｼ) 187.0  ミリ 徳島県三好市京上(ｷｮｳｼﾞｮｳ) 114.0  ミリ 

 
長崎県島原市島原(ｼﾏﾊﾞﾗ) 108.0  ミリ 

   
9月2日 兵庫県丹波市柏原(ｶｲﾊﾞﾗ) 190.0  ミリ 鹿児島県南さつま市加世田(ｶｾﾀﾞ) 135.0  ミリ 

 
京都府福知山市三和(ﾐﾜ) 130.0  ミリ 石川県輪島市輪島(ﾜｼﾞﾏ) 126.0  ミリ 

 
宮崎県えびの市えびの(ｴﾋﾞﾉ) 108.5  ミリ 熊本県八代市八代(ﾔﾂｼﾛ) 107.0  ミリ 

 
沖縄県粟国村粟国(ｱｸﾞﾆ) 102.0  ミリ 

   
9月3日 高知県土佐清水市清水(ｼﾐｽﾞ) 218.0  ミリ 鹿児島県薩摩川内市中甑(ﾅｶｺｼｷ) 189.5  ミリ 

 
大分県大分市佐賀関(ｻｶﾞﾉｾｷ) 122.5  ミリ 徳島県徳島市徳島(ﾄｸｼﾏ) 113.0  ミリ 

 
石川県輪島市輪島(ﾜｼﾞﾏ) 111.0  ミリ 山口県周防大島町安下庄(ｱｹﾞﾉｼｮｳ) 111.0  ミリ 

 
長崎県五島市福江(ﾌｸｴ) 109.5  ミリ 

   
9月4日 高知県仁淀川町池川(ｲｹｶﾞﾜ) 344.5  ミリ 愛媛県四国中央市富郷(ﾄﾐｻﾄ) 268.0  ミリ 

 
徳島県上勝町福原旭(ﾌｸﾊﾗｱｻﾋ) 229.0  ミリ 香川県東かがわ市引田(ﾋｹﾀ) 170.5  ミリ 

 
宮崎県えびの市加久藤(ｶｸﾄｳ) 166.5  ミリ 奈良県上北山村上北山(ｶﾐｷﾀﾔﾏ) 164.0  ミリ 

 
岐阜県大垣市大垣(ｵｵｶﾞｷ) 163.0  ミリ 三重県大台町宮川(ﾐﾔｶﾞﾜ) 157.5  ミリ 

 
鳥取県若桜町若桜(ﾜｶｻ) 147.0  ミリ 兵庫県姫路市家島(ｲｴｼﾏ) 146.5  ミリ 

 
静岡県静岡市葵区梅ケ島(ｳﾒｶﾞｼﾏ) 141.5  ミリ 岡山県赤磐市赤磐(ｱｶｲﾜ) 137.0  ミリ 

 
和歌山県田辺市本宮(ﾎﾝｸﾞｳ) 125.0  ミリ 愛知県一宮市一宮(ｲﾁﾉﾐﾔ) 124.5  ミリ 

 
広島県神石高原町油木(ﾕｷ) 114.5  ミリ 島根県安来市伯太(ﾊｸﾀ) 111.0  ミリ 

 
鹿児島県伊佐市大口(ｵｵｸﾁ) 103.5  ミリ 山口県周防大島町安下庄(ｱｹﾞﾉｼｮｳ) 101.0  ミリ 

 
山梨県南部町南部(ﾅﾝﾌﾞ) 100.5  ミリ 

   
9月5日 神奈川県海老名市海老名(ｴﾋﾞﾅ) 200.0  ミリ 静岡県富士宮市白糸(ｼﾗｲﾄ) 123.0  ミリ 

[主な最大風速] 
     

8月29日 沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ) 23.5 メートル 南 [05:42]  

8月31日 和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 20.7  メートル 南 [04:55] 
 

9月2日 沖縄県久米島町北原(ｷﾀﾊﾗ) 20.4  メートル 南 [15:34] 
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9月3日 長崎県雲仙市雲仙岳(ｳﾝｾﾞﾝﾀﾞｹ) 23.7  メートル 北東 [23:59] 
 

9月4日 長崎県雲仙市雲仙岳(ｳﾝｾﾞﾝﾀﾞｹ) 24.2  メートル 北東 [00:06] 
 

9月5日 北海道稚内市宗谷岬(ｿｳﾔﾐｻｷ) 20.2  メートル 西 [18:30] 
 

 

（１９）9月8日：東日本（大雨）＜前線＞ 

東シナ海から三陸沖にのびていた前線が本州南岸に南下し、この前線上の三陸沖に低気圧が発生して東へ

進んだ。これらの影響で、西日本から北日本にかけて雨が降り、特に東海地方では非常に激しい雨が降った。

このため、静岡県で土砂崩れや落雷等により、停電、道路の通行止めや鉄道の運休等の交通障害等が生じた。

（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

9月8日 岐阜県下呂市萩原(ﾊｷﾞﾜﾗ) 84.5  ミリ 静岡県掛川市掛川(ｶｹｶﾞﾜ) 75.0  ミリ 

 

（２０）9月15日～9月17日：西日本から北日本（大雨、暴風、竜巻、高波）＜台風第１８号＞ 

9月13日9時に小笠原諸島近海で発生した台風第18号は、発達しながら日本の南海上を北上し、潮岬の

南海上を通って、16日 8時前に暴風域を伴って愛知県豊橋市付近に上陸した。その後、台風は速度を速めな

がら東海地方、関東甲信及び東北地方を北東に進み、16日21時に北海道の南東の海上で温帯低気圧となっ

た。 

台風の接近・通過に伴い、日本海から北日本にのびる前線の影響や、台風周辺から流れ込む湿った空気の

影響、台風に伴う雨雲の影響で、四国から北海道にかけての広い範囲で大雨となった。また、台風や台風から

変わった温帯低気圧の影響で、九州から北海道にかけての各地で暴風となった。このほか、15日には和歌山

県串本町ではF1、三重県志摩市ではF0の竜巻が、16日には、埼玉県や群馬県でそれぞれF1の竜巻が発生

した。 

9月15日から16日までの総雨量は、近畿や東海地方を中心に400ミリを超えたほか、多いところでは、9月

の月降水量平年値の 2倍を超えたところがあった。また、近畿から北海道にかけての広い範囲で最大風速

20m/sを超える暴風が吹き、海上では波の高さが9mを超える猛烈なしけとなり、沿岸では高潮となった。 

台風第18号により記録的な大雨となった滋賀県、京都府及び福井県に対し、運用開始後初めて大雨特別警

報を発表して最大級の警戒を呼びかけるなど、各地の気象台は、大雨や暴風等に対し、警報・注意報や気象情

報で警戒を呼びかけた。 

この大雨と暴風、竜巻等により、土砂災害、浸水害、河川の氾濫等が発生し、岩手県、福島県、福井県、三重

県、滋賀県、兵庫県であわせて死者 6名、行方不明者 1名となり、四国から北海道の広い範囲で損壊家屋

1,500棟以上、浸水家屋 10,000棟以上の住家被害が生じた。また、停電、電話の不通、鉄道の運休、航空機・

フェリーの欠航等の交通障害が発生した（被害の状況は、平成25年10月11日18時00分現在の内閣府の情

報及び平成25年10月7日10時00分現在の国土交通省の情報による）。 

[主な日降水量] 
     

9月15日 奈良県上北山村上北山(ｶﾐｷﾀﾔﾏ) 396.0  ミリ 和歌山県田辺市本宮(ﾎﾝｸﾞｳ) 377.5  ミリ 

 
徳島県阿南市蒲生田(ｶﾞﾓｳﾀﾞ) 366.0  ミリ 三重県大台町宮川(ﾐﾔｶﾞﾜ) 321.5  ミリ 

 
香川県東かがわ市引田(ﾋｹﾀ) 308.5  ミリ 兵庫県南あわじ市南淡(ﾅﾝﾀﾞﾝ) 234.5  ミリ 

 
滋賀県高島市朽木平良(ｸﾂｷﾍﾗ) 212.5  ミリ 東京都八王子市八王子(ﾊﾁｵｳｼﾞ) 180.0  ミリ 

 
神奈川県海老名市海老名(ｴﾋﾞﾅ) 178.0  ミリ 京都府綾部市睦寄(ﾑﾂﾖﾘ) 178.0  ミリ 

 
大阪府能勢町能勢(ﾉｾ) 173.0  ミリ 茨城県大子町大子(ﾀﾞｲｺﾞ) 167.0  ミリ 

 
福井県おおい町大飯(ｵｵｲ) 167.0  ミリ 高知県馬路村魚梁瀬(ﾔﾅｾ) 167.0  ミリ 

 
福島県古殿町古殿(ﾌﾙﾄﾞﾉ) 155.5  ミリ 栃木県那須烏山市那須烏山(ﾅｽｶﾗｽﾔﾏ) 155.5  ミリ 
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静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 145.5  ミリ 岡山県瀬戸内市虫明(ﾑｼｱｹﾞ) 125.0  ミリ 

 
宮城県亘理町亘理(ﾜﾀﾘ) 122.5  ミリ 岐阜県大垣市上石津(ｶﾐｲｼﾂﾞ) 122.0  ミリ 

 
愛媛県四国中央市富郷(ﾄﾐｻﾄ) 120.0  ミリ 埼玉県飯能市飯能(ﾊﾝﾉｳ) 117.5  ミリ 

 
山梨県上野原市上野原(ｳｴﾉﾊﾗ) 102.0  ミリ 

   
9月16日 静岡県静岡市葵区井川(ｲｶﾜ) 371.0  ミリ 滋賀県高島市朽木平良(ｸﾂｷﾍﾗ) 282.0  ミリ 

 
愛知県豊田市阿蔵(ｱｿﾞｳ) 280.5  ミリ 奈良県天川村天川(ﾃﾝｶﾜ) 280.5  ミリ 

 
栃木県日光市土呂部(ﾄﾞﾛﾌﾞ) 276.5  ミリ 岐阜県大垣市上石津(ｶﾐｲｼﾂﾞ) 270.5  ミリ 

 
長野県阿智村浪合(ﾅﾐｱｲ) 263.5  ミリ 三重県大台町宮川(ﾐﾔｶﾞﾜ) 254.0  ミリ 

 
福井県小浜市小浜(ｵﾊﾞﾏ) 253.5  ミリ 山梨県山中湖村山中(ﾔﾏﾅｶ) 250.5  ミリ 

 
和歌山県高野町高野山(ｺｳﾔｻﾝ) 244.5  ミリ 群馬県高崎市榛名山(ﾊﾙﾅｻﾝ) 225.0  ミリ 

 
富山県南砺市五箇山(ｺﾞｶﾔﾏ) 202.0  ミリ 北海道厚岸町太田(ｵｵﾀ) 200.5  ミリ 

 
新潟県糸魚川市能生(ﾉｳ) 192.0  ミリ 京都府京都市右京区京北(ｹｲﾎｸ) 185.0  ミリ 

 
石川県金沢市医王山(ｲｵｳｾﾞﾝ) 178.0  ミリ 秋田県男鹿市男鹿真山(ｵｶﾞｼﾝｻﾞﾝ) 177.0  ミリ 

 
埼玉県秩父市三峰(ﾐﾂﾐﾈ) 176.0  ミリ 岩手県八幡平市岩手松尾(ｲﾜﾃﾏﾂｵ) 169.5  ミリ 

 
神奈川県山北町丹沢湖(ﾀﾝｻﾞﾜｺ) 165.5  ミリ 青森県弘前市弘前(ﾋﾛｻｷ) 162.0  ミリ 

 
福島県天栄村湯本(ﾕﾓﾄ) 152.0  ミリ 大阪府能勢町能勢(ﾉｾ) 148.0  ミリ 

 
東京都檜原村小沢(ｵｻﾞﾜ) 127.5  ミリ 兵庫県篠山市後川(ｼﾂｶﾜ) 119.5  ミリ 

 
宮城県栗原市駒ノ湯(ｺﾏﾉﾕ) 106.0  ミリ    

[主な最大風速] 
     

9月16日 東京都三宅村三宅坪田(ﾐﾔｹﾂﾎﾞﾀ) 28.0  メートル 南 [07:06] 
 

 
愛知県常滑市セントレア(ｾﾝﾄﾚｱ) 26.3  メートル 北北西 [07:51] 

 

 
兵庫県神戸市中央区神戸(ｺｳﾍﾞ) 26.1  メートル 北北西 [05:15] 

 

 
北海道釧路市釧路(ｸｼﾛ) 25.9  メートル 北北東 [19:38] 

 

 
新潟県佐渡市弾崎(ﾊｼﾞｷｻﾞｷ) 23.8  メートル 北北西 [11:05] 

 

 
静岡県御前崎市御前崎(ｵﾏｴｻﾞｷ) 23.0  メートル 南 [08:35] 

 

 
和歌山県串本町潮岬(ｼｵﾉﾐｻｷ) 22.3  メートル 西 [05:49] 

 

 
岡山県奈義町奈義(ﾅｷﾞ) 21.3  メートル 北北東 [04:06] 

 

 
鳥取県鳥取市湖山(ｺﾔﾏ) 21.3  メートル 北 [04:31] 

 

 
千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 21.1  メートル 南 [11:03] 

 

 
山形県庄内町狩川(ｶﾘｶﾜ) 21.0  メートル 北西 [13:06] 

 

 
宮城県仙台市宮城野区仙台(ｾﾝﾀﾞｲ) 20.5  メートル 南南東 [12:21] 

 

 
大阪府田尻町関空島(ｶﾝｸｳｼﾞﾏ) 20.0  メートル 北 [03:31] 

 
9月17日 北海道稚内市宗谷岬(ｿｳﾔﾐｻｷ) 21.8  メートル 西北西 [12:26] 

 
 

（２１）9月23日～9月26日：関東（大雨、暴風、高波）＜台風第２０号＞ 

9月 21日 15時にマリアナ諸島近海で発生した台風第 20号は発達しながら北西へ進み、24日には小笠原諸

島に接近した。その後、北東へ進路を変え、26日に伊豆諸島に接近した後、日本の東の海上へ進んだ。この影響

により、小笠原諸島では大雨や強風、関東の一部では暴風となったところがあった。また、海上では大しけとなっ

た。 

[主な日降水量] 
     

9月23日 東京都小笠原村母島(ﾊﾊｼﾞﾏ) 193.5  ミリ    

9月25日 東京都大島町大島(ｵｵｼﾏ) 54.0  ミリ    
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[主な最大風速] 
     

9月23日 東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 18.9  メートル 北東 [10:50] 
 

9月24日 東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 18.6  メートル 北北東 [04:21] 
 

9月25日 東京都小笠原村父島(ﾁﾁｼﾞﾏ) 15.3  メートル 南南東 [06:11] 
 

9月26日 千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 21.0  メートル 北北東 [14:10]  

 

（２２）10月1日～10月2日：関東（大雨、暴風）＜台風第２２号＞ 

9月30日9時に小笠原諸島の東の海上で発生した台風第22号は、発達しながら北に進み、10月1日には

伊豆諸島の東の海上を通って、北東へ進路を変え、日本の東の海上へ進んだ。この影響で、関東から東北地

方にかけての太平洋側では雨が降り、一部では強風となった。 

[主な日降水量] 
     

10月1日 千葉県成田市成田(ﾅﾘﾀ) 51.0  ミリ    

10月2日 千葉県君津市坂畑(ｻｶﾊﾀ) 66.5  ミリ    

[主な最大風速] 
     

10月2日 千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 19.0  メートル 北北西 [15:30] 
 

 

（２３）10月4日～10月9日：沖縄・奄美から東日本（大雨、暴風、高波）＜台風第２３号、台風第２４号＞ 

10月1日3時にフィリピンの東で発生した台風第23号は発達しながら北上し、3日15時には暴風域を伴い、

4日21時には強い台風となってゆっくりと沖縄の南海上を北西に進んだ。その後、台風は強い勢力で暴風域を

伴い、5日夜に先島諸島付近を通過し、7日9時に中国大陸に上陸した後、7日15時に熱帯低気圧に変わっ

た。 

また、10月4日15時にマリアナ諸島付近で発生した台風第24号は、発達しながら北西に進み、7日3時に

は非常に強い台風となって、7日午後に沖縄・奄美を通過した。台風は、その後進路を北東に変え、8日 21時

頃に長崎県対馬付近を通過したあと日本海に入り、9日9時に能登沖で温帯低気圧に変わり、北東に進んで北

日本を通過した。 

この 2つの台風により、沖縄から北陸にかけて非常に強い風が吹き、海上は大しけとなった。特に沖縄から九

州北部地方にかけての海上を中心に猛烈な風が吹き、猛烈なしけとなった。 

 これら2つの台風の影響で、土砂災害等が発生し、沖縄から北陸にかけて負傷者11名となり、鹿児島県を中心

に 900棟以上の住家被害が生じた。また、停電、電話の不通、鉄道の運休等の交通障害が発生した。（被害の状

況は、平成25年10月10日19時00分現在の内閣府の情報による） 

[主な日降水量] 
     

10月4日 沖縄県南大東村旧東(ｷｭｳﾄｳ) 78.5  ミリ 
   

10月5日 高知県土佐清水市清水(ｼﾐｽﾞ) 305.5  ミリ 宮崎県日南市油津(ｱﾌﾞﾗﾂ) 154.0  ミリ 

 
沖縄県久米島町久米島(ｸﾒｼﾞﾏ) 148.0  ミリ 愛媛県西条市成就社(ｼﾞｮｳｼﾞｭｼｬ) 120.0  ミリ 

 
鹿児島県肝付町肝付前田(ｷﾓﾂｷﾏｴﾀﾞ) 103.0  ミリ 

   
10月6日 沖縄県多良間村仲筋(ﾅｶｽｼﾞ) 121.5  ミリ 

   
10月7日 鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 156.0  ミリ 沖縄県国頭村奥(ｵｸ) 125.0  ミリ 

 
高知県四万十町窪川(ｸﾎﾞｶﾜ) 101.0  ミリ 

   
10月8日 宮崎県諸塚村諸塚(ﾓﾛﾂｶ) 96.5  ミリ 

   
10月9日 高知県香美市繁藤(ｼｹﾞﾄｳ) 81.5  ミリ 

   
[主な最大風速] 

     
10月4日 沖縄県うるま市宮城島(ﾐﾔｷﾞｼﾞﾏ) 19.4  メートル 北東 [23:52] 
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10月5日 沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 34.0  メートル 北 [18:14] 
 

10月6日 沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 28.0  メートル 南 [05:19] 
 

10月7日 鹿児島県与論町与論島(ﾖﾛﾝｼﾞﾏ) 37.6  メートル 北北東 [15:58] 
 

 
沖縄県国頭村奥(ｵｸ) 26.5  メートル 西北西 [16:17] 

 
10月8日 長崎県対馬市鰐浦(ﾜﾆｳﾗ) 27.2  メートル 東 [19:54] 

 

 
愛媛県伊方町瀬戸(ｾﾄ) 22.5  メートル 南南東 [22:53] 

 
10月9日 島根県隠岐の島町西郷岬(ｻｲｺﾞｳﾐｻｷ) 29.8  メートル 南南西 [05:49] 

 

 
愛媛県伊方町瀬戸(ｾﾄ) 23.3  メートル 南 [00:57] 

 

 
和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 22.3  メートル 南 [08:13] 

 

 
石川県金沢市金沢(ｶﾅｻﾞﾜ) 22.0  メートル 南西 [12:33] 

 

 
福井県坂井市三国(ﾐｸﾆ) 20.8  メートル 南南東 [10:02] 

 
 

（２４）10月14日～10月16日：東日本から北日本（大雨、暴風、高波）＜台風第２６号＞ 

10月10日21時にマリアナ諸島付近で発生した台風第26号は、発達しながら日本の南海上を北上し、大型で

強い勢力のまま、16日明け方に暴風域を伴って関東地方沿岸に接近した。その後、台風は関東の東海上を北上

し、16日15時に三陸沖で温帯低気圧に変わった。 

この台風及び台風から変わった温帯低気圧により、15日と 16日を中心に、西日本から北日本の広い範囲で大

雨、暴風となった。 

特に東京都大島町では、台風がもたらす湿った空気の影響で、16日未明から１時間 100ミリを超える猛烈な雨

が数時間降り続き、24時間の降水量が 800ミリを超える大雨となった。10月 14日から 16日までの総降水量は、

東京都大島町大島で824.0ミリ、静岡県伊豆市天城山で399.0ミリとなるなど、関東や東海地方では300ミリを超え

たほか、統計期間が10年以上の観測地点のうち、最大１時間降水量で2地点、最大3時間降水量で9地点、最

大24時間降水量で14地点が統計開始以来の観測史上1位を更新した。風については、宮城県女川町江ノ島で

33.6m/s、千葉県銚子市銚子で 33.5m/sの最大風速を観測するなど、各地で暴風を観測し、海上では猛烈なしけ

となった。 

この大雨と暴風により、千葉県、東京都、神奈川県、静岡県で死者39名、行方不明者4名となり、中国地方から

北海道の広い範囲で住家損壊、土砂災害、浸水害、河川の氾濫等が発生した。特に、東京都大島町では大規模

な土砂災害が発生し、死者35名、行方不明4名となった。また、停電、電話の不通、断水、鉄道の運休、航空機・

フェリーの欠航等の交通障害が発生した（被害の状況は、平成25年11月25日17時00分現在の内閣府の情報

による）。 

[主な日降水量] 
     

10月15日 東京都大島町大島(ｵｵｼﾏ) 298.5  ミリ 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 227.5  ミリ 

 
千葉県鋸南町鋸南(ｷｮﾅﾝ) 151.0  ミリ 和歌山県那智勝浦町色川(ｲﾛｶﾜ) 148.0  ミリ 

 
三重県尾鷲市尾鷲(ｵﾜｾ) 144.5  ミリ 愛知県田原市伊良湖(ｲﾗｺ) 139.0  ミリ 

 
茨城県鹿嶋市鹿嶋(ｶｼﾏ) 102.5  ミリ 

   
10月16日 東京都大島町大島(ｵｵｼﾏ) 525.5  ミリ 茨城県鹿嶋市鹿嶋(ｶｼﾏ) 260.0  ミリ 

 
千葉県千葉市中央区千葉(ﾁﾊﾞ) 238.0  ミリ 新潟県糸魚川市平岩(ﾋﾗｲﾜ) 183.5  ミリ 

 
静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 171.0  ミリ 富山県南砺市五箇山(ｺﾞｶﾔﾏ) 167.5  ミリ 

 
岩手県岩泉町小本(ｵﾓﾄ) 158.0  ミリ 神奈川県三浦市三浦(ﾐｳﾗ) 154.0  ミリ 

 
埼玉県越谷市越谷(ｺｼｶﾞﾔ) 149.0  ミリ 栃木県足利市足利(ｱｼｶｶﾞ) 148.0  ミリ 

 
宮城県女川町女川(ｵﾅｶﾞﾜ) 147.0  ミリ 群馬県館林市館林(ﾀﾃﾊﾞﾔｼ) 144.0  ミリ 

 
鳥取県鳥取市佐治(ｻｼﾞ) 134.0  ミリ 青森県弘前市岳(ﾀﾞｹ) 128.5  ミリ 
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長野県小谷村小谷(ｵﾀﾘ) 128.5  ミリ 岡山県真庭市上長田(ｶﾐﾅｶﾞﾀ) 126.0  ミリ 

 
福島県富岡町富岡(ﾄﾐｵｶ) 119.5  ミリ 石川県金沢市医王山(ｲｵｳｾﾞﾝ) 105.5  ミリ 

 
山梨県上野原市上野原(ｳｴﾉﾊﾗ) 103.5  ミリ 

   
[主な最大風速] 

     
10月14日 沖縄県南大東村旧東(ｷｭｳﾄｳ) 20.0  メートル 北 [23:44] 

 
10月15日 沖縄県南大東村旧東(ｷｭｳﾄｳ) 22.6  メートル 北 [00:58] 

 

 
鳥取県鳥取市湖山(ｺﾔﾏ) 20.4  メートル 北北東 [23:45] 

 

 
山口県美祢市秋吉台(ｱｷﾖｼﾀﾞｲ) 20.1  メートル 北 [23:05] 

 
10月16日 北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 34.9  メートル 北北東 [12:36] 

 

 
宮城県女川町江ノ島(ｴﾉｼﾏ) 33.6  メートル 北北東 [09:49] 

 

 
千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 33.5  メートル 北北西 [08:25] 

 

 
東京都八丈町八丈島(ﾊﾁｼﾞｮｳｼﾞﾏ) 25.0  メートル 南南西 [04:11] 

 

 
岡山県奈義町奈義(ﾅｷﾞ) 23.8  メートル 北 [02:35] 

 

 
鳥取県鳥取市湖山(ｺﾔﾏ) 23.5  メートル 北 [01:54] 

 

 
静岡県熱海市網代(ｱｼﾞﾛ) 22.8  メートル 北北東 [03:21] 

 

 
愛知県常滑市セントレア(ｾﾝﾄﾚｱ) 22.7  メートル 北北西 [01:54] 

 

 
新潟県佐渡市弾崎(ﾊｼﾞｷｻﾞｷ) 22.4  メートル 北 [08:47] 

 

 
京都府舞鶴市舞鶴(ﾏｲﾂﾞﾙ) 21.4  メートル 北 [05:11] 

 

 
栃木県宇都宮市宇都宮(ｳﾂﾉﾐﾔ) 21.3  メートル 北北東 [05:48] 

 

 
福島県白河市白河(ｼﾗｶﾜ) 21.2  メートル 北西 [10:20] 

 

 
岩手県大船渡市大船渡(ｵｵﾌﾅﾄ) 20.6  メートル 北 [09:58] 

 

 
神奈川県三浦市三浦(ﾐｳﾗ) 20.2  メートル 北 [06:42] 

 

 
長崎県雲仙市雲仙岳(ｳﾝｾﾞﾝﾀﾞｹ) 20.1  メートル 北 [00:14] 

 
 

（２５）10月23日～10月26日：沖縄・奄美から東日本（大雨、暴風、高波）＜台風第２７号＞ 

10月16日15時にマリアナ諸島付近で発生した台風第27号は、発達しながら日本の南海上を北上し、24日

から25日にかけて大東島付近を通過した後、進路を東北東へ変え、速度を速めながら26日にかけて本州の南

岸を進み、 26日午前中に伊豆諸島を通過した。その後、台風は26日15時に日本の東で温帯低気圧となった。

この台風と本州の南岸に停滞する前線により、南西諸島と西日本から東日本にかけての太平洋側を中心に広

い範囲で大雨、暴風となり、海上は猛烈なしけとなった。 

この大雨と暴風により、千葉県で1名が負傷したほか、西日本から東日本にかけて住家損壊や土砂災害等が

発生した。また、停電、電話の不通、道路の被災による交通障害等が発生した。（被害の状況は、平成 25年 11

月7日15時00分現在の内閣府の情報による） 

[主な日降水量] 
     

10月23日 宮崎県宮崎市青島(ｱｵｼﾏ) 161.5  ミリ 沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 125.5  ミリ 

 
高知県土佐清水市清水(ｼﾐｽﾞ) 119.0  ミリ 大分県佐伯市佐伯(ｻｲｷ) 102.5  ミリ 

10月24日 宮崎県諸塚村諸塚(ﾓﾛﾂｶ) 372.5  ミリ 大分県佐伯市佐伯(ｻｲｷ) 359.5  ミリ 

 
高知県仁淀川町鳥形山(ﾄﾘｶﾞﾀﾔﾏ) 348.0  ミリ 徳島県海陽町海陽(ｶｲﾖｳ) 337.5  ミリ 

 
熊本県湯前町湯前横谷(ﾕﾉﾏｴﾖｺﾀﾆ) 211.5  ミリ 愛媛県西条市成就社(ｼﾞｮｳｼﾞｭｼｬ) 182.5  ミリ 

 
鹿児島県肝付町肝付前田(ｷﾓﾂｷﾏｴﾀﾞ) 167.5  ミリ 山口県岩国市羅漢山(ﾗｶﾝｻﾞﾝ) 162.5  ミリ 

 
広島県安芸太田町内黒山(ｳﾁｸﾞﾛﾔﾏ) 160.0  ミリ 島根県安来市伯太(ﾊｸﾀ) 133.0  ミリ 

 
沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 122.5  ミリ 岡山県真庭市上長田(ｶﾐﾅｶﾞﾀ) 110.0  ミリ 
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鳥取県江府町江尾(ｴﾋﾞ) 106.5  ミリ 福岡県太宰府市太宰府(ﾀﾞｻﾞｲﾌ) 103.0  ミリ 

10月25日 北海道白老町森野(ﾓﾘﾉ) 255.0  ミリ 高知県仁淀川町鳥形山(ﾄﾘｶﾞﾀﾔﾏ) 254.5  ミリ 

 
三重県尾鷲市尾鷲(ｵﾜｾ) 237.0  ミリ 愛媛県西条市成就社(ｼﾞｮｳｼﾞｭｼｬ) 199.0  ミリ 

 
静岡県磐田市磐田(ｲﾜﾀ) 158.0  ミリ 徳島県上勝町福原旭(ﾌｸﾊﾗｱｻﾋ) 149.0  ミリ 

 
香川県東かがわ市引田(ﾋｹﾀ) 148.0  ミリ 兵庫県洲本市洲本(ｽﾓﾄ) 142.5  ミリ 

 
山梨県南部町南部(ﾅﾝﾌﾞ) 136.5  ミリ 福井県おおい町大飯(ｵｵｲ) 135.0  ミリ 

 
京都府舞鶴市舞鶴(ﾏｲﾂﾞﾙ) 134.5  ミリ 滋賀県高島市朽木平良(ｸﾂｷﾍﾗ) 109.5  ミリ 

 
岐阜県白川村御母衣(ﾐﾎﾞﾛ) 104.5  ミリ 和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 104.5  ミリ 

 
石川県加賀市加賀菅谷(ｶｶﾞｽｶﾞﾀﾆ) 100.0  ミリ    

10月26日 東京都大島町大島(ｵｵｼﾏ) 121.0  ミリ 静岡県牧之原市静岡空港(ｼｽﾞｵｶｸｳｺｳ) 108.0  ミリ 

[主な最大風速] 
     

10月23日 沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 23.3  メートル 東 [24:00] 
 

10月24日 沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 28.4  メートル 南南東 [20:58] 
 

 
鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 24.1  メートル 北東 [19:54] 

 
10月25日 鹿児島県奄美市笠利(ｶｻﾘ) 26.0  メートル 北東 [06:20] 

 

 
沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 23.4  メートル 南 [00:35] 

 
10月26日 千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 20.5  メートル 北北東 [08:25] 

 

 
東京都八丈町八重見ヶ原(ﾔｴﾐｶﾞﾊﾗ) 20.4  メートル 北東 [09:59] 

 
 

（２６）11月17日～11月22日：北陸、東北地方（大雨）＜低気圧、冬型＞ 

11月17日から19日にかけて、沿海州に低気圧がほとんど停滞した。その後低気圧は消滅し20日から

22日にかけては冬型の気圧配置となった。このため、本州日本海側を中心に断続的に雷を伴い雨や雪が降

った。この影響で、秋田県では工事現場で発生した土砂崩れにより死者5名となったほか、本州日本海側

で停電、道路の通行止めや鉄道の運休、航空機や船舶の欠航等の交通障害が発生した。（被害の状況は気象

庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

11月18日 石川県金沢市金沢(ｶﾅｻﾞﾜ) 92.0  ミリ 秋田県にかほ市にかほ(ﾆｶﾎ) 68.5  ミリ 

 
山形県鶴岡市鼠ケ関(ﾈｽﾞｶﾞｾｷ) 64.5  ミリ 新潟県新潟市中央区新潟(ﾆｲｶﾞﾀ) 61.5  ミリ 

11月19日 山形県鶴岡市荒沢(ｱﾗｻﾜ) 81.0  ミリ 石川県七尾市七尾(ﾅﾅｵ) 77.5  ミリ 

 
新潟県村上市高根(ﾀｶﾈ) 74.5  ミリ 秋田県秋田市仁別(ﾆﾍﾞﾂ) 71.5  ミリ 

11月20日 新潟県三条市三条(ｻﾝｼﾞｮｳ) 103.5  ミリ 石川県金沢市金沢(ｶﾅｻﾞﾜ) 99.5  ミリ 

 
富山県富山市富山(ﾄﾔﾏ) 78.5  ミリ 山形県鶴岡市鼠ケ関(ﾈｽﾞｶﾞｾｷ) 61.0  ミリ 

 
福井県福井市福井(ﾌｸｲ) 52.5  ミリ    

11月21日 新潟県長岡市長岡(ﾅｶﾞｵｶ) 98.5  ミリ 福島県只見町只見(ﾀﾀﾞﾐ) 57.5  ミリ 

11月22日 新潟県柏崎市柏崎(ｶｼﾜｻﾞｷ) 94.5  ミリ 山形県小国町小国(ｵｸﾞﾆ) 60.5  ミリ 

 

（２７）11月23日：富山県（なだれ）＜高気圧＞ 

11月20日から22日にかけて、強い寒気や冬型の気圧配置の影響で雨や雪が降り、北陸の山沿いでは積雪が

増えた。23日は冬型が次第に緩み、本州付近は高気圧に覆われ、富山県は概ね晴れか曇りであった。23日 10

時55分ごろ、立山町芦峅寺の真砂岳（標高2,860メートル）西側斜面において、雪崩が発生し、巻き込まれた7名

が死亡した。（被害の状況は富山県警による） 



■平成２５年に発生した主な竜巻等の突風

発生日時 現象区別 発生場所 主な被害状況
藤田
スケール

気象状況

1月2日
 18時50分頃

竜巻
北海道　日高郡新
ひだか町

負傷者１名 F1 低気圧

8月11日
 18時から18時
30分頃

ダウンバースト
またはガストフ
ロント

群馬県
　高崎市・前橋市

負傷者３名 F1 雷雨（熱雷）

8月23日
 16時20分頃

竜巻 福井県　小浜市 負傷者１名 F1 暖気の移流

8月23日
 18時30分頃

竜巻 兵庫県　篠山市 負傷者２名 F1
暖気の移流、
雷雨（熱雷を除
く）

8月23日
 19時頃

ダウンバースト
岐阜県　美濃加茂
市

負傷者１名、住家半壊１棟 F0
停滞前線、
暖気の移流

8月31日
 17時頃

その他(不明を
含む)

石川県　加賀市 負傷者３名 F0 寒冷前線

9月2日
 14時00分頃

竜巻 埼玉県　さいたま市
負傷者６４名、住家全壊１４
棟、住家半壊２７棟

F２
停滞前線、
暖気の移流

9月4日
 12時20分頃

竜巻 栃木県　鹿沼市 負傷者２名、住家半壊２棟 F1
停滞前線、
暖気の移流

9月4日
 12時50分頃

竜巻
栃木県　塩谷郡塩
谷町

負傷者１名 F1
停滞前線、
暖気の移流

9月15日
 14時30分頃

竜巻
和歌山県　東牟婁
郡串本町

負傷者２名 F1
台風、
暖気の移流

9月15日
 18時05分頃

竜巻
和歌山県　東牟婁
郡串本町

負傷者１名 F1
台風、
暖気の移流

9月15日
 21時10分頃

竜巻 三重県　志摩市 住家半壊１棟 F0
台風、
暖気の移流

9月16日
 01時30分頃

竜巻
埼玉県　比企郡滑
川町

F1
台風、
暖気の移流

9月16日
 02時頃

竜巻 埼玉県　熊谷市 F1
台風、
暖気の移流

9月16日
 02時20分頃

竜巻 群馬県　みどり市 負傷者２名 F1
台風、
暖気の移流

※被害（死者、負傷者、住家全壊、住家半壊）が発生したもの

詳しくは、気象庁ホームページに「竜巻等の突風データベース」を掲載していますのでご参照ください。
（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/tornado/index.html)

負傷者６名、住家全壊１０
棟、住家半壊１２棟
*「主な被害状況」は同日02
時頃に埼玉県熊谷市で発
生した事例との合算値
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災害番号（５） 

天気図等 

      

災害番号（８）[７月２８日] 

天気図等  

        

総降水量分布図 

［期間：７月２８日］ 

天気図 衛星画像(赤外) 

3月2日15時 3月2日15時 

天気図 衛星画像(赤外) 

7月28日09時 7月28日09時 
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災害番号（８）[８月９日～１０日]  

天気図等 

      

総降水量分布図（解析雨量による）［期間：８月９日～８月１０日］ 

単位：mm

[アメダス観測値]
秋田県仙北市
鎧畑 294.0mm

[アメダス観測値]
秋田県鹿角市
鹿角 293.5mm

[アメダス観測値]
岩手県岩手郡雫石町
雫石 268.5mm

 

天気図 衛星画像(赤外) 

8月9日09時 8月9日09時 

 

※解析雨量とは、気象レーダーと、アメダス等の雨量計を組み合わせて、雨量分布を1km四方の細かさで解析したもの。 
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災害番号（１６） 

天気図等  

      

総降水量分布図（解析雨量による）［期間：８月２３日～８月２５日］ 

（mm）

単位：mm

[アメダス観測値]
島根県浜田市
浜田 382.0mm

[アメダス観測値]
島根県江津市
桜江 474.0mm

 
 

天気図 衛星画像(赤外) 

8月24日09時 8月24日09時 

※解析雨量とは、気象レーダーと、アメダス等の雨量計を組み合わせて、雨量分布を1km四方の細かさで解析したもの。 
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災害番号（２０） 

天気図等  

     

総降水量分布図［期間：９月１５日～９月１６日］ 

 

天気図 衛星画像(赤外) 

9月16日03時 9月16日03時 
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災害番号（２４） 

天気図等 

    

総降水量分布図［期間：１０月１４日～１０月１６日］ 

 

天気図 衛星画像(赤外) 

10月16日03時 10月16日03時 
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■激甚災害(本激：地域を特定せず、災害そのものを指定) 

期間 災害原因 気象要因 

6/8～8/9※ 豪雨、暴風雨 梅雨前線、暖湿気、台風第４号 

9/15～9/17※ 暴風雨、豪雨 台風第18号 

 

 

■局地激甚災害(局激：市町村単位で災害を指定) 

期間 
災害 

原因 
気象要因 

対象地区 

都道府県 市町村 

2/2 豪雨 前線 和歌山県 白浜町 

5/5～5/6 融雪 低気圧 北海道 夕張市 

6/8～8/9※ 
豪雨、 

暴風雨 

梅雨前線、暖湿気、

台風第４号 

岩手県 雫石町、紫波町、岩泉町 

山形県 西川町、大江町 

静岡県 西伊豆町 

奈良県 野迫川村 

島根県 美郷町、津和野町 

山口県 山口市（旧阿東町）、萩市 

熊本県 水上村 

8/17～8/19 豪雨 前線 北海道 乙部町 

8/23～8/25 豪雨 前線 

石川県 かほく市、津幡町 

島根県 浜田市、江津市、邑南町、津和野町、川本町 

長崎県 平戸市 

8/30～9/5 
豪雨、暴

風雨 
前線、台風第17号 

石川県 輪島市 

岡山県 高梁市、新庄村 

高知県 仁淀川町、檮原町、三原村 

福岡県 宇美町 

長崎県 平戸市 

鹿児島県 西之表市 

9/15～9/17※ 
暴風雨、

豪雨 
台風第18号 

青森県 鯵ヶ沢町 

岩手県 二戸市、一戸町 

長野県 阿智村 

奈良県 黒滝村 

和歌山県 高野町 

10/15～10/16 暴風雨 台風第26号 
岩手県 山田町 

東京都 大島町 

※本激は農地等、局激は公共土木施設等 

(注)激甚災害および局地激甚災害は「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づき指定された政令

により公布される。 

資料1-2-1 平成25年（2013年）激甚災害指定状況一覧表（地すべり、地震、火山を除く） 

＜内閣府作成資料等から引用＞ 
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（参考）激甚災害について  

＜内閣府ＨＰ、激甚災害制度の手引き(災害対策制度研究会/編著)から引用＞ 

 

 

１ 激甚災害制度の概要 

 激甚災害制度は、「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づき、国民経済

に著しい影響を及ぼす災害に対して、「地方財政の負担の緩和」、「被災者に対する特別の助成」を行うこ

とが特に必要であると認められる場合に、その災害を激甚災害として政令で指定し、あわせてその災害

に対して適用すべき特例措置を指定するものです。 

その結果、一般の災害復旧事業補助・災害復旧貸付等の支援措置に加えて、激甚災害法に基づき、公

共土木施設、公立学校、公営住宅、農地等の災害復旧事業等の財政援助等の様々な特例措置が適用され

ることとなります。 

激甚災害法により、激甚災害を指定する政令の制定にあたっては、あらかじめ中央防災会議の意見を

聴くこととされており、中央防災会議では、その指定基準として、現在、激甚災害指定基準(本激)と局

地激甚災害指定基準(局激)の２つを決定しています。 

 
 
 

２ 局地激甚災害について 

激甚災害指定基準（本激）では、全国を単位として積み上げられた被害額を基準としているため、激

甚災害制度の創設(昭和37年)当初は、ある特定地域に激甚な被害を及ぼした災害であっても、全国レベ

ルで見ればさほどの被害とはならず、指定基準を越えられない（激甚災害として指定されない）という

状況が生じていました。 

そこで、市町村単位の被害額を基準とする局地激甚災害指定基準を昭和 43年に創設し、限られた地

域内で多大な被害を被った地域に対して各種の特例措置が適用されることとしました。 

 

 

 

３ 本激と局激の違い 

激甚災害指定基準による指定、いわゆる「本激」が地域を特定せず、災害そのものを指定するのに対

し、局地激甚災害指定基準による指定、いわゆる「局激」は市町村単位で災害を指定します。 

ただし、激甚災害に指定されても、被害を受けた地方公共団体等のすべてが特例措置を受けられるわ

けではなく、被害の大きさが一定規模以上の地方公共団体等に限って特例措置が適用されます。 
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2  平成25年(2013年)台風の概要 

2-1  平成25年(2013年)に発生した台風 

台風の発生数は平年より多い 31個（平年値 25.6個）で年間発生数が 1994年以来 19年ぶりに

30個を超えた。日本への接近数も平年より多い 14個（平年値11.4個）であった（表 2.1）。9～10月

に台風の接近が多く、10月の接近数は1951年以降で最も多い6個（平年値1.5個）であった。 

 

表2.1 平成25年(2013年)の台風発生数、日本への上陸数＊１、日本への接近数＊２と

平年値及び平成24年(2012年)との比較 

項目  月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間 

平年値 

発生数 0.3 0.1 0.3 0.6 1.1 1.7 3.6 5.9 4.8 3.6 2.3 1.2 25.6 

上陸数         0.0 0.2 0.5 0.9 0.8 0.2 0.0   2.7 

接近数       0.2 0.6 0.8 2.1 3.4 2.9 1.5 0.6 0.1 11.4 

平成24年 

(2012年) 

発生数   1  1 4 4 5 3 5 1 1 25 

上陸数      1   1    2 

接近数     1 3 3 6 3 4   17 

平成25年 

(2013年) 

発生数 1 1    4 3 6 7 7 2  31 

上陸数         2    2 

接近数      2 1 2 4 6   14 

 

 (注)・平年値は、昭和56年(1981年)～平成22年(2010年)の30年平均。 

・日本への接近は 2か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは

必ずしも一致しない。 

 
 
 
 

上陸＊１ 台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合を「上陸」という。小さ

い島や半島を横切って短時間で再び海に出る場合は「通過」とする。 

接近＊２ 台風の中心が、日本から概ね300km以内に入った場合を「接近」という。 



資料2-1-1 台風発生数一覧表
年＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12年間
1951S.26 0 1 1 2 1 1 3 3 2 4 1 2 21(-)
52 27 0 0 0 0 0 3 3 5 3 6 3 4 27(0)
53 28 0 1 0 0 1 2 1 6 3 5 3 1 23(-)
54 29 0 0 1 0 1 0 1 5 5 4 3 1 21(-)
55 30 1 1 1 1 0 2 7 6 4 3 1 1 28(0)
56 31 0 0 1 2 0 1 2 5 6 1 4 1 23(-)
57 32 2 0 0 1 1 1 1 4 5 4 3 0 22(-)
58 33 1 0 0 1 1 4 7 5 5 3 2 2 31(+)
59 34 0 1 1 1 0 0 2 5 5 4 2 2 23(-)
60 35 0 0 0 1 1 3 3 10 3 4 1 1 27(0)

1961 36 1 0 1 0 2 3 4 6 6 4 1 1 29(+)
62 37 0 1 0 1 2 0 5 8 4 5 3 1 30(+)
63 38 0 0 0 1 0 4 4 3 5 4 0 3 24(0)
64 39 0 0 0 0 2 2 7 5 6 5 6 1 34(+)
65 40 2 1 1 1 2 3 5 5 8 2 2 0 32(+)
66 41 0 0 0 1 2 1 4 10 9 4 3 1 35(+)
67 42 0 1 2 1 1 1 7 9 9 4 3 1 39(+)
68 43 0 0 0 1 1 1 3 8 3 5 5 0 27(0)
69 44 1 0 1 1 0 0 3 4 3 3 2 1 19(-)
70 45 0 1 0 0 0 2 3 6 5 5 4 0 26(0)

1971 46 1 0 1 3 4 2 8 5 6 4 2 0 36(+)
72 47 1 0 0 0 1 3 6 5 5 5 3 2 31(+)
73 48 0 0 0 0 0 0 7 5 2 4 3 0 21(-)
74 49 1 0 1 1 1 4 4 5 5 4 4 2 32(+)
75 50 1 0 0 0 0 0 2 4 5 5 3 1 21(-)
76 51 1 1 0 2 2 2 4 4 5 1 1 2 25(0)
77 52 0 0 1 0 0 1 3 3 5 5 1 2 21(-)
78 53 1 0 0 1 0 3 4 8 5 4 4 0 30(+)
79 54 1 0 1 1 2 0 4 2 6 3 2 2 24(0)
80 55 0 0 0 1 4 1 4 2 6 4 1 1 24(0)

1981 56 0 0 1 2 0 3 4 8 4 2 3 2 29(+)
82 57 0 0 3 0 1 3 3 5 5 3 1 1 25(0)
83 58 0 0 0 0 0 1 3 5 2 5 5 2 23(-)
84 59 0 0 0 0 0 2 5 5 4 7 3 1 27(0)
85 60 2 0 0 0 1 3 1 8 5 4 1 2 27(0)
86 61 0 1 0 1 2 2 3 5 3 5 4 3 29(+)
87 62 1 0 0 1 0 2 4 4 6 2 2 1 23(-)
88 63 1 0 0 0 1 3 2 8 8 5 2 1 31(+)
89H. 1 1 0 0 1 2 2 7 5 6 4 3 1 32(+)
90 2 1 0 0 1 1 3 4 6 4 4 4 1 29(+)

1991 3 0 0 2 1 1 1 4 5 6 3 6 0 29(+)
92 4 1 1 0 0 0 2 4 8 5 7 3 0 31(+)
93 5 0 0 1 0 0 1 4 7 5 5 2 3 28(0)
94 6 0 0 0 1 1 2 7 9 8 6 0 2 36(+)
95 7 0 0 0 1 0 1 2 6 5 6 1 1 23(-)
96 8 0 1 0 1 2 0 5 6 6 2 2 1 26(0)
97 9 0 0 0 2 3 3 4 6 4 3 2 1 28(0)
98 10 0 0 0 0 0 0 1 3 5 2 3 2 16(-)
99 11 0 0 0 2 0 1 4 6 6 2 1 0 22(-)

2000 12 0 0 0 0 2 0 5 6 5 2 2 1 23(-)
01 13 0 0 0 0 1 2 5 6 5 3 1 3 26(0)
02 14 1 1 0 0 1 3 5 6 4 2 2 1 26(0)
03 15 1 0 0 1 2 2 2 5 3 3 2 0 21(-)
04 16 0 0 0 1 2 5 2 8 3 3 3 2 29(+)
05 17 1 0 1 1 1 0 5 5 5 2 2 0 23(-)
06 18 0 0 0 0 1 1 3 7 3 4 2 2 23(-)
07 19 0 0 0 1 1 0 3 4 5 6 4 0 24(0)
08 20 0 0 0 1 4 1 2 4 4 2 3 1 22(-)
09 21 0 0 0 0 2 2 2 5 7 3 1 0 22(-)

2010 22 0 0 1 0 0 0 2 5 4 2 0 0 14(-)
11 23 0 0 0 0 2 3 4 3 7 1 0 1 21(-)
12 24 0 0 1 0 1 4 4 5 3 5 1 1 25(0)
13 25 1 1 0 0 0 4 3 6 7 7 2 0 31(+)

平年値 0.3 0.1 0.3 0.6 1.1 1.7 3.6 5.9 4.8 3.6 2.3 1.225.6
1981-2010

台風の発生月：熱帯低気圧が台風(風速およそ17m/s以上)となった月とする。
合計の(-)は24個未満、(0)は24個以上29個未満、(+)は29個以上を示す。
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資料2-1-2 日本への台風上陸数一覧表
年＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12年間
1951S.26 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2
52 27 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 3
53 28 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2
54 29 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 5
55 30 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 4
56 31 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 3
57 32 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
58 33 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 4
59 34 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 4
60 35 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 4

1961 36 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 3
62 37 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 5
63 38 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2
64 39 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
65 40 0 0 0 0 1 0 0 2 2 0 0 0 5
66 41 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 5
67 42 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 3
68 43 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
69 44 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
70 45 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 3

1971 46 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 4
72 47 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 3
73 48 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
74 49 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 3
75 50 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
76 51 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2
77 52 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
78 53 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 4
79 54 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 3
80 55 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

1981 56 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 3
82 57 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 4
83 58 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
84 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
85 60 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 3
86 61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
87 62 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
88 63 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
89H. 1 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0 5
90 2 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 1 0 6

1991 3 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 3
92 4 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3
93 5 0 0 0 0 0 0 3 1 2 0 0 0 6
94 6 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
95 7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
96 8 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2
97 9 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0 0 4
98 10 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 4
99 11 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

2000 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2001 13 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
02 14 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 3
03 15 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2
04 16 0 0 0 0 0 2 1 3 2 2 0 0 10
05 17 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
06 18 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
07 19 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
08 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
09 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

2010 22 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
11 23 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 3
12 24 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2
13 25 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

平年値 - - - - 0.0 0.2 0.5 0.9 0.8 0.2 0.0-  2.7
1981-2010
台風の日本への上陸：台風の中心が北海道・本州・四国・九州の海岸線に達した場合をいう。

小さい島や半島を横切って短時間で再び海に出る場合は通過とする。

-31-



資料2-1-3 日本への台風接近数一覧表
年＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12年間
1951S.26 0 0 0 0 1 1 3 1 1 2 0 0 8
52 27 0 0 0 0 0 1 2 3 2 2 3 0 12
53 28 0 0 0 0 0 1 2 4 1 3 0 0 10
54 29 0 0 0 0 0 0 1 3 4 1 1 0 10
55 30 0 0 0 1 0 0 7 3 1 4 0 1 16
56 31 0 0 0 1 0 0 1 3 6 0 0 0 10
57 32 0 0 0 0 0 1 0 3 3 2 2 0 10
58 33 0 0 0 0 0 4 5 2 3 0 1 0 15
59 34 0 0 0 1 0 0 1 3 3 3 2 0 13
60 35 0 0 0 0 0 3 2 11 1 2 0 1 19

1961 36 0 0 0 0 1 2 2 4 4 3 0 0 15
62 37 0 0 0 0 1 0 4 6 2 1 1 0 14
63 38 0 0 0 0 0 3 2 2 2 3 0 0 12
64 39 0 0 0 0 0 0 3 3 1 1 0 0 8
65 40 0 0 0 0 1 3 1 4 4 1 1 0 15
66 41 0 0 0 0 2 2 1 7 8 1 0 0 19
67 42 0 0 0 1 0 0 3 4 3 2 1 0 13
68 43 0 0 0 0 0 1 2 2 4 1 0 0 10
69 44 0 0 0 0 0 0 0 3 1 2 2 0 8
70 45 0 0 0 0 0 0 2 4 3 0 0 0 9

1971 46 0 0 0 1 1 0 2 3 5 1 1 0 13
72 47 0 0 0 0 0 0 3 3 2 3 0 0 11
73 48 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 4
74 49 0 0 0 0 0 1 3 4 3 0 0 0 10
75 50 0 0 0 0 0 0 1 4 1 2 2 0 9
76 51 0 0 0 1 2 2 5 2 1 0 2 0 13
77 52 0 0 0 0 0 0 1 4 2 0 0 0 6
78 53 0 0 0 0 0 2 3 6 3 1 1 0 14
79 54 0 0 0 0 1 0 0 2 2 3 0 0 7
80 55 0 0 0 0 1 0 0 2 3 2 1 0 9

1981 56 0 0 0 0 0 2 3 3 2 2 1 0 11
82 57 0 0 0 0 1 2 3 4 3 1 0 0 13
83 58 0 0 0 0 0 0 0 4 1 1 1 0 7
84 59 0 0 0 0 0 1 2 2 1 1 1 1 9
85 60 0 0 0 0 1 1 2 7 2 2 0 0 12
86 61 0 0 0 0 1 1 2 3 3 1 1 0 12
87 62 0 0 0 0 0 1 5 2 1 2 0 0 10
88 63 0 0 0 0 0 2 1 4 4 2 0 0 13
89H. 1 0 0 0 0 0 1 3 4 3 1 0 0 11
90 2 0 0 0 0 1 1 1 5 3 1 1 1 14

1991 3 0 0 0 0 1 0 1 4 5 2 1 0 14
92 4 0 0 0 0 0 1 1 5 3 2 3 0 14
93 5 0 0 0 0 0 0 3 2 2 2 0 0 9
94 6 0 0 0 0 1 0 4 6 3 2 2 0 15
95 7 0 0 0 0 0 0 1 1 3 0 0 0 5
96 8 0 0 0 0 2 0 3 2 3 1 1 0 10
97 9 0 0 0 1 1 3 1 3 3 2 1 0 15
98 10 0 0 0 0 0 0 0 2 5 1 0 0 8
99 11 0 0 0 1 0 0 3 4 3 0 1 0 11

2000 12 0 0 0 0 2 0 4 4 3 1 1 0 15
01 13 0 0 0 0 1 0 2 2 4 2 0 0 11
02 14 0 0 0 0 0 1 6 2 3 1 1 0 13
03 15 0 0 0 1 1 2 0 2 3 1 1 1 12
04 16 0 0 0 1 1 3 3 6 3 3 0 1 19
05 17 0 0 0 1 0 1 2 3 4 2 0 0 12
06 18 0 0 0 0 0 0 3 4 2 1 0 0 10
07 19 0 0 0 0 1 0 1 4 3 3 0 0 12
08 20 0 0 0 0 3 1 2 1 2 1 0 0 9
09 21 0 0 0 0 1 0 0 3 3 2 0 0 8

2010 22 0 0 0 0 0 0 0 3 4 1 0 0 7
11 23 0 0 0 0 2 1 1 2 4 0 0 0 9
12 24 0 0 0 0 1 3 3 6 3 4 0 0 17
13 25 0 0 0 0 0 2 1 2 4 6 0 0 14

平年値 - - - 0.2 0.6 0.8 2.1 3.4 2.9 1.5 0.6 0.1 11.4
1981-2010
台風の接近：台風の中心が日本から概ね300km以内に入った場合をいう。

接近は2か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致しない。
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資料2-1-4 北海道・本州・四国・九州への台風接近数一覧表
年＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112年間
1951S.26 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 4
52 27 0 0 0 0 0 1 1 3 1 0 1 0 7
53 28 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 4
54 29 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 6
55 30 0 0 0 0 0 0 5 1 1 4 0 0 10
56 31 0 0 0 1 0 0 0 1 3 0 0 0 5
57 32 0 0 0 0 0 1 0 2 2 0 0 0 5
58 33 0 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 5
59 34 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 0 0 6
60 35 0 0 0 0 0 1 0 5 1 0 0 0 7
196136 0 0 0 0 0 1 2 3 1 1 0 0 7
62 37 0 0 0 0 0 0 1 6 1 0 0 0 8
63 38 0 0 0 0 0 3 1 2 0 0 0 0 6
64 39 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3
65 40 0 0 0 0 1 1 0 2 4 0 1 0 9
66 41 0 0 0 0 1 2 0 2 4 1 0 0 9
67 42 0 0 0 0 0 0 1 2 1 1 0 0 5
68 43 0 0 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 5
69 44 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 3
70 45 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 5
197146 0 0 0 0 0 0 1 2 3 1 0 0 6
72 47 0 0 0 0 0 0 3 1 1 1 0 0 6
73 48 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2
74 49 0 0 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 4
75 50 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1 0 0 4
76 51 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 4
77 52 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3
78 53 0 0 0 0 0 1 1 3 1 1 0 0 7
79 54 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 0 0 5
80 55 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 3
198156 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1 0 0 6
82 57 0 0 0 0 0 1 0 2 2 1 0 0 6
83 58 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 4
84 59 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2
85 60 0 0 0 0 0 1 1 4 2 1 0 0 6
86 61 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 5
87 62 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0 5
88 63 0 0 0 0 0 0 0 3 2 1 0 0 6
89H. 1 0 0 0 0 0 1 2 3 1 0 0 0 7
90 2 0 0 0 0 0 0 1 3 2 1 1 0 8
19913 0 0 0 0 0 0 1 3 4 1 0 0 9
92 4 0 0 0 0 0 1 1 3 1 0 0 0 5
93 5 0 0 0 0 0 0 3 2 2 1 0 0 8
94 6 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 0 0 6
95 7 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 3
96 8 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 4
97 9 0 0 0 0 0 2 1 1 2 0 0 0 6
98 10 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 0 0 6
99 11 0 0 0 0 0 0 1 1 3 0 0 0 5
200012 0 0 0 0 0 0 3 0 2 0 0 0 5
01 13 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 4
02 14 0 0 0 0 0 1 4 2 0 1 0 0 8
03 15 0 0 0 1 1 1 0 1 2 0 0 0 6
04 16 0 0 0 0 1 2 1 4 2 3 0 0 12
05 17 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 4
06 18 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3
07 19 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 5
08 20 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 3
09 21 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2 0 0 4
201022 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 3
11 23 0 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 5
12 24 0 0 0 0 0 1 0 3 2 1 0 0 6
13 25 0 0 0 0 0 1 0 0 2 3 0 0 6

平年値 - - - 0.0 0.1 0.4 1.0 1.7 1.7 0.7 0.0-  5.5
1981-2010
台風の北海道・本州・四国・九州への接近：台風の中心が北海道・本州・四国・九州から概ね

300km以内に入った場合をいう。

接近は2か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致しない。
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2-2平成25年（2013年）に日本に影響した主な台風 

 

日本に影響＊した主な台風について以下に概要を示す。 

＊台風の中心が日本から概ね500kmに入った場合を本稿では「日本に影響した台風」とした。 

 

 (1) 台風第3号（1303 YAGI） 

6月7日03時にフィリピンの東海上で発生した熱帯低気圧は、北東に進んだ後、北へ進路を変えた。

その後、北北東に進路を変え、8日21時に同海上で台風第3号となった。台風第3号は北北東に進み、

10日21時に本州の南で勢力が最大となった。台風第3号は、速度を落としながら同海上を北へ進み、

その後東へ進路を変えた後、12日15時に温帯低気圧へと変わった。その後、東へゆっくりと進み、16

日21時に八丈島の南東で消滅した。 

  

(2) 台風第4号（1304 LEEPI） 

6月16日15時にフィリピンの東海上で発生した熱帯低気圧は北へ進み、18日09時に同海上で台風

第4号となり、19日03時に勢力が最大となった。台風第4号は21日09時に東シナ海で温帯低気圧に変

わり、東に進路を変えた。その後、22日には徐々に北東に進路を変え、24日09時にアリューシャン列島

の南で消滅した。 

 

(3) 台風第7号（1307 SOULIK） 

7月7日09時にマリアナ諸島の北東の海上で発生した熱帯低気圧は、西に進んだ後、8日09時に同

諸島近海で台風第7号となった。台風第7号は、その後西北西に進路を変え、急速に発達し、10日09

時に沖ノ鳥島の北の海上で勢力が最大となった。台風第7号は、進路と勢力を保ちながら、13日未明

に台湾北部へ上陸し、その後台湾海峡を横断して、同日、華南へ上陸した。台風第7号はその後北へ

進路を変え、14日09時に熱帯低気圧に変わり、15日03時に消滅した。 

 

(4) 台風第12号（1312 TRAMI） 

8月16日21時に台湾の東の海上で発生した熱帯低気圧は、南東に進んだ後、18日09時に沖縄の南

の海上で台風第12号となった。台風第12号は19日に北に進路を変え、その後、20日に北西方向に再

び進路を変え、21日06時に宮古島付近で勢力が最大となった。台風第12号は東シナ海を西に進んだ

後、22日朝に華南に上陸した。その後、西北西に進んだ後、23日03時に華中で熱帯低気圧となり、南

西に進路を変え、24日21時に華南で消滅した。 

 

(5) 台風第15号（1315 KONG-REY） 

 8月25日09時にフィリピンの東の海上で発生した熱帯低気圧は、北北西に進んだ後、26日15時に

ルソン島の東の海上で台風第15号となった。台風第15号は北に進路を変え、28日21時に台湾の東の

海上で勢力が最大となった。台風第15号は東シナ海に進んだ後、29日には北東に進路を変え、30日

09時に熱帯低気圧に変わり、同日21時に消滅した。 
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(6)台風第17号（1317 TORAJI） 

8月31日09時に台湾の北の海上で発生した熱帯低気圧は、南東に進んだ後、北東に進路を変え、9

月2日03時に先島諸島の北の海上で台風第17号となった。台風第17号はその後も北東へ進み、3日09

時に奄美群島の西の海上で勢力が最大となった。台風第17号は4日03時頃に鹿児島県指宿市付近に

上陸した後、09時に四国の南西部で温帯低気圧に変わった。温帯低気圧は、その後東北東へ進み、5

日21時に紀伊半島の東の海上で消滅した。 

 

(7)台風第18号（1318  MAN-YI） 

9月12日03時にマリアナ諸島の東の海上で発生した熱帯低気圧は、北西に進んだ後、13日09時に

父島の南の海上で台風第18号となった。台風第18号は進路を徐々に北北東に変え、15日21時に四国

の南の海上で勢力が最大となった。台風第18号は16日08時前に愛知県豊橋市付近に上陸した後、北

東に進み、同日21時に北海道の南東の海上で温帯低気圧に変わった。温帯低気圧はその後も千島

列島沿いを北東へ進み、カムチャッカ半島を通過し、21日03時にベーリング海で消滅した。 

 

(8)台風第19号（1319 USAGI） 

9月16日09時に沖ノ鳥島の南西の海上で発生した熱帯低気圧は、ゆっくりと東へ進み、同海域で進

路を西に変えた後、17日03時に台風第19号となった。台風第19号はゆっくりと西へ進んだ後、フィリピ

ンの東の海上で急速に発達し、20日03時に勢力が最大となった。台風第19号は西北西に進み続け、

21日にルソン海峡を通過して南シナ海に入った後、22日に華南に上陸した。その後も西北西に進み、

23日15時に熱帯低気圧となり、24日15時に消滅した。 

 

(9)台風第20号（1320 PABUK） 

9月19日15時にマリアナ諸島の東の海上で発生した熱帯低気圧は北へ進み、20日に同諸島の北東

の海上で北西に進路を変え、21日15時に同諸島近海で台風第20号となった。台風第20号は北西へ進

み続け、24日21時に小笠原諸島の西の海上で勢力が最大となった後、25日には北東へ進路を変えた。

台風第20号は加速しながら北東へ進み、27日09時に日本の東の海上で温帯低気圧に変わり、29日09

時前にアリューシャン列島付近で東経180度を越えた。 

 

(10)台風第22号（1322 SEPAT） 

9月29日15時に小笠原諸島の東の海上で発生した熱帯低気圧は、30日09時に同海域で台風第22

号となり、進路を北へ変えた。台風第22号は、10月2日15時に日本の東の海上で勢力が最大となり、そ

の後北東へ進路を変え、3日03時に同海域で温帯低気圧に変わった。その後、温帯低気圧は北東へ

加速しながら、千島列島沿いを進み、4日09時にカムチャッカ半島の東の海上で消滅した。 

 

(11)台風第23号（1323 FITOW） 

9月29日15時にパラオ諸島の北の海上で発生した熱帯低気圧は、北北西に進み、10月1日03時に
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フィリピンの東の海上で台風第23号となった。台風第23号は徐々に発達を続け、4日に西北西に進路

を変えた。台風第23号は西北西に進みながら、5日03時に沖縄の南の海上で勢力が最大となり、同日

中に宮古島近海を通って東シナ海に入った。その後、7日未明に華南へ上陸し、西に進路を変えて勢

力を弱め、同日15時に熱帯低気圧に変わり、同日21時に消滅した。 

 

(12)台風第24号（1324 DANAS） 

10月1日09時にマリアナ諸島の東の海上で発生した熱帯低気圧は、ゆっくりと南西に進み、3日夜か

ら4日朝にかけてマリアナ諸島の南東の海上で北西に進路を変え、4日15時にマリアナ諸島近海で台

風第24号となった。台風第24号は北西へ進み続け、7日09時に南大東島の南西の海上で勢力が最大

となり、同日中に東シナ海に入った。その後、台風第24号は同海域で徐々に北東に進路を変え、8日

21時頃に長崎県対馬を通過して、9日09時に日本海で温帯低気圧に変わり、同日21時に同海域で消

滅した。 

 

(13)台風第26号（1326 WIPHA） 

10月9日09時にマリアナ諸島の東の海上で発生した熱帯低気圧は西へ進み、10日21時にマリアナ

諸島の西の海上で台風第26号となり、進路を北西へ変えた。台風第26号は、北西へ進みながら13日

21時に沖ノ鳥島近海で勢力が最大となった後、徐々に進路を北東に変えた。台風第26号は、その後

伊豆諸島付近を通って、16日15時に日本の東の海上で温帯低気圧に変わった。その後、温帯低気圧

は東北東へ進路を保ちながら、18日21時前にベーリング海で東経180度を越えた。 

 

(14)台風第27号（1327 FRANCISCO） 

10月15日21時にマリアナ諸島の東の海上で発生した熱帯低気圧は南西に進み、16日15時に同諸

島の南の海上で台風第27号となった。台風第27号は、進路を北西へ変えた後急速に発達し、19日03

時に同諸島の西の海上で勢力が最大となった後も北西に進んだ。台風第27号は、24日に沖縄本島の

東の海上で徐々に勢力を弱めながら進路を北東に変えて、加速しながら進み、26日15時に伊豆諸島

の東の海上で温帯低気圧に変わり、27日03時に消滅した。 

 

(15)台風第28号（1328 LEKIMA） 

10月19日09時にマーシャル諸島の西の海上で発生した熱帯低気圧は北西に進み、21日03時に同

海域で台風第28号となった。台風第28号は急速に発達し、23日09時にマリアナ諸島の東の海上で勢

力が最大となり、25日朝に小笠原諸島の南東の海上で進路を北に変え、加速しながら北東へ進んだ。

その後、26日21時に日本のはるか東の海上で温帯低気圧に変わって東に進み、29日03時前にアリュ

ーシャン列島の南の海上で東経180度を越えた。 
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9
/4
沖
縄
・
奄
美
、
西
日
本
、
東
海
地
方
、
北
陸

9
/2

9
/4
沖
縄
・
奄
美
、
九
州
南
部
、
九
州
北
部
、
四

国
、
中
国
地
方

9
月
4
日
0
3時
頃
、
鹿
児
島
県
指
宿
市
付
近
に
上
陸
し
た
。

1
8
9
/
1
3
9
/
1
6
全
国

9
/
1
5
9
/
1
6
四
国
、
中
国
地
方
、
近
畿
、
東
海
地
方
、
関

東
甲
信
、
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
、
北

陸
、
北
日
本

9
月
1
6日
0
8時
前
、
愛
知
県
豊
橋
市
付
近
に
上
陸
し
た
。

1
9
9
/
2
0
9
/
2
1
沖
縄

上
陸
ま
た
は
通
過
せ
ず
。

2
0
9
/
2
2
9
/
2
6
東
海
地
方
、
関
東
甲
信
、
伊
豆
諸
島
・
小
笠

原
諸
島

9
/
2
3
9
/
2
6
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島

上
陸
ま
た
は
通
過
せ
ず
。

2
2
9
/
3
0
1
0
/
3
近
畿
、
東
海
地
方
、
関
東
甲
信
、
伊
豆
諸

島
・
小
笠
原
諸
島
、
北
陸
、
北
日
本

9
/
3
0
1
0
/
3
東
海
地
方
、
関
東
甲
信
、
伊
豆
諸
島
・
小
笠

原
諸
島
、
東
北
地
方

上
陸
ま
た
は
通
過
せ
ず
。

2
3
1
0
/
4
1
0
/
7
沖
縄
・
奄
美

1
0
/
5
1
0
/
6
沖
縄

上
陸
ま
た
は
通
過
せ
ず
。

2
4
1
0
/
6
1
0
/
9
沖
縄
・
奄
美
、
西
日
本
、
東
海
地
方
、
関
東

甲
信
、
北
陸
、
東
北
地
方

1
0
/
7
1
0
/
9
沖
縄
・
奄
美
、
西
日
本
、
北
陸

1
0月
8
日
2
1時
頃
、
長
崎
県
対
馬
付
近
を
通
過
し
た
。

2
6
1
0
/
1
4
1
0
/
1
6
沖
縄
・
奄
美
、
九
州
南
部
、
四
国
、
中
国
地

方
、
近
畿
、
東
海
地
方
、
関
東
甲
信
、
伊
豆

諸
島
・
小
笠
原
諸
島
、
北
陸
、
北
日
本

1
0
/
1
5
1
0
/
1
6
沖
縄
、
近
畿
、
東
海
地
方
、
関
東
甲
信
、
伊

豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
、
北
日
本

上
陸
ま
た
は
通
過
せ
ず
。

2
7
1
0
/
2
2
1
0
/
2
6
沖
縄
・
奄
美
、
九
州
南
部
、
九
州
北
部
、
四

国
、
近
畿
、
東
海
地
方
、
関
東
甲
信
、
伊
豆

諸
島
・
小
笠
原
諸
島

1
0
/
2
3
1
0
/
2
6
沖
縄
・
奄
美
、
九
州
南
部
、
伊
豆
諸
島
・
小

笠
原
諸
島

上
陸
ま
た
は
通
過
せ
ず
。

2
8
1
0
/
2
5
1
0
/
2
5
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島

1
0
/
2
5
1
0
/
2
5
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島

上
陸
ま
た
は
通
過
せ
ず
。

　
台
風
の
中
心
が
日
本
か
ら
概
ね
3
0
0km
以
内
に
入
っ
た
場
合
を
「
日
本
に
接
近
し
た
台
風
」
と
し
た
。

　
台
風
の
中
心
が
日
本
か
ら
概
ね
5
0
0km
以
内
に
入
っ
た
場
合
を
「
日
本
に
影
響
し
た
台
風
」
と
し
た
。

資
料
2
-
2
-
1

 
 平
成
２
５
年
（
2
0
1
3
年
）

に
日
本
に
影
響
し
た
台
風
の
概
要
表
（
熱
帯
低
気
圧
、
温
帯
低
気
圧
の
期
間
は
除
く
）

上
陸
、
通
過

月
日

月
日

台
風

番
号

日
本
へ
の
影
響

（
台
風
の
中
心
が
日
本
か
ら
概
ね
5
0
0km
以
内
に
入
っ
た
場
合
）

日
本
へ
の
接
近

（
台
風
の
中
心
が
日
本
か
ら
概
ね
3
0
0km
以
内
に
入
っ
た
場
合
）

地
　
域

地
　
域
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資料2-2-2 平成25年(2013年)に発生した台風の経路図 
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3 平成25年（2013年）の天気概況 
 

1月 

冬型の気圧配置や前線の通過により、北陸から北海道で大雪や暴風（1日～4日） 

 1日は、北日本を中心に冬型の気圧配置（以下冬型と略す。）となった。また、ボッ海の低気圧が東

へ進み、日本海中部に達した。九州北部から北海道にかけての日本海側で雪や雨が降った。北海

道の一部では暴風や強風、北陸では雷を伴ったところがあった。2日は、前線が黄海から山陰沖を

通り三陸沖にのび、その後本州南岸まで南下した。秋田沖の低気圧が北海道の東海上へ進んだ後

消滅し、日本海中部の低気圧が北海道付近へ進んだ。九州北部から北海道にかけて雪や雨が降り、

北陸から北海道では強風となり、北陸の一部で暴風となった。また、雷を伴ったところがあった。3日

は、網走沖の低気圧が千島近海へ進んだあと、日本は冬型となった。中国地方から北海道にかけて

の日本海側を中心に雪や雨となり、北陸から北海道にかけての一部で大雪となり、北海道では暴風

や強風となったところがあった。北陸では雷を伴ったところがあった。4日は、冬型が続き、西日本か

ら北日本にかけての日本海側を中心に雪や雨となり、雷を伴ったところがあった。北海道の一部では

大雪となった。 

 

北海道では低気圧の影響で暴風、その後冬型となる（5日～7日） 

 5日は、沖縄・奄美は気圧の谷の影響で雨が降ったが、西日本から東日本は、高気圧に覆われて

概ね晴れた。また、低気圧が沿海州からサハリン付近に進み、北日本の一部では雪が降った。6日

は、サハリン付近の低気圧がオホーツク海に進み、伴う前線が北日本を通過した。北陸から北海道

にかけての一部で雪が降り、北海道では暴風や強風となったところがあった。沖縄・奄美では気圧の

谷の影響で雨が降った。7日は、北日本では冬型となり、北陸から北海道にかけての日本海側で雪

の降ったところがあった。その他の地方は概ね晴れた。 

 

日本の南海上を低気圧が通過、その後冬型（8日～12日） 

 8日は、南シナ海から沖縄本島付近に前線がのび、この前線上に低気圧が発生し、沖縄本島付近

から日本の南海上へ進んだ。沖縄から九州南部地方では雨が降った。また、気圧の谷の影響で、北

陸から北海道にかけての日本海側で雪や雨が降った。9日は、日本の南海上と関東の南海上の低

気圧が、東北東へ進み、日本は冬型となった。沖縄・奄美では雨が降り、北陸から北海道にかけて

の日本海側で雪が降った。10日は、冬型が続き山陰から北海道にかけて雪が降った。11日は、はじ

め冬型が続いたが、冬型は次第に緩んだ。北陸から北海道にかけての日本海側で雪が降った。12

日は、高気圧に覆われて、西日本から東日本にかけて概ね晴れたが、中国東北区から北海道付近

に進んできた低気圧の影響で、北日本の日本海側で雪や雨が降り、雷を伴ったところがあった。 

 

発達した低気圧が通過し、各地で大雨や大雪、暴風（13日～16日） 

 13日は、釧路沖の低気圧が千島の東海上へ進み、北日本で雪が降った。また、東シナ海で発生

した低気圧が九州の南海上へ進み、沖縄・奄美から中国地方にかけて雨が降り、沖縄・奄美の一部

で大雨や強風となった。14日は、低気圧が発達しながら、日本の南海上から関東の東海上へ進ん

だ。全国的に雨や雪が降り、沖縄・奄美と伊豆諸島で大雨、甲信地方で大雪となったところがあった。

また、暴風や強風となったところがあった。15日は、冬型となったが、西日本から次第に緩み始めた。

山陰から北海道にかけての日本海側では雪のところが多かった。16日は、日本海西部の低気圧が

南東に進み、山陰から北海道にかけての日本海側で雪や雨のところがあった。 

 

冬型が続き、日本海側で大雪（17日～23日） 

 17日は、関東の東海上と日本の南海上の低気圧がそれぞれ東へ進み、西日本から次第に冬型に

なった。沖縄・奄美では雨が降り、強風となったところがあった。西日本から北日本にかけての日本

海側では雪が降り、大雪となったところがあった。また、北陸の一部では雷を伴った。18日から 19日
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は、冬型となり九州北部から北海道にかけての日本海側で雪が降り、大雪となったところがあった。

20日は、北日本を中心に冬型が続き、山陰から北海道にかけて雨や雪が降った。21日は、華南か

ら四国の南海上に前線がのび、この前線上の九州の西海上に低気圧が発生した。九州南部地方か

ら近畿にかけて雨が降った。22日は、低気圧が四国の南海上から関東の東海上へ進んだため、北

海道を除き全国的に雨や雪が降った。23日は、気圧の谷の影響で沖縄・奄美から北陸にかけての

一部で雨や雪が降った。 

  

日本海を低気圧が進み、北陸で暴風（24日～27日） 

 24日は、低気圧が日本海西部から日本海北部に進み、九州南部地方から北海道にかけて、雨や

雪の降ったところがあった。中国地方の一部および北陸の一部では雷を伴った。25日は、日本海北

部の低気圧がほとんど停滞し、伴う前線が西日本から北日本にかけて通過した。山陰から北海道に

かけて雪や雨が降り、強風となったところがあった。北陸では暴風や雷を伴ったところがあった。26日

は、北海道付近の低気圧の影響で、山陰から北海道にかけて雪や雨が降り、暴風や強風となったと

ころがあった。また、北陸の一部では雷を伴った。27日は、低気圧が三陸沖から東へ進み、日本付

近は冬型となった。そのあと、日本海西部に低気圧が発生し、山陰沖に進んだ。沖縄・奄美を除く全

国的に雪や雨が降り、九州と東北地方および北海道では強風となったところがあった。 

 

冬型となり、九州で強風（28日～31日） 

 28日は、関東の南海上から日本の東海上に低気圧が進み、日本付近は冬型となった。西日本か

ら北日本にかけての日本海側を中心に雪や雨が降り、北陸では雷を伴ったところがあった。また、九

州の一部では強風となった。29日から30日にかけては、北日本を中心に冬型となり、北日本の日本

海側で雪が降った。また、低気圧が東シナ海で発生したあと沖縄本島付近へ進み、沖縄・奄美で雨

が降った。31日は、高気圧に覆われて、概ね晴れた。 

 

 

2月 

前線の影響により九州で大雨、北日本で強風（1日～2日） 

 1日は、華中から西日本に前線がのび、日本海中部の低気圧に伴う前線が北日本に達した。九州

から東海地方にかけて雨が降り、九州北部の一部では大雨となった。2日は、九州から関東にかけ

ての太平洋側では、前線の影響で雨が降り、関東の一部では強風となった。また、日本海北部から

オホーツク海に進んだ低気圧に伴う前線が通過したため、北陸から北海道にかけての日本海側でも、

雨や雪が降り、北日本では強風となったところがあった。 

 

冬型の気圧配置で、北日本で暴風（3日～5日） 

 3日は、北日本では冬型の気圧配置（以下冬型と略す。）となり、雪が降り、一部で強風や暴風とな

った。その他の地方は太平洋側を中心に晴れた。4日は、山陰沖と、関東の東海上および日本海北

部の低気圧の影響で、全国的に雨や雪が降り、一部で強風となった。5日は、東日本から北日本で

は、冬型となり、北日本の日本海側を中心に雪が降った。一部で強風となり、関東では暴風となった

ところがあった。西日本は、東シナ海から日本の南海上にのびる前線上に低気圧が発生し、九州付

近まで進んだため、雨が降った。 

 

千島近海の低気圧により北日本で暴風、その後冬型となり日本海側で大雪（6日～11日） 

 6日は、低気圧が四国の南海上から関東の東海上に進んだ。沖縄・奄美から東北地方にかけて雨

や雪が降った。7日は、日本海中部の低気圧が東へ進み、また、釧路沖に低気圧が発生した。中国

地方から近畿にかけての日本海側、および北陸から北海道にかけて雪が降り、一部で強風となった。

また、気圧の谷の影響で、沖縄・奄美では雨が降った。8日は、全国的に冬型となり、九州から北陸

にかけての日本海側、および北日本で雪が降った。北日本の一部では強風や暴風となった。また、

気圧の谷の影響で、沖縄・奄美では雨が降った。9日は、千島近海の低気圧が東へ進み、北日本を
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中心に冬型となった。このため、北陸から北海道にかけての日本海側を中心に雪が降った。北海道

の一部では強風となった。また、気圧の谷の影響で、沖縄・奄美では雨が降った。10日から 11日は、

10日に日本海北部で発生した低気圧がほとんど停滞した。中国地方から北海道にかけての日本海

側を中心に、雪や雨が降り、北陸から東北地方にかけての一部で大雪となった。 

 

日本の南海上を低気圧が通過、その後冬型（12日～17日） 

 12日は、華南から九州の南海上へのびる前線上に低気圧が発生し、四国の南海上に達した。沖

縄・奄美から東海地方にかけて雨が降り、北日本の日本海側では雪が降った。13日は、日本の南海

上と日本海中部の低気圧が東北東へ進み、三陸沖で一つとなった。近畿から北海道にかけて、雪

や雨が降り、一部で強風となった。14日は、サハリンの西海上の低気圧の影響で、北日本の日本海

側を中心に雪が降った。また、華南から日本の南海上へ前線がのびたため、九州では雨が降った。

15日は、前線上の九州の南海上で低気圧が発生し、この低気圧は関東の東海上に進んだ。全国的

に雨や雪が降り、北陸の一部では強風となった。16日は、冬型となり、中国地方から北海道にかけて

の日本海側で雪が降り、東北地方の一部で大雪となった。17日は、北日本では冬型が続き、日本海

側を中心に雪が降った。また、華中から九州に前線がのび、西日本では雨の降ったところがあった。 

  

日本の南海上を低気圧が通過し西日本で大雨、その後冬型（18日～21日） 

 18日は、華中から西日本にのびる前線上の九州西方海上で低気圧が発生し、関東の東海上へ進

んだ。また、別の低気圧が日本海北部を東へ進んだ。全国的に雨や雪が降り、西日本では大雨とな

ったところがあった。19日は、日本の南海上に前線が停滞し、沖縄・奄美から関東にかけて雨が降っ

た。また、低気圧が津軽海峡から釧路沖へ進み、北日本で雪が降り、北海道では強風となったところ

があった。20日は、釧路沖の低気圧が東へ進み、次第に冬型となった。中国地方から北海道にかけ

ての日本海側を中心に雪や雨が降り、北陸の一部で大雪となり、北海道では強風となったところがあ

った。21日は、冬型が続き、中国地方から北海道にかけての日本海側を中心に雪や雨が降った。 

 

低気圧が北日本を次々通過し、東日本から北日本にかけて暴風（22日～25日） 

 22日は、日本海中部に低気圧が発生し、秋田沖に進んだ。中国地方から北海道にかけての日本

海側を中心に雪や雨が降り、北陸の一部では雷を伴った。また、北陸の一部では暴風となった。23

日は、三陸沖の低気圧が東へ進んだ。また、日本海北部で低気圧が発生した。中国地方から北海

道にかけての日本海側を中心に雪や雨が降った。24日は、低気圧が秋田沖から日本の東海上へ進

んだ。中国地方から北陸にかけて、および北日本で雪や雨が降り、東北地方の一部で大雪となった。

北陸では雷を伴ったところがあった。また、東日本や北日本では強風や暴風となったところがあった。

25日は、東日本から北日本にかけて、冬型となり、日本海側を中心に雪や雨が降った。 

 

低気圧の影響で、太平洋側を中心に雨（26日～28日） 

 26日は、前線が華中から日本の南海上へのび、西日本では雨が降った。27日は、前線上の九州

の南海上で低気圧が発生し、東へ進んだ。また、関東の東海上でも低気圧が発生し、北東へ進んだ。

沖縄・奄美から関東にかけて雨が降った。28日は、三陸沖の低気圧が北東へ進み、高気圧に覆わ

れた。日本海北部の低気圧が網走沖へ進んだ。北海道を除き、概ね晴れた。北海道では雪が降っ

た。 

 

 

3月 

発達した低気圧の影響で、北日本で暴風（1日～3日） 

 1日は、日本海北部の低気圧が東へ進み、伴う前線が北日本の一部を通過した。全国的に雨や雪

が降り、北日本の一部で強風となった。2日は、低気圧が発達しながら釧路沖から千島近海に進み、

日本海北部に別の低気圧が発生した。これらの影響により中国地方から東北地方の日本海側や北

海道では雪が降り、北日本では強風や暴風となったほか、北海道で大雪となったところがあった。3
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日は、千島近海の低気圧が北東に進み、東日本から北日本を中心に冬型の気圧配置（以下冬型と

略す。）となった。このため近畿から東北にかけての日本海側や北海道の一部で雪が降り、北海道で

強風や暴風となったところがあった。 

  

低気圧が北日本を次々と通過、東日本以西は高気圧に覆われる（4日～7日） 

 4日は、上空に寒気を伴った低気圧が日本海中部にほとんど停滞した。中国地方から北海道にか

けての一部では、雨や雪が降った。5日は、はじめ秋田沖に低気圧が停滞し、その後次第に高気圧

に覆われた。近畿地方から北海道の日本海側で雨や雪が降り、その他の地方は概ね晴れた。6日

は、日本海北部の低気圧が東に進み、東北地方の日本海側と北海道で雨や雪が降った。その他の

地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。7日は、低気圧がシベリアからサハリンの西海上に進み、北海

道を中心に強風となった。また東北地方から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降った。 

  

低気圧が日本海を短い周期で通過（8日～14日） 

 8日は、低気圧に伴う寒冷前線が北海道を通過し、日本海中部の低気圧が北海道付近へ進んだ。

北陸から北海道にかけて雨や雪が降り、北海道の一部で強風となった。9日は、千島近海の低気圧

が北東に進み、伴う前線が東日本を通過した。このため東北地方の一部や北海道では雨や雪が降

り、一部で強風となった。10日は、低気圧が発達しながら日本海中部から千島近海に進み、伴う前

線が西日本から北日本を通過した。このため西日本から北日本にかけては雨や雪が降ったところが

多く、東日本から北日本では強風や暴風となったところがあった。11日は、千島近海の低気圧が北

に進み、北日本を中心に一時的に冬型となった。このため北陸の一部や北日本の日本海側では雪

が降り、東日本から北日本では強風や暴風となったところがあった。東日本の一部や西日本では移

動性高気圧に覆われて、概ね晴れた。12日は、低気圧が沿海州からサハリンの西海上に進んだ影

響で、北海道の日本海側で雨や雪が降った。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。13日は、

低気圧がオホーツク海を北に進み、また華中から日本海西部にのびる前線上に発生した低気圧が

日本海西部から太平洋に進んだため、全国的に雨や雪が降った。14日は、千島近海の低気圧が北

東に進み、伴う寒冷前線が本州南岸に達した。東日本から北日本を中心に一時的に冬型になり、西

日本から東日本にかけての太平洋側や北陸から北海道の日本海側にかけて雨や雪が降った。 

  

高気圧に覆われる（15日～16日） 

 15日は、沿海州の低気圧が東に進んだ影響で、北海道の日本海側を中心に雪となった。それ以

外の地方は高気圧に覆われ、概ね晴れた。16日は、低気圧が釧路沖に発生し、東日本から北日本

にかけて気圧の谷が通過した。このため北陸から北海道にかけて雨や雪が降り、その他の地方では

概ね晴れた。 

  

低気圧が日本海を短い周期で通過（17日～22日） 

 17日は、華中からのびる前線が九州の南部に達した影響で、西日本の一部で雨が降った。18日

は、低気圧が日本海を北東に進み、華南からのびる前線が本州南岸に達した。このため全国的に

雨となり、南西諸島や四国、東海地方では大雨や雷雨となったところがあった。19日は、寒冷前線が

本州南岸に達し、東日本から北日本を中心に一時的に冬型になった。このため北海道の日本海側、

および東海地方から東北地方にかけて雨や雪が降った。また北海道では一部で強風となった。20

日は、低気圧が日本海西部から三陸沖に進み、華中から本州南岸にのびる前線上に発生した低気

圧が東に進んだ。全国的に雨や雪が降った。21日は、低気圧が発達しながら千島近海を北東に進

んだ。東日本と北日本を中心として冬型になり、中国地方から東北地方にかけての日本海側、およ

び北海道地方で雨や雪が降った。また東日本から北日本にかけて強風や暴風となった。22日は、

低気圧がサハリンの西海上を東に進み、伴う前線が北日本を通過した。九州から四国にかけて雨が、

北日本の日本海側で雨や雪が降った。 
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低気圧が日本の南岸を短い周期で通過（23日～31日） 

 23日は、低気圧がオホーツク海を北に進み、北日本で冬型となった。また、華中からのびる前線が

九州の南海上に達した。これらの影響により中国地方から北海道にかけての日本海側で雨や雪が、

南西諸島で雨が降った。24日は、華中から本州南岸にのびる前線上に低気圧が発生し、日本海中

部の低気圧が東へ進んだ。南西諸島から九州の南部にかけて雨が降った。25日は、本州南岸の低

気圧が北東へ進んだ。寒気の流入や湿った気流により、中国地方から北海道にかけての日本海側

や関東で雨や雪が降った。26日は、日本のはるか東の低気圧が北に進み、次第に全国的に高気圧

に覆われた。北陸から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降った。27日は、低気圧が東シナ海

から九州の南海上に進み、南西諸島や西日本で雨が降った。また、関東でも雨となった。28日は、

低気圧が日本の南海上を東に進み、別の低気圧がサハリンの西海上にほとんど停滞した。北日本

の一部や四国から東海地方にかけて雨が降った。29日は、低気圧がオホーツク海を北東に進み、

前線が九州の南海上から本州の南海上に停滞した。これらの影響により東日本から北日本にかけて

の一部で雨や雪が降り、南西諸島では雨が降った。30日は、はじめ北海道を中心に冬型が続き、そ

の後次第に全国的に高気圧に覆われた。関東や北陸の一部、および北海道の日本海側で雨や雪

が降った。31日は、低気圧が本州南岸から関東の東海上に進み、前線が沖縄の南海上から日本の

東海上にかけて停滞した。南西諸島の一部で大雨となり、北海道の一部、および近畿から東北南部

にかけて雨や雪が降った。 

 

 

4月 

低気圧が発達しながら本州南岸を通過し、東海地方から関東にかけて大雨、関東で暴風（1

日～3日） 

 1日は、本州付近は高気圧に覆われ、概ね晴れた。北海道の一部や南西諸島で雨が降り、南西諸

島の一部で雷を伴った。2日は、気圧の谷と日本の南岸を北東へ進む低気圧の影響で、北日本の

一部、および南西諸島から東日本にかけて雨が降り、東海地方や関東で大雨となったところがあっ

た。また、沖縄・奄美の一部で雷を伴った。3日は、低気圧が発達しながら関東の東海上を東へ進ん

だため、南西諸島の一部で雨が降り、九州の北部から北海道にかけて雨や雪が降った。また、九州

の一部で強風、関東の一部で暴風となったところがあった。 

  

高気圧に覆われる（4日～5日） 

 4日は、気圧の谷の影響を受け、北陸の一部や北海道の一部で雨や雪が降った。また湿った空気

の影響により南西諸島で雨が降ったところがあった。その他の地方では、高気圧に覆われ概ね晴れ

た。5日は、華南から日本の南にのびた前線の影響で、南西諸島から九州の南部にかけて雨が降り、

沖縄・奄美で雷を伴ったところがあった。その他の地方では、高気圧に覆われ概ね晴れた。 

  

低気圧が発達しながら本州を通過し、全国各地で大雨や暴風（6日～9日） 

 6日は、東シナ海の低気圧が近畿付近へ進んだ影響で、全国的に雨が降り、九州から関東にかけ

ての太平洋側で大雨となった。また、沖縄・奄美や近畿を中心に一部で雷を伴い、南西諸島から東

北地方にかけての一部で強風や暴風となった。7日は、東北南部付近の低気圧が発達しながら北東

へ進んだ影響で、全国的に雨や雪が降り、北陸や北日本では大雨となったところがあった。また、東

日本や北日本の一部で雷を伴った。全国的に強風となり、九州の一部や東日本から北日本にかけ

ての一部で暴風となった。8日は、北海道付近の発達した低気圧が北東へ進んだ影響で、東日本か

ら北日本にかけての一部で強風となり、東北地方では暴風となったところがあった。また、東日本の

日本海側や北海道を中心に雨や雪が降った。9日は、低気圧が日本海を北東へ進んだ影響で、東

日本から北日本にかけての一部で強風となった。また、東日本から北日本にかけての日本海側を中

心に雨や雪が降り、北日本の一部で雷を伴った。 

  

 



- 48 - 

上空の寒気や気圧の谷の影響を受ける（10日～12日） 

 10日は、上空に寒気を伴った気圧の谷の影響を受け、南西諸島、および西日本から北日本にか

けての日本海側を中心に雨や雪が降った。11日は、引き続き、上空に寒気を伴った気圧の谷の影

響を受け、全国的に雨や雪が降った。また、北陸を中心として雷を伴ったところがあった。12日は、

気圧の谷の影響で、北陸から北日本を中心に雨や雪が降った。また南西諸島で雨が降った。西日

本から東日本にかけての太平洋側では、高気圧に覆われ概ね晴れた。 

  

低気圧や伴う前線が日本列島を通過（13日～17日） 

 13日は、沿海州から日本海北部へ前線がのび、北陸から北日本にかけての日本海側で雨や雪が

降ったところがあった。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。14日は、沿海州の低気圧が北

東へ進み、伴う前線が日本海を南下した。この影響により、東日本から北日本にかけての日本海側、

および西日本で雨や雪が降った。また、南西諸島で雨が降った。沖縄・奄美から北陸にかけて一部

で雷を伴い、中国地方や北日本で強風となったところがあった。15日は、寒冷前線が本州付近を通

過し、北陸や北日本を中心に雨や雪が降った。16日は、華北の低気圧が東へ進んだ影響で、北海

道の一部や東北地方で雨や雪が降り、東北地方の一部で雷を伴った。また、高気圧の縁辺から流

れ込む湿った空気の影響で南西諸島でも雨が降った。17日は、津軽海峡付近の低気圧が北東へ

進み、また東シナ海に発生した低気圧が東へ進んだ。このため、南西諸島から四国にかけて、およ

び東北地方で雨が降り、北海道で雨や雪が降った。九州地方を中心として雷を伴ったところがあっ

た。 

  

上空の寒気や気圧の谷の影響を受ける（18日～22日） 

 18日は、寒気を伴った気圧の谷が日本付近を通過し、北日本を中心として雨や雪が降った。また

南西諸島でも雨が降った。19日は、上空に寒気を伴った低気圧が千島近海を北東に進んだ影響で、

北陸や北日本を中心として雨や雪が降ったほか、関東の一部で強風となった。また、南西諸島でも

雨が降った。20日は、上空の寒気の影響で北日本では雨や雪が降ったところがあった。また気圧の

谷の影響を受け、南西諸島から東日本にかけて雨が降った。21日は、寒気を伴う気圧の谷の影響を

受け、九州の北部から北海道にかけて雨や雪が降った。22日は、低気圧がオホーツク海を北へ進

み、北日本を中心として雨や雪が降ったところがあった。それ以外の地方では、高気圧に覆われ概

ね晴れた。 

  

前線や低気圧の影響で、四国から東海地方にかけて大雨（23日～27日） 

 23日は、東日本を中心にはじめ高気圧に覆われたが、次第に高気圧が東へ移動して、低気圧が

黄海を北東へ進み、また前線が華南から南西諸島付近にのびた。この影響で、奄美から近畿にかけ

て雨が降った。24日は、華南からのびる前線が日本の南へ達し、低気圧が日本海を北東へ進んだ。

この影響で全国的に雨が降り、四国から東海地方にかけて大雨となったところがあったほか、東海地

方の一部で強風となった。25日は、はじめ東日本から北日本にかけて気圧の谷の影響を受け、関東

や北海道を中心として雨が降ったほか、北海道で強風となったところがあった。また、台湾海峡付近

から日本の南にかけて前線が停滞し、南西諸島で雨が降った。26日は、上空に寒気を伴う気圧の谷

が本州付近を通過した。この影響で山陰から北海道にかけて雨や雪が降り、一部で雷を伴った。27

日は、低気圧が日本の東で発達し、北陸や東北地方の日本海側、および北海道を中心として雨や

雪が降った。北陸では雷を伴ったところがあった。また、北日本を中心として強風となったところがあ

った。 

 

はじめ高気圧に覆われ、その後低気圧の影響を受けて九州の南部で大雨（28日～30日） 

 28日は、日本の東の低気圧の影響を受け、東北地方の日本海側や北海道を中心に雨や雪が降り、

強風となったところがあった。それ以外の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。29日は、千島近海の

低気圧の影響を受け、北海道で雨や雪が降ったところがあった。それ以外の地方は高気圧に覆わ

れ概ね晴れた。30日は、日本海中部の低気圧が日本の東に進み、伴う前線が九州から東北地方に
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かけて通過した。また、華中の低気圧が東に進んだ。これらの影響で、全国的に雨や雪が降り、九州

の南部で大雨となったところがあった。北陸では一部で雷を伴った。 

 

 

5月 

本州南岸を低気圧が通過し、日本の東海上で発達、本州日本海側～北日本で雨や雪（1日～3

日） 

 1日は、前線を伴う低気圧が本州南岸から関東の東海上を発達しながら北東へ進んだ。また、秋田

沖でほとんど停滞していた上空に寒気を伴った低気圧が消滅した。沖縄や関東及び本州の日本海

側から北日本にかけて雨や雪となり、沖縄・奄美では一部で雷を伴った。その他の地方では概ね晴

れた。2日は、低気圧が北海道の東海上からオホーツク海に北上した。西高東低の気圧配置となり、

関東の一部や本州の日本海側から北日本にかけて雨や雪が降った。その他の地方では高気圧に

覆われ概ね晴れた。3日は、低気圧がオホーツク海にほとんど停滞した。上空の寒気の影響を受け、

北陸から北日本の日本海側を中心に雨や雪が降った。関東の一部では雨が降り雷を伴った。その

他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

  

気圧の谷が通過し一部で雨が降るも高気圧に覆われ概ね晴れる（4日～9日） 

 4日は、上空の寒気の影響を受け、北日本や山陰の一部で雨が降った。関東の一部では雨が降り

雷を伴った。その他の地方では、高気圧に覆われ概ね晴れた。5日は、上空の寒気の影響を受け、

北日本の一部で雨や雪が降った。その他の地方では、高気圧に覆われて概ね晴れた。6日は、日

本海の低気圧が東北地方を通過した影響で、北日本で雨や雪となった。関東の一部では雨が降り

雷を伴った。その他の地方では高気圧に覆われ概ね晴れた。7日は、低気圧が前線を伴い三陸沖

から北海道の東海上へ進んだ。西高東低の気圧配置となった影響で、北陸の一部や北日本では雨

や雪が降った。また、北海道の一部では強風となった。東海地方の一部でも雨が降り雷を伴った。そ

の他の地方では高気圧に覆われ概ね晴れた。8日は、本州付近に中心を持つ高気圧に覆われ、ほ

ぼ全国的に晴れた。9日は、引き続き日本の南海上の高気圧に覆われ、ほぼ全国的に晴れた。 

  

低気圧の影響を受け全国的に雨（10日～12日） 

 10日は、華中から九州の南海上に前線がのび、また朝鮮半島から日本海へ低気圧が進んだ。高

気圧の周辺から暖かく湿った空気が流れ込み、九州から東海にかけて、雨が降った。北日本では概

ね晴れた。11日は、華中から日本の南海上へのびた前線が南下し、南西諸島を通過した。また、四

国付近で発生して東へ進んだ低気圧と、日本海から三陸沖へ進んだ低気圧と南からの湿った空気

の影響により、ほぼ全国的に雨となった。奄美や近畿、東海、関東の一部では、大雨となったところ

があった。沖縄・奄美の一部では雷を伴った。12日は、三陸沖の低気圧と関東の東海上の低気圧が

それぞれ東へ進み、これらの低気圧の影響で、関東の一部から北日本にかけて雨が降り、東北地方

の一部では雷を伴った。その他の地方では高気圧に覆われ概ね晴れた。 

  

高気圧に覆われる（13日～14日） 

 13日は、暖かく湿った空気の影響により、沖縄で雨が降り、一部で大雨となった。また、日本海中

部の低気圧が東に進んだ影響で、北日本の一部で雨となった。西日本から東日本にかけては高気

圧に覆われ、概ね晴れた。14日は、低気圧の影響で北海道の一部で雨が降ったほか、暖かく湿っ

た空気の影響で沖縄地方の一部で雨が降ったが、全国的には高気圧に覆われ概ね晴れた。 

  

梅雨前線が南西諸島に停滞し一部で大雨（15日～18日） 

 15日は、華中から九州の南海上に前線がのび、沖縄・奄美で雨が降り、沖縄の一部では大雨とな

った。また、日本海の低気圧が東北地方に進み、東日本から北日本にかけて雨が降った。北陸と東

北地方の一部では雷を伴った。その他の地方は概ね晴れた。16日は、華中から日本の南海上にの

びる前線が停滞した影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で大雨となった。また、上空の寒気の影響
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で、関東から北海道にかけての一部で雨が降った。関東甲信の一部では雷を伴った。その他の地

方は、沿海州から日本海に移動した高気圧に覆われ概ね晴れた。17日は、引き続き、華中から日本

の南海上にのびる前線が停滞し、沖縄・奄美で雨が降り、一部で雷を伴い大雨となった。本州付近

は高気圧に覆われ概ね晴れた。18日は、引き続き、華中から日本の南海上にのびる前線が停滞し、

沖縄・奄美で雨が降った。本州付近は関東の東海上の高気圧に覆われ概ね晴れた。 

  

気圧の谷の影響で全国的に雨（19日～20日） 

 19日は、上空に寒気を伴う気圧の谷と、華中から日本の南海上にのびる前線が停滞した影響で沖

縄から東北にかけて雨が降った。20日は、上空に寒気を伴う気圧の谷の影響で、東日本から北日本

にかけて雨が降った。その他の地方では概ね晴れた。 

  

梅雨前線の影響で、沖縄・奄美では大雨、その他は高気圧に覆われる（21日～27日） 

 21日は、華中から日本の南海上にのびる前線の影響により沖縄・奄美で、雨が降った。沿海州か

ら宗谷海峡へ進んだ上空に寒気を伴う低気圧の影響で、北海道日本海側で雨が降った。関東の一

部では、雨が降り雷を伴った。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。22日は、引き続き、華

中から日本の南海上にのびる前線の影響により沖縄・奄美では雨が降った。日本海北部から北海道

付近へ進んだ上空に寒気を伴う低気圧の影響で北海道の一部で雨が降った。その他の地方は高

気圧に覆われ概ね晴れた。23日は、華中から日本の南海上にのびる前線が停滞し、前線上の沖縄

本島近海に低気圧が発生した。この影響で、沖縄・奄美では雨が降り、一部では雷を伴った。沖縄

の一部では大雨となった。また、北海道付近の低気圧が北海道の東海上へ進んだ影響で、北海道

の一部で雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。24日は、前線が沖縄の南海上

に南下し、前線の影響を受けた沖縄・奄美の一部では雨が降った。その他の地域は高気圧に覆わ

れ概ね晴れた。25日は、三陸沖に中心を持つ高気圧に覆われ全国的に概ね晴れた。26日は、三

陸沖から日本の東海上に移動した高気圧に引き続き覆われ、概ね晴れた。沖縄・奄美では、高気圧

周辺の暖かく湿った空気の影響で雨が降った。27日は、引き続き日本の東海上の高気圧に覆われ

概ね晴れたが、華北から黄海に進んだ低気圧の影響を受け、九州の一部では雨が降った。 

  

暖かく湿った空気の影響を受けて全国的に雨（28日～31日） 

 28日は、暖かく湿った空気の影響で、西日本を中心に雨が降った。九州北部や四国、中国地方の

一部では大雨となった。東日本から北日本にかけては、日本の東海上の高気圧に覆われ概ね晴れ

た。29日は、気圧の谷の影響で、全国的に雨が降った。東海・近畿・四国地方の一部では、大雨と

なったところがあった。30日は、上空に寒気を伴う気圧の谷の影響で、全国的に雨が降り、東海・近

畿・四国地方の一部では、大雨となったところがあった。また、華中から東シナ海に停滞していた前

線が、日本の南海上までのびた。1日は、華中から日本の南海上にかけてのびた前線が九州の南

海上まで北上し、九州から沖縄にかけての一部で雨が降った。また、関東の一部でも雨が降り雷を

伴った。他の地域では概ね晴れた。 

 

 

6月 

沖縄本島付近に前線が停滞し、南西諸島で雨、本州付近は高気圧に覆われ概ね晴れ（1日～7

日） 

 1日は、華中から日本の南海上にのびる前線が停滞した。また、気圧の谷が西日本に接近した。こ

の影響で、西日本を中心に雨が降った。東日本から北日本にかけては、千島の東海上に中心を持

つ高気圧に覆われ概ね晴れた。2日は、引き続き、前線が日本の南海上に停滞した。また、九州付

近で低気圧が発生した。この影響で、九州や四国、中国地方では雨が降った。東日本から東北地方

にかけては、高気圧に覆われ概ね晴れた。3日は、前線は日本の南海上から沖縄本島付近まで南

下し、沖縄や九州、四国地方では雨が降り、沖縄の一部では雷を伴った。中国地方から北日本にか

けては、高気圧に覆われ晴れたところが多かった。4日は、前線が沖縄本島付近に停滞し、沖縄で
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は雨が降り、一部で雷を伴った。西日本から北日本にかけては、高気圧に覆われ概ね晴れた。5日

は、前線が沖縄本島付近に停滞し、九州の南海上に低気圧が発生した。この影響で、沖縄・奄美で

は雨が降り、一部では大雨となったところもあった。その他の地方では、高気圧に覆われ概ね晴れた。

6日は、日本の南海上に停滞していた前線は低気圧を伴って本州南岸を東に進んだ。この影響で、

沖縄や九州南部、伊豆諸島では雨が降り、沖縄・奄美の一部では雷を伴った。また、西日本から東

日本の内陸部では、大気の状態が不安定となり、雨が降ったところがあった。北日本では高気圧に

覆われ概ね晴れた。7日は、前線を伴った低気圧が、日本の南海上から関東の東海上へ進んだ。ま

た、上空の寒気を伴った気圧の谷の影響で、東日本の一部で雨が降り、東海地方や甲信地方、関

東の一部では雷を伴った。西日本や北日本は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

日本の南海上にのびる前線と台風第3号の影響で太平洋側を中心に雨（8日～13日） 

 8日は、関東の東海上にある低気圧と上空の寒気を伴った気圧の谷の影響で東日本から東北では

雨が降った。また、華中から東シナ海に進んだ前線を伴った低気圧の影響で、沖縄・奄美と九州で

は雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。9日は、東シナ海に中心を持つ低気

圧と日本の南海上に停滞する前線の影響で、九州や四国、近畿で雨が降り、九州の一部では大雨

や強風となったところもあった。東日本から北日本では、高気圧に覆われ概ね晴れた。10日は、華

中から日本の南海上にのびる前線の影響で、沖縄・奄美から四国にかけて雨が降り、九州の一部で

は大雨となったところもあった。また、沖縄・奄美の一部では雷を伴った。北日本では概ね晴れた。11

日は、日本の南海上にのびた前線と台風第3号の影響で、九州や四国、東日本太平洋側では雨が

降り、九州の一部では大雨となったところもあった。北日本では概ね晴れた。12日は、日本の南海上

で台風第 3号が低気圧に変わった。この低気圧と日本の南海上から関東の東海上へのびる前線の

影響で、沖縄と近畿から関東を中心に雨が降った。沖縄では一部で雷を伴い、東海地方と伊豆諸島

の一部では大雨となったところもあった。その他の地方は概ね晴れた。13日は、日本の南海上の前

線は消滅したが、引き続き日本の南海上にほとんど停滞する低気圧の影響により、東海地方から関

東甲信を中心に雨が降り、東海地方と関東の一部では大雨となったところもあった。西日本と北日本

は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

前線が本州付近に南下し全国的に雨（14日～15日） 

 14日は、日本の南海上にほとんど停滞する低気圧の影響で、東海地方と関東の一部で雨が降っ

た。また、東シナ海から北海道にかけて前線がのび、北日本の一部で雨が降った。15日は、対馬海

峡から北海道にのびる前線が西日本付近まで南下し、その後消滅した。この前線の影響で全国的

に雨が降り、東海地方と東北地方の一部では大雨となったところもあった。沖縄・奄美では日本の南

海上の高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

西日本を中心に高気圧に覆われ概ね晴れ（16日～17日） 

 16日は、上空に寒気を伴った低気圧が本州南岸にほとんど停滞し、東日本を中心に雨が降った。

西日本は高気圧に覆われ概ね晴れた。17日は、沿海州に中心を持つ低気圧の影響で、北海道を

中心に雨が降った。その他の地方は概ね晴れや曇りとなった。 

 

本州付近に停滞する前線と台風第4号の影響により広範囲で大雨（18日～22日） 

 18日は、前線を伴った低気圧が、黄海から朝鮮半島へ進んだ。また、沿海州の低気圧が北海道付

近に進んだ。このため、九州や本州の日本海側、北日本で雨が降り、中国地方の一部では大雨とな

ったところもあった。19日は、華中から北陸にのびる前線が九州から関東付近まで南下し、前線上の

低気圧が日本海から東北地方を通過して三陸沖に進んだ。また台風第4号が沖縄の南海上を北上

し、先島諸島に接近した。この影響で、全国的に雨となり、沖縄や九州、中国地方、北陸、東海地方、

甲信地方の一部では大雨、関東の一部では強風となったところもあった。20日は、引き続き前線が

本州付近に停滞した。また、台風第 4号は先島諸島から東シナ海を北上した。この影響で西日本か

ら東日本で雨が降り、沖縄や九州、四国、中国地方、近畿の一部では大雨、沖縄・奄美の一部では



- 52 - 

強風となったところもあった。21日は、前線は本州南岸に南下して引き続き停滞し、台風第 4号から

変わった低気圧が前線上を東に進んだ。この影響で、西日本から東日本にかけて雨が降った。22

日は、前線は日本の南海上に南下し奄美で雨が降った。また、上空に寒気を伴う気圧の谷の影響

で、北陸や関東で雨が降った。その他の地方では概ね晴れや曇りとなった。 

 

前線が本州付近に引き続き停滞し九州で大雨、北日本では高気圧に覆われ概ね晴れ（23日～

27日） 

 23日は、華中から日本の南海上に前線が停滞し、西日本を中心に雨が降り、九州の一部では大

雨となったところもあった。北日本から東日本は高気圧に覆われ概ね晴れたが、関東では大気の状

態が不安定となり、雨となったところもあった。24日は、前線が北上し九州から本州南岸にかけて停

滞した。また、本州南岸では前線上に低気圧が発生し、東へ進んだ。この影響で、西日本から関東

の一部にかけて雨が降り、九州の一部では大雨となったところもあった。北日本では高気圧に覆わ

れ概ね晴れたが、上空の寒気の影響で所々で雨が降った。25日は、引き続き、前線が九州から本

州南岸にかけて停滞した。この影響で、西日本では雨が降り、九州の一部では大雨となったところも

あった。東日本から北日本にかけては、北海道の東海上に中心を持つ高気圧に覆われ概ね晴れた。

26日は、前線が本州付近まで北上し、九州の西海上で発生した低気圧が前線上を関東の東海上

へ進んだ。このため、西日本から東北南部にかけて雨が降り、九州の一部では雷を伴い、九州や四

国、近畿、東海地方、伊豆諸島、関東の一部では大雨となったところもあった。また、九州の一部で

強風となった。北日本では高気圧に覆われ概ね晴れたが、上空の寒気の影響で所々で雨が降った。

27日は、本州付近にのびていた前線が本州南岸まで南下した。このため、奄美や九州では雨が降

った。東日本から東北地方に、オホーツク海に中心を持つ高気圧に覆われ概ね晴れたが、大気の

状態が不安定となり、所々で雨が降り、東海地方の一部では雷を伴い、大雨となったところもあった。 

 

前線が本州南岸に停滞し九州で大雨（28日～30日） 

 28日は、本州南岸に停滞している前線上を、低気圧が東シナ海から本州南岸へ進んだ。この影響

で、奄美や九州、四国で雨が降り、奄美の一部では大雨となったところもあった。29日は、引き続き

本州南岸に前線が停滞し、九州、四国を中心に雨が降った。中国地方から北日本にかけては、高

気圧に覆われ概ね晴れたが、大気の状態が不安定となり、関東や東北の所々で雨が降った。30日

は、前線は九州付近まで北上し、前線上に発生した低気圧が東シナ海から九州付近に達した。この

ため、九州や四国、近畿の一部で雨が降り、九州の一部では雷を伴い大雨となったところもあった。

中国地方から北日本にかけては、日本の東海上に中心を持つ高気圧に覆われ概ね晴れや曇りとな

った。 

 

 

7月 

前線が停滞し、西日本から北日本にかけて雨（1日～7日） 

 1日は、低気圧が日本の南海上を東へ進んだ。また、上空の寒気を伴った気圧の谷の影響で、西

日本や東日本の一部で雨が降った。北日本や本州日本海側では概ね晴れた。2日は、前線を伴う

低気圧が、華北から中国東北区へ進んだ。暖かく湿った空気の影響で西日本の一部で雨が降った。

また、上空の寒気の影響で、東北日本海側の一部で雨が降った。東日本では概ね晴れた。3日は、

前線が朝鮮半島から日本海を通って東北地方にのび停滞した。この前線と湿った空気の影響で、

西日本から北日本にかけて雨が降り、九州及び中国地方の一部では大雨となったところもあった。

西日本の一部では雷を伴った。沖縄・奄美は高気圧に覆われ概ね晴れた。4日は、引き続き、前線

が朝鮮半島から東北地方に停滞した。この前線と湿った空気の影響で、西日本から北日本にかけて

雨が降り、西日本から東日本の一部では大雨となり、雷を伴ったところもあった。沖縄・奄美は高気圧

に覆われ概ね晴れた。5日は、引き続き、前線が朝鮮半島から東北地方に停滞した。この前線と湿っ

た空気の影響で、中国地方から北日本にかけて雨が降り、中国地方では一部で雷を伴い、東海地

方、甲信地方及び東北地方の一部では大雨となったところもあった。沖縄・奄美は高気圧に覆われ
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概ね晴れた。6日は、前線が南下し、対馬海峡から東北地方に停滞した。この前線と湿った空気の

影響で、西日本から東北地方にかけて雨が降り、西日本及び東海地方の一部では雷を伴い、九州

の一部では大雨となったところもあった。沖縄・奄美は高気圧に覆われ概ね晴れた。7日は、前線が

朝鮮半島から北陸地方に停滞した。この前線と湿った空気の影響で、西日本から東北地方にかけて

雨が降り、西日本から東日本の一部では雷を伴い、中国地方の一部では大雨となったところもあっ

た。沖縄・奄美は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

前線が東北地方に停滞し北日本で雨、西日本は概ね晴れ（8日～11日） 

 8日は、湿った空気の影響で、東日本から東北地方にかけて雨が降り、東北地方の一部では大雨

となったところもあった。また、沖縄の一部では、上空の寒気の影響で雷雨となった。9日は、引き続

き、湿った空気の影響で、北日本を中心に雨が降り、関東の一部では雷を伴った。沖縄の一部では、

上空の寒気の影響で雷雨となった。西日本から東日本にかけては高気圧に覆われ概ね晴れた。10

日は、北日本を気圧の谷が通過した。また、朝鮮半島から東北地方にかけて前線がのび停滞した。

この影響で、東日本から北日本にかけて雨が降り、関東の一部では雷を伴った。沖縄・奄美から東

海地方にかけては高気圧に覆われ概ね晴れた。11日は、引き続き、前線が朝鮮半島から東北地方

に停滞した。この影響で、東北地方を中心にかけて雨が降り、日本海側の一部では大雨となったとこ

ろもあった。また、関東の一部では一時雷雨となったところがあった。沖縄・奄美から東海地方にかけ

ては高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

台風第7号の接近により先島諸島で大雨と暴風、前線が停滞し西日本から東日本にかけて雨

（12日～15日） 

 12日は、前線が朝鮮半島から東北地方に停滞し、秋田沖に発生した低気圧が前線上を東に進ん

だ。この影響で、北陸から東北地方にかけて雨が降り、東北地方の一部では大雨となったところもあ

った。また、台風第 7号が先島諸島に接近した影響で、沖縄では雨が降り、一部で大雨や暴風とな

ったところもあった。その他の地方では概ね晴れた。13日は、引き続き前線が朝鮮半島から東北地

方に停滞した。この前線と湿った空気の影響で大気の状態が不安定となり、西日本から東北地方に

かけて雨が降り、東海地方及び東北地方の一部では大雨となったところもあった。西日本及び東海

地方の一部では雷を伴った。また、台湾付近を西北西に進んだ台風第 7号の影響で先島諸島では

雨が降り、一部では暴風となったところもあった。その他の地方では概ね晴れた。14日は、引き続き

前線が朝鮮半島から東北地方に停滞した。この前線と湿った空気の影響で大気の状態が不安定と

なり、西日本から東北地方にかけて雨が降り、西日本及び東日本の一部では雷を伴った。沖縄・奄

美と北海道では概ね晴れた。15日は、前線が北陸地方まで南下し、その後不明瞭となった。また、

低気圧が東北地方から関東の東海上へ進んだ。これらと湿った空気、上空の寒気の影響で大気の

状態が不安定となり、四国から東北地方にかけて雨が降り、中国地方、近畿及び東北地方の一部で

は大雨となったところもあった。四国及び中国地方の一部では雷を伴った。その他の地方では概ね

晴れた。 

 

低気圧と湿った空気の影響で西日本から東日本にかけて雨（16日～18日） 

 16日は、前線が華北から日本海にのびた。日本付近は、日本の南に中心を持つ高気圧と、オホー

ツク海に中心を持つ高気圧に覆われ概ね晴れたが、湿った空気の影響で大気の状態が不安定とな

り、東北地方の一部で雨が降った。17日は、朝鮮半島から日本海にのびる前線は北陸地方付近に

達した後、不明瞭となった。一方、沿海州に低気圧が発生し、日本海へ進んだ。この低気圧に向か

って湿った空気が流れ込んだ影響で大気の状態が不安定となり、東日本から東北地方にかけて雨

が降り、東日本の一部では雷を伴った。沖縄・奄美から西日本と北海道は高気圧に覆われて概ね晴

れた。18日は、日本海の低気圧が関東の東海上へ進んだ。この低気圧と湿った空気の影響で、西

日本の日本海側から東北地方にかけて雨が降り、北陸、東海地方及び東北地方の一部では雷を伴

い大雨となったところもあった。その他の地方では概ね晴れた。 
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高気圧に覆われ全国的に晴れ（19日～21日） 

 19日は、関東の東海上の低気圧の影響で、北陸と東北地方の一部で雨が降ったが、その他の地

域では概ね晴れた。20日は、日本の南に中心を持つ高気圧と千島の東海上に中心を持つ高気圧

に覆われ、全国的に概ね晴れた。21日は、前線を伴った低気圧が朝鮮半島から日本海に進んだが、

引き続き、日本の南に中心を持つ高気圧と千島の東海上に中心を持つ高気圧に覆われ全国的に

概ね晴れた。 

 

前線と湿った空気の影響で、東日本から北日本を中心に雨（22日～25日） 

 22日は、朝鮮半島から日本海にかけて停滞した前線が、東北地方までのびた。この前線と湿った

空気の影響で、中国地方から北海道にかけて雨が降り、東北地方の一部では雷を伴い大雨となっ

たところもあった。沖縄・奄美から東海地方にかけては高気圧に覆われ概ね晴れた。23日は、前線

が朝鮮半島から日本海にかけて停滞した。この前線と湿った空気の影響で大気の状態が不安定と

なり、東日本から東北地方にかけて雨が降り、関東の一部では雷を伴った。沖縄・奄美から西日本で

は概ね晴れた。24日は、前線上に上空に寒気を伴う低気圧が発生し沿海州を北東に進み、低気圧

からのびる温暖前線が東日本に達した。この影響で、近畿から北日本にかけて雨が降り、北陸の一

部では大雨となったところもあった。沖縄・奄美から中国地方にかけては概ね晴れた。25日は、本州

付近にあった前線が次第に不明瞭となった。日本海の上空に寒気を伴う気圧の谷と湿った空気の

影響で大気の状態が不安定となり、東日本から東北地方にかけて雨が降り、東海地方と東北地方の

一部では雷を伴った。 

 

前線と湿った空気の影響で、西日本から北日本にかけて雨（26日～31日） 

 26日は、前線が華北から黄海にかけてのびた。上空の寒気と湿った空気の影響で大気の状態が

不安定となり、西日本から北日本にかけて雨が降り、一部では雷を伴い、九州及び東北地方の一部

では大雨となったところもあった。沖縄・奄美では高気圧に覆われ概ね晴れた。27日は、前線が華北

から朝鮮半島にかけて停滞した。引き続き、上空の寒気を伴った気圧の谷と湿った空気の影響で大

気の状態が不安定となり、西日本の日本海側と東日本から北日本にかけて雨が降り、一部では雷を

伴った。東日本から北日本にかけての一部では大雨となったところもあった。沖縄・奄美及び四国で

は概ね晴れた。28日は、華北から朝鮮半島に停滞する前線が、日本海にのびた。また、高気圧の周

辺の非常に湿った空気が流れ込んだ。これらの影響で大気の状態が不安定となり、西日本から北日

本にかけて雨が降り、関東の一部では雷を伴い、中国地方及び北海道の一部では大雨となったとこ

ろもあった。沖縄・奄美では高気圧に覆われ概ね晴れた。29日は、朝鮮半島から日本海に停滞した

前線が、東日本まで達した。また、日本海に低気圧が発生した。これらと湿った空気の影響で大気の

状態が不安定となり、西日本から北日本にかけて雨が降り、九州、東海地方及び北陸の一部では雷

を伴い、近畿、北陸、東海地方、甲信地方及び北海道の一部では大雨となったところもあった。沖

縄・奄美では高気圧に覆われ概ね晴れた。30日は、前線は朝鮮半島から東日本に停滞した。また、

低気圧が日本海から関東の東海上へ進んだ。これらと湿った空気の影響で大気の状態が不安定と

なり、西日本から北日本にかけて雨が降り、中国地方及び北陸の一部では大雨となったところもあっ

た。沖縄・奄美では高気圧に覆われ概ね晴れた。31日は、前線は朝鮮半島から北陸地方にかけて

停滞した。この前線と湿った空気の影響で大気の状態が不安定となり、西日本の日本海側から北日

本にかけて雨が降り、近畿の一部では雷を伴った。その他の地方では概ね晴れた。 

 

 

8月 

暖かく湿った空気の影響で全国的に大気が不安定となり雨（1日～6日） 

 1日は、朝鮮半島から東日本にかけてのびた前線が次第に不明瞭となった。この前線と暖かく湿っ

た空気の影響で大気の状態が不安定となり、中国地方から東北地方にかけて雨が降り、中国地方

や近畿、北陸の一部では大雨となったところもあった。沖縄から九州にかけては概ね晴れた。2日は、

日本付近はオホーツク海から日本海にかけての高気圧と日本の南海上の高気圧の間となり、暖かく



- 55 - 

湿った空気の影響で大気の状態が不安定となった。このため、西日本から北日本にかけての所々で

雨が降った。四国や東海地方の一部では大雨となったところもあった。沖縄・奄美は高気圧に覆わ

れ概ね晴れた。3日は、日本付近は沖縄の南海上と日本海、オホーツク海にそれぞれ中心を持つ高

気圧に覆われ全国的に概ね晴れたが、暖かく湿った空気の影響で東海地方から東北地方かけての

一部で雨が降ったところもあった。4日は、日本付近を覆っていた高気圧は東に移動した。その後、

日本付近は弱い気圧の谷となった。この気圧の谷と暖かく湿った空気の影響で、西日本から東日本

にかけて雨が降り、九州の一部では雷を伴い大雨となったところもあった。沖縄・奄美は高気圧に覆

われ概ね晴れた。5日は、引き続き、暖かく湿った空気と気圧の谷の影響で、九州から東北地方にか

けて雨が降り、九州や中国地方、東北地方の一部では雷を伴い大雨となったところもあった。6日は、

東海沖に低気圧が発生し、東へ進んだ。この低気圧と暖かく湿った空気の影響で、近畿から北日本

にかけて雨が降り、関東や東北地方の一部では雷を伴い、東海地方の一部では大雨となったところ

もあった。沖縄・奄美から中国地方にかけては高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

北海道は雨、その他の地方は概ね晴れ（7日～8日） 

 7日は、上空に寒気を伴う気圧の谷の影響により北海道で雨が降った。西日本から東北にかけて

は概ね晴れたが、暖かく湿った空気の影響で大気の状態が不安定となり、西日本や東日本の一部

で雨が降った。8日は、引き続き、気圧の谷の影響で、北海道を中心に雨が降った。その他の地方

では概ね晴れたが、西日本から東日本の所々で雨が降った。 

 

北日本は暖かく湿った空気の影響で大雨、西日本から東日本にかけては高気圧に覆われ概ね

晴れ（9日～10日） 

 9日は、北日本では暖かく湿った空気の影響で大気の状態が非常に不安定となり、雨が降った。北

海道の一部や東北北部では大雨となった。沖縄から関東にかけては概ね晴れた。10日は、北海道

付近に中心を持つ低気圧を含む気圧の谷の影響で、北海道では雨が降った。その他の地方では高

気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

九州から東北地方にかけては高気圧に覆われ概ね晴れ。北海道は寒気の影響で雨（11日～16

日） 

 11日は、上空に寒気を伴う気圧の谷の影響で北日本では雨が降り、北海道の一部では大雨となっ

たところもあった。その他の地方では高気圧に覆われ概ね晴れたが、関東では日中の昇温により雷

雨となった。12日は、引き続き、気圧の谷の影響で北海道では雨が降った。その他の地方では概ね

晴れたが、関東では日中の昇温により雷雨となった。13日から14日にかけては、気圧の谷の影響で

北海道では雨が降った。また、南からの暖かく湿った空気の影響で沖縄では雨が降った。その他の

地方では高気圧に覆われ概ね晴れた。15日は、暖かく湿った空気の影響で沖縄では雨が降った。

また、上空に寒気を伴う気圧の谷の影響で、北海道では雨が降った。その他の地方では、概ね晴れ

たが、大気の状態が不安定となり、甲信地方の一部では雷を伴い大雨となったところもあった。16日

は、気圧の谷の影響で、東北北部から北海道にかけて雨が降った。また、日本の南海上の熱帯低気

圧の影響で、沖縄・奄美では雨が降った。その他の地方では概ね晴れた。 

 

沖縄は台風第12号の影響で雨、九州から東北地方にかけては高気圧に覆われ概ね晴れ。北海

道は寒気の影響で雨（17日～22日） 

 17日は、低気圧が沿海州からサハリンの西海上へ進み、その低気圧からのびる前線が北海道を通

過した。この低気圧や前線の影響で、北海道では雨が降った。また、日本の南海上から沖縄本島付

近に進んだ熱帯低気圧の影響で、沖縄・奄美では雨が降り、奄美の一部では大雨となったところも

あった。その他の地方では概ね晴れた。18日は、サハリン付近からオホーツク海へ進んだ低気圧か

らのびる前線の影響で北海道では雨が降り、一部では大雨となったところもあった。また、沖縄の南

海上の熱帯低気圧から変わった台風第 12号と東シナ海の熱帯低気圧の影響により、沖縄・奄美で

は雨が降った。その他の地方は概ね晴れた。19日は、前線が日本海から北海道の東海上にのび停
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滞した。この前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、北日本では雨が降った。また、

沖縄の南海上にある台風第12号の影響により、沖縄・奄美では雨が降った。西日本から東日本にか

けては高気圧に覆われ概ね晴れた。20日は、前線が北海道から東北地方、北陸地方へ南下し、こ

の前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだ。また、日本海に発生した上空に寒気を伴う低気

圧がオホーツク海へ進んだ。これらの影響で、東日本から北日本にかけて雨が降り、雷を伴った。北

陸の一部では大雨となったところもあった。また、沖縄の南海上を台風第 12号が北上した影響で、

沖縄・奄美では雨が降った。その他の地方は概ね晴れた。21日は、前線が東北地方から三陸沖に

進み消滅した。この前線の影響で、北陸や関東を中心に雨が降った。関東の一部では雷を伴い、大

雨となったところもあった。また、台風第12号は沖縄の南海上から東シナ海へ進み、沖縄・奄美では

雨が降り、強風となったところもあった。先島諸島の一部では大雨となったところもあった。22日は、

東シナ海にあった台風第12号は華南へ上陸した。台風の影響で沖縄では雨が降り、一部では強風

となったところもあった。日本付近は概ね晴れたが、暖かく湿った空気の影響で大気の状態が不安

定となり、西日本から東日本にかけてを中心に雨の降ったところもあった。 

 

前線と暖かく湿った空気の影響で、大気が不安定となり、西日本から東日本にかけて大雨、

北海道は上空の寒気の影響で雨（23日～26日） 

 23日は、前線が朝鮮半島から東北地方にかけてのび停滞した。この前線に向かって暖かく湿った

空気が流れ込んだ影響で大気の状態が不安定となり、全国的に雨となった。九州や東海地方、北陸、

甲信地方の一部では雷を伴い、大雨となったところもあった。また、上空に寒気を伴う低気圧が中国

東北区から日本海北部に進んだ。この影響で北日本では雨となり、北海道の一部では大雨となった

ところもあった。24日は、朝鮮半島から東北地方にのびていた前線が東日本まで南下した。また、日

本海北部の低気圧はほとんど停滞した。これらと暖かく湿った空気の影響により、全国的に雨が降り、

九州や中国地方、北陸の一部では大雨となったところもあった。また、九州や北海道の一部では雷

を伴った。25日は、朝鮮半島から東日本にのびていた前線が南下し、九州北部から東日本太平洋

側にかけて停滞した。この前線と暖かく湿った空気の影響で、西日本から東日本にかけて雨が降り、

九州や中国地方、近畿の一部では大雨となったところもあった。また、日本海北部の低気圧は釧路

沖に進んだ。この影響で、北日本で雨が降り、一部では雷を伴ったところもあった。26日は、前線が

南下し、九州南部から本州南岸にかけて停滞した。この前線上に低気圧が発生し、東シナ海から東

海沖へ進んだ。これらの影響により、西日本から東日本にかけて雨が降った。また、釧路沖の低気圧

は北海道の東海上に進んだ。この影響で北海道では雨が降った。沖縄・奄美は概ね晴れた。 

 

上空の寒気の影響で、東日本から北日本にかけて雨（27日～29日） 

 27日は、前線は日本の南海上に南下し、前線上の低気圧は東海沖から関東の東海上に進んだ。

この影響で、東日本から東北南部にかけて雨が降った。また、上空に寒気を伴った気圧の谷が北日

本を通過した。この影響で、東北日本海側から北海道にかけて雨が降り、北海道の一部では大雨と

なったところもあった。沖縄から西日本にかけては概ね晴れた。28日は、気圧の谷の影響で北日本

を中心に雨が降り、一部で雷を伴ったところもあった。また、沖縄の南海上を台風第15号が北上した。

この影響で、沖縄では雨が降った。西日本から東日本にかけては概ね晴れた。29日は、台風第 15

号は先島諸島の西海上から東シナ海を北上した。この台風と暖かく湿った空気の影響で、九州では

雨が降り、沖縄の一部では暴風となったところもあった。また、前線を伴った低気圧が黄海から日本

海に進んだ。この影響で、東北北部から北海道にかけて雨が降った。四国から東北南部にかけては

概ね晴れた。 

 

前線と暖かく湿った空気の影響で大気が不安定となり、西日本から北日本にかけて大雨（30

日～31日） 

 30日は、低気圧が日本海から北海道の東海上に進み、この低気圧から東北地方を通って華中に

のびる前線上の日本海に低気圧が発生した。また、台風第15号は東シナ海で熱帯低気圧に変わり、

その後消滅した。これらの影響で、九州から東海地方にかけてと、北陸から北海道にかけて雨が降り、
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九州北部や中国地方、北陸の一部では大雨となったところもあった。九州の一部では雷を伴った。

沖縄や関東では概ね晴れた。31日は、低気圧が日本海を東に進み、伴う前線が東北地方と西日本

へのびた。この影響で、九州から東海地方にかけてと北陸から北海道にかけてを中心に雨が降り、

一部で雷を伴った。九州や東北北部の一部では大雨となったところもあった。沖縄と関東では概ね

晴れた。 

 

 

9月 

前線と台風第17号の影響で全国的に雨（1日～5日） 

 1日は、低気圧が日本海から三陸沖に進み、前線が東シナ海から東日本にかけてのびた。これら

の影響で、西日本から北日本にかけて雨となり、一部では雷を伴い、九州や四国の一部では大雨と

なったところもあった。また、熱帯低気圧が東シナ海を北東に進んだ影響で、先島諸島では雨が降

った。2日は、東シナ海から東日本にかけてのびていた前線が、東北地方まで北上した。また、東シ

ナ海で台風第17号が発生し、北東に進んだ。これらの影響で全国的に雨となり、沖縄や九州、近畿、

北陸の一部では大雨となった。3日は、台風第17号が引き続き東シナ海を北東に進んだ。前線は、

九州から東北地方にかけて停滞した。これらの影響で全国的に雨となり、九州や四国、中国地方、

北陸の一部では大雨となり、雷を伴ったところもあった。また、九州の一部では暴風となったところも

あった。4日は、台風第 17号が北東に進み、03時頃に鹿児島県指宿市付近に上陸し、その後、09

時に四国の南西部で温帯低気圧に変わった。日本付近に停滞していた前線は日本の南海上から

本州付近を通って北海道にかけてのび、上空の寒気を伴う低気圧がその前線上の日本海に発生し

た。これらの影響で西日本から北日本にかけて雨が降り、一部では雷を伴い、西日本や東海地方、

甲信地方の一部では大雨となったところもあった。また、九州では強風となり、一部では暴風となった

ところもあった。5日は、日本海の低気圧がオホーツク海へ進み、低気圧に伴う前線が北日本を通過

した。また、本州南岸の低気圧は東北東へ進んで消滅した。これらの影響で東日本から北日本を中

心に雨が降り、東海地方や関東の一部では大雨となったところもあった。また、関東や北日本の一部

では雷を伴ったところもあった。北海道の一部では強風となったところもあった。 

 

前線の影響で、西日本から北日本にかけて雨（6日～8日） 

 6日は、オホーツク海の低気圧が北東へ進み、日本付近は高気圧に覆われ、全国的に概ね晴れ

た。7日は、前線が東シナ海から東日本にかけてのびた。この影響で、九州北部から東北地方にか

けて雨が降った。また、北海道では大気の状態が不安定となり雨が降った。沖縄から九州南部地方

にかけては概ね晴れた。8日は、東シナ海から三陸沖にのびていた前線が本州南岸に南下し、この

前線上の三陸沖に低気圧が発生して東へ進んだ。また、気圧の谷が北日本を通過した。これらの影

響で、西日本から北日本にかけて雨が降った。 

 

高気圧に覆われ全国的に晴れ。伊豆諸島や関東では前線の影響で曇りや雨（9日～11日） 

 9日は、三陸沖の低気圧が千島の東海上へ進み、低気圧からのびる前線が本州南岸に停滞した。

この影響で、九州や伊豆諸島では雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。10日

は、前線が本州南岸から関東の東海上へ進んだ。この影響で、東海地方や伊豆諸島では雨が降っ

た。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。11日は、関東の東海上に低気圧が発生した。こ

の影響で、関東では雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

気圧の谷や低気圧の影響で北海道は雨。西日本から東日本にかけては概ね晴れ（12日～14

日） 

 12日は、気圧の谷の影響で北日本では雨が降った。また、湿った空気の影響で、本州日本海側で

は雨となった。その他の地方では概ね晴れた。13日は、日本付近は高気圧に覆われ概ね晴れたが、

関東から東北地方にかけては大気の状態が不安定となり、雨となったところがあった。14日は、日本

海北部に低気圧が発生し千島近海へ進んだ。この影響で北海道では雨が降った。また、台風第 18
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号が日本の南を北上し、この影響で本州太平洋側の一部で雨が降った。その他の地方は高気圧に

覆われ概ね晴れた。 

 

台風第 18号と台風から変わった低気圧の影響で西日本から北日本にかけて大雨や暴風（15

日～16日） 

 15日は、台風第18号が発達しながら日本の南を北上し、前線が日本海から北海道の東海上にか

けてのびた。これらの影響で、四国から北日本にかけて雨が降り、近畿の広い範囲と、四国から東北

地方にかけての一部では大雨となったところがあり、北海道では雷を伴ったところもあった。また、九

州や東海地方の一部では強風となったところもあった。沖縄から九州にかけては、概ね晴れた。16

日は、台風第18号が08時前に愛知県豊橋市付近に上陸した後、北東に進み、21時に北海道の南

東の海上で温帯低気圧に変わった。この低気圧から本州南岸と北海道の東海上に前線がのびた。

これらの影響で、近畿から北海道の広い範囲で大雨となった。また、九州から北海道にかけて強風と

なり、近畿から北海道にかけての一部では暴風となったところもあった。沖縄から九州にかけては、

概ね晴れた。 

 

西日本から北日本にかけては概ね晴れ、沖縄は台風第 19号や湿った空気の影響で雨（17日

～22日） 

 17日は、低気圧が発達しながら千島近海を北東に進んだ。日本付近は高気圧に覆われ全国的に

概ね晴れた。18日は、上空の寒気を伴う気圧の谷が通過した影響で、北海道の一部で雨が降った。

また、湿った空気の影響で沖縄では雷雨となったところがあった。その他の地方は引き続き高気圧に

覆われ概ね晴れた。19日は、沖縄では湿った空気の影響で雨が降ったところがあったが、その他の

地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。20日は、台風第19号が沖縄の南海上を北西に進んだ影響で、

沖縄では雨が降った。また、前線を伴う低気圧が中国東北区からオホーツク海へ進んだ。この影響

で、北海道では雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。21日は、台風第19号が

沖縄の南海上を西北西に進んだ。この台風と湿った空気の影響で、沖縄から九州南部地方にかけ

て雨が降った。また、オホーツク海の低気圧に伴う前線が北海道を通り日本海へのびた。この前線の

影響で、東北地方の一部で雨が降った。22日は、沖縄から九州にかけては湿った空気の影響で雨

が降ったところがあった。その他の地方では高気圧に覆われ概ね晴れたが、東日本の一部では湿っ

た空気の影響で雨が降ったところもあった。 

 

台風第 20号や前線の影響で関東では雨、前線の影響で北日本や本州日本海側で雨（23日～

26日） 

 23日は、台風第20号が小笠原近海を北上した。この影響で、小笠原諸島では大雨となった。その

他の地方では高気圧に覆われ概ね晴れたが、東日本の一部では湿った空気の影響で雨が降ったと

ころもあった。24日は、オホーツク海の低気圧に伴う前線が北海道を通って日本海にのびた影響で、

北海道では雨が降った。また、台風第20号が小笠原近海を北上し、台風の北側の日本の南海上か

ら日本の東海上にかけて前線がのびた。これらの影響により、伊豆諸島や小笠原諸島では強風とな

ったところもあった。また、湿った空気の影響で、関東では雨が降った。その他の地方では概ね晴れ

た。25日は、日本海からオホーツク海にのびる前線上に低気圧が発生し、北海道付近を東に進んだ。

この影響で、本州日本海側から北海道にかけて雨が降った。また、台風第 20号が日本の南海上を

北上し、前線が台風の北側の関東から関東の東海上にかけてのびた。この影響で、東日本太平洋

側を中心に雨が降った。沖縄から西日本太平洋側にかけては概ね晴れた。26日は、台風第20号が

関東の東海上を北東に進んだ。これに伴って、前線も北東に進んだ。この影響で、関東を中心に雨

が降り、一部では暴風となったところもあった。また、上空の寒気を伴う気圧の谷の影響で、本州日

本海側では雨が降った。沖縄から西日本太平洋側にかけては、高気圧に覆われ概ね晴れた。 
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西日本は前線の影響で雨、東日本から北日本にかけては晴れ（27日～30日） 

 27日は、日本付近は高気圧に覆われ全国的に概ね晴れた。28日は、前線が華中から対馬海峡に

かけてのびた。この前線に向かって高気圧の縁辺の湿った空気が流れ込んだ影響で、南西諸島か

ら中国地方にかけて雨が降り、四国の一部では大雨となったところもあった。近畿から北日本にかけ

ては概ね晴れた。29日は、前線が華中から朝鮮半島を通り、日本海にのびた。この前線に向かって

高気圧の縁辺の湿った空気が流れ込んだ影響で、南西諸島から中国地方にかけて雨が降った。そ

の他の地方では概ね晴れた。30日は、オホーツク海の低気圧からのびる前線がサハリン付近を通過

した影響で、北海道では雨が降った。また、東シナ海から日本海にのびる前線が消滅した。その後、

日本海に上空に寒気を伴う低気圧が発生した。これらの影響で、九州から中国地方にかけて雨が降

った。 

 

 

10月 

気圧の谷と台風第22号の影響で東日本や北日本で雨、西日本は高気圧に覆われ晴れ（1日～

3日） 

 1日は、台風第22号が日本の東海上を北上した。この台風周辺から流れ込む暖かく湿った空気と

気圧の谷の影響で、東日本太平洋側から北日本にかけて雨が降った。その他の地方は概ね晴れた。

2日は、台風第22号が関東の東海上を北上した影響で、関東から北海道の太平洋側で雨が降った。

その他の地方は概ね晴れた。3日は、台風第22号が三陸沖で温帯低気圧に変わり、北東へ進んだ。

また、上空に寒気を伴う低気圧がオホーツク海で発達しながらほとんど停滞し、この低気圧からのび

る前線が北海道を通過した。これらと気圧の谷の影響で、西日本日本海側と、東日本から北日本で

は曇りや雨となった。西日本太平洋側は概ね晴れた。 

 

台風第23号と湿った空気の影響で沖縄から東日本にかけて雨、北海道は晴れ（4日～6日） 

 4日は、台風第 23号が沖縄の南海上を北西に進んだ。この影響で、沖縄・奄美では雨が降り、沖

縄では大雨や強風となったところもあった。西日本から東日本の太平洋側は湿った空気の影響で曇

りや雨となったが、本州日本海側と北日本は高気圧に覆われ概ね晴れた。5日は、台風第23号が沖

縄の南海上から宮古島近海を通って東シナ海へ進んだ。この台風と湿った空気の影響で、沖縄から

西日本にかけてと、関東甲信を中心に雨が降り、沖縄から九州南部地方にかけてと四国の一部では

大雨となったところもあった。また、沖縄・奄美では強風となり、一部では暴風となったところもあった。

北海道は高気圧に覆われ概ね晴れた。6日は、台風第23号が東シナ海を西北西に進んだ。この影

響で沖縄では雨が降り、一部では大雨となったところもあった。沖縄・奄美では強風となり、一部では

暴風となったところもあった。また、湿った空気の影響で、西日本から東日本の太平洋側を中心に雨

となった。北海道は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

台風第24号や前線、湿った空気の影響で全国的に曇りや雨（7日～9日） 

 7日は、台風第24号が日本の南海上から与論島付近を通って東シナ海へ進んだ。この台風と湿っ

た空気の影響で沖縄から四国にかけて雨が降り、沖縄・奄美や四国の一部では大雨となったところ

もあった。また、沖縄・奄美の一部では暴風となったところもあった。北日本では、気圧の谷や湿った

空気の影響で所々で雨が降った。8日は、台風第 24号が九州の西海上を北上し、その後進路を北

東に変え21時頃に長崎県対馬を通過した。また、前線が対馬海峡から東北地方に停滞した。これら

の影響で、九州から東海地方にかけてや東北北部で雨が降り、九州や四国、東海地方の一部では

大雨となったところもあった。九州の一部では暴風となったところもあった。9日は、台風第24号が日

本海で温帯低気圧に変わり、この低気圧に伴う前線が、西日本と東北地方にのびた後、同海域で消

滅した。また、低気圧が釧路沖に発生し、伴う前線が東北地方にのびた。これらの影響で全国的に

雨や曇りとなり、中国地方や北陸の一部では暴風となったところもあった。 
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湿った空気や前線を伴う低気圧の影響により、西日本から北日本にかけて雨（10日～14日） 

 10日は、上空に寒気を伴う気圧の谷が接近した影響で、九州では雨が降った。四国から北海道に

かけては高気圧に覆われたが、北海道の東海上を東に進む低気圧に伴う前線や、湿った空気の影

響で所々で雨が降った。11日は、上空に寒気を伴う低気圧が日本海に発生して北東に進み、伴う

前線が北日本と西日本にそれぞれのびた。この影響で西日本から北日本にかけて雨となり、四国と

北海道の一部では大雨となったところもあった。九州や中国地方、北海道の一部では雷を伴ったとこ

ろもあった。12日は、低気圧が日本海北部からオホーツク海に進み、伴う前線が東日本から北日本

を通過した。この影響で北陸から北海道にかけて雨が降り、北海道の一部では雷を伴ったところもあ

った。西日本は高気圧に覆われ概ね晴れた。13日は、上空の寒気の影響で北陸から北日本日本海

側では雨が降ったが、その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。14日は、低気圧が沿海州から

サハリンの西海上に進み、伴う前線が日本海にのびた。この影響で北海道の一部で雨が降ったが、

その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

台風第 26号と台風から変わった低気圧の影響で西日本から北日本にかけて大雨や暴風（15

日～17日） 

 15日は、台風第 26号が日本の南海上を北上した。また、前線が東海沖から関東の東海上にかけ

てのびた。これらの影響で、沖縄から東北地方にかけて雨が降り、近畿や東海地方、関東の一部で

は大雨となったところもあった。沖縄や九州の一部では強風となったところもあった。また、サハリン付

近の低気圧がオホーツク海に進み、伴う前線が北日本を通過した。この影響で北海道では雨が降っ

た。16日は、台風第 26号が本州南岸から伊豆諸島付近を通って北東に進み、三陸沖で温帯低気

圧となって北海道の東海上に達した。この低気圧に伴う前線が関東の東海上にのびた。これらと寒

気の影響で九州から北海道にかけて雨や雪となり、関東の広い範囲と中国地方から東北地方にか

けての一部では大雨となった。また、全国的に強風となり、九州や近畿、東日本から北日本にかけて

の一部では暴風となったところもあった。17日は、低気圧が千島近海を北東に進んだ。寒気の影響

で、北陸から北海道にかけて雨が降ったが、その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

湿った空気と低気圧の影響で全国的に曇りや雨（18日～22日） 

 18日は、日本付近は高気圧に覆われたが、湿った空気の影響で、西日本太平洋側を中心に雨が

降った。東日本から北日本にかけては概ね晴れた。19日は、湿った空気と弱い気圧の谷が通過した

影響で、西日本や東日本太平洋側では雨が降った。北日本は引き続き高気圧に覆われて概ね晴れ

た。20日は、本州南岸に低気圧が発生し、関東の東海上へ進んだ。また、低気圧に伴う前線が本州

南岸へのびた。これらと湿った空気の影響で西日本から北日本にかけて雨となり、東海地方や関東、

東北地方の一部では大雨となったところもあった。伊豆諸島の一部では暴風となったところもあった。

21日は、低気圧が三陸沖から北海道の東海上へ進み、伴う前線が関東の東海上にのびた。この影

響で北日本では雨が降った。また、東日本太平洋側は湿った空気の影響で、本州日本海側は寒気

の影響で、所々で雨が降った。22日は、台風第27号が日本の南海上を北西に進んだ。この影響で

沖縄では曇りや雨となった。また、東日本から東北にかけての太平洋側は湿った空気の影響で、本

州日本海側は寒気の影響でそれぞれ雨が降った。 

 

台風第27号や前線、気圧の谷の影響で全国的に雨（23日～26日） 

 23日は、台風第27号が日本の南海上を北西に進んだ。また、九州の南海上から日本の東海上に

かけて前線がのび、前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだ。これらの影響で沖縄から北陸

にかけて雨が降り、沖縄や九州、四国の一部では大雨となったところもあった。沖縄の一部では暴風

となったところもあった。また、湿った空気の影響で東北太平洋側では雨が降った。24日は、台風第

27号が沖縄の南海上をゆっくりと北上し、前線が九州から関東の東海上にのびた。また、上空に寒

気を伴う低気圧が中国東北区から日本海中部に進んだ。これらと気圧の谷の影響で全国的に雨が

降り、沖縄から中国地方にかけては大雨となったところもあった。沖縄の一部では暴風となったところ

もあった。25日は、台風第27号が日本の南海上を北東に進み、前線が北上し本州南岸から三陸沖
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にかけてのびた。また、低気圧が日本海中部から日本海北部へ進んだ。これらと気圧の谷の影響で

全国的に雨となり、四国の広い範囲や近畿から甲信地方にかけての一部、北海道の一部では大雨

となったところもあった。沖縄の一部では暴風、九州や北海道の一部では強風となったところもあった。

26日は、台風第27号が日本の南海上から関東の東海上へ進み、温帯低気圧となった。この低気圧

に伴う前線が本州南岸から関東の東海上へ進んだ。また、気圧の谷が北日本を通過した。これらの

影響で、四国から北海道にかけて雨が降り、東海地方と関東の一部では大雨となったところもあった。

関東の一部では暴風、伊豆諸島の一部では強風となったところもあった。 

 

寒気の影響で北陸から北海道にかけて雨、その他の地方は晴れ（27日～31日） 

 27日は、西高東低の冬型の気圧配置となり、寒気の影響で北陸から北海道日本海側では雨が降

り、北海道の一部では強風となったところもあった。その他の地方は概ね晴れた。28日は、寒気の影

響が残り、北海道日本海側では雨が降った。また、湿った空気の影響で沖縄では雨が降ったところ

があった。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。29日は、気圧の谷の影響で、近畿から東

日本にかけてと北海道で雨が降った。また、沖縄では湿った空気の影響で雨が降ったところがあっ

た。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。30日は、引き続き気圧の谷の影響で東日本から

北日本にかけて雨が降り、北陸の一部では雷を伴ったところもあった。沖縄から西日本にかけては、

高気圧に覆われ概ね晴れた。31日は、上空の寒気の影響で、北日本日本海側を中心に雨が降った。

また、湿った空気の影響で沖縄では雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

 

11月 

気圧の谷と前線の影響で雨（1日～4日） 

 1日は、湿った空気の影響で沖縄・奄美では雨が降り、沖縄では一部で大雨となったところもあった。

その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。2日は、前線が華南から九州の南海上にのびた。こ

の影響で沖縄から四国にかけて雨が降った。また、湿った空気の影響で関東では雨が降った。その

他の地方は概ね晴れた。3日は、弱い気圧の谷が北日本を通過した影響で、北日本では雨が降っ

た。また、九州の南海上にのびる前線と、本州南岸に発生した前線の影響で沖縄から東日本を中心

に雨となり、九州の一部では大雨となったところもあった。4日は、九州南部地方から日本の東海上

に前線がのび、前線上の関東の東海上で低気圧が発生し、日本の東海上に進んだ。これらと気圧

の谷の影響で、九州から東北地方にかけて雨が降った。その後、次第に冬型の気圧配置（以下冬

型と略す。）となり、本州日本海側では雨が降り、北陸と東北地方の一部では雷を伴ったところもあっ

た。 

 

寒気や低気圧の影響で本州日本海側は雨や雪、北日本は暴風や強風（5日～8日） 

 5日は、冬型は次第に緩み、はじめ本州日本海側の一部で雨が降ったところがあったが、次第に

全国的に高気圧に覆われ概ね晴れた。6日は、引き続き高気圧に覆われ概ね晴れたが、気圧の谷

の影響で九州北部と北海道の一部で雨が降り、雷を伴ったところもあった。7日は、沖縄本島付近か

ら関東の南海上と東日本から北海道の東海上にそれぞれ前線が発生した。これらと沿海州から日本

海北部に進んだ寒気を伴う低気圧の影響で、全国的に雨となり、一部では雷を伴ったところがあった。

北陸や北日本の一部では暴風や強風となったところもあった。8日は、低気圧が千島近海を北東に

進み、伴う前線が日本の東海上を東に進んだ。この低気圧と寒気の影響で本州日本海側と北海道

では雨や雪が降り、北海道の一部では暴風や強風となったところもあった。その他の地方は高気圧

に覆われ概ね晴れた。 

 

発達した低気圧の影響で全国的に雨や雪、九州と北日本で暴風や強風（9日～10日） 

 9日は、黄海で低気圧が発生し、朝鮮半島へと進み、伴う前線が日本海中部へのびた。この影響

で、西日本は曇りや雨となった。その他の地方は高気圧に覆われ概ね晴れたが、湿った空気や気圧

の谷の影響で、関東や北海道の一部では雨が降ったところもあった。10日は、日本海の低気圧が発
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達しながらオホーツク海へ進み、伴う前線が日本付近を通過した。この影響で全国的に雨や雪となり、

九州の一部では大雨となり雷を伴ったところもあった。また、九州と北日本の一部では暴風や強風と

なったところもあった。 

 

冬型の気圧配置となり本州日本海側と北海道で雨や雪（11日～13日） 

 11日は、本州南岸から千島の東海上にのびた前線が日本の東海上に進み、前線上の三陸沖に

発生した低気圧も北東に進んだ。日本付近は冬型となり、西日本の日本海側と東日本から北日本に

かけて雨や雪が降った。また、九州や北陸、北海道の一部では強風となったところもあった。12日か

ら 13日にかけては、日本付近は冬型が続き、山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪となっ

た。沖縄は湿った空気の影響で雨が降った。その他の地方は概ね晴れた。 

 

気圧の谷と低気圧の影響で西日本を中心に雨（14日～17日） 

 14日は、日本付近は高気圧に覆われ概ね晴れたが、その後、気圧の谷や湿った空気の影響で、

西日本を中心に所々で雨が降った。15日は、日本付近を気圧の谷が通過した影響で全国的に雨や

曇りとなった。16日は、気圧の谷は日本の東海上に進み、関東の東海上の低気圧は、前線を伴い、

発達しながら北東に進んだ。湿った空気の影響で沖縄では雨が降ったが、西日本から北日本にか

けては概ね晴れた。17日は、寒気を伴う低気圧が日本海に進み、伴う前線が西日本と北日本への

びた。この影響で西日本や北陸を中心に所々で雨が降り、北陸の一部では雷を伴ったところもあっ

た。また、北海道の東海上の低気圧の影響で北海道の一部で雨が降った。その他の地方は概ね晴

れた。 

 

冬型の気圧配置となり、山陰から北日本にかけての日本海側では雨（18日～24日） 

 18日は、低気圧が沿海州付近でほとんど停滞した。また、三陸沖で低気圧が発生した。これらの低

気圧や寒気の影響で西日本や北陸、北日本で雨が降り、西日本や北陸の一部では雷を伴ったとこ

ろもあった。その他の地方は概ね晴れた。19日は、沿海州の低気圧は消滅し、北海道の東海上の

低気圧は北上して千島近海に進んだ。これらの低気圧と寒気の影響で、西日本や北陸、北日本で

雨が降り、北陸と北海道の一部では雷を伴ったところもあった。その他の地方は概ね晴れた。20日

は、千島近海の低気圧は発達しながらオホーツク海へ北上した。日本付近は冬型となり、西日本の

所々と東日本から北日本にかけての日本海側で雨が降り、北陸の一部では大雨となり雷を伴ったと

ころもあった。その他の地方は概ね晴れた。21日は、引き続き冬型となり、北陸から北日本にかけて

は雨が降り、一部で雷を伴ったところもあった。その他の地方は概ね晴れた。22日は、北日本を中心

に引き続き冬型となり、山陰から北海道にかけての日本海側で雨が降り、北陸の一部では雷を伴っ

たところもあった。西日本は次第に高気圧に覆われ概ね晴れた。23日は、冬型は次第に緩み、本州

付近は高気圧に覆われた。北陸から北海道にかけての日本海側は曇りや雨となり、北海道の一部で

は強風となったところもあったが、その他の地方は概ね晴れた。24日は、弱い気圧の谷の影響で北

陸から東北地方にかけての日本海側で雨が降った。また、上空に寒気を伴う低気圧が華中から黄海

に進み、伴う前線が九州付近にのびた。この影響で、九州北部の一部で雨が降った。その他の地方

は高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

低気圧の影響で全国的に雨や雪、強風、四国や東海地方では大雨（25日～26日） 

 25日は、低気圧が発達しながら朝鮮半島から沿海州に進んだ。この低気圧に伴う前線が西日本を

通過し、東日本から北日本に達した。この影響で全国的に雨となり、四国や東海地方の一部では大

雨となり、沖縄・奄美の一部では雷を伴ったところもあった。また、沖縄から北陸にかけてと北海道の

一部では強風となったところがあった。26日は、沿海州の発達した低気圧がサハリンの西海上に進

み、伴う前線が日本の東海上に進んだ。この影響で東日本から北日本にかけての太平洋側を中心

に雨が降った。その後冬型となり、北陸から北海道にかけての日本海側では雨や雪が降り、一部で

は強風となったところもあった。 
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低気圧と冬型の気圧配置の影響で西日本から北日本にかけての日本海側を中心に雨や雪（27

日～30日） 

 27日は、はじめ本州太平洋側を中心に高気圧に覆われたが、その後上空に寒気を伴う低気圧が

日本海に発生し、北東に進んだ影響で、西日本から北日本にかけて雨や雪が降り、一部では雷を

伴ったところもあった。また、北陸や北海道の一部では暴風や強風となったところがあった。28日は、

釧路沖の低気圧がオホーツク海に進み、日本付近は冬型となった。また、北海道の東海上に発生し

た低気圧から関東の東海上へ前線がのびた。これらの影響で、西日本から北日本にかけての日本

海側を中心に雨や雪が降り、北陸の一部では雷を伴ったところもあった。また、沖縄・奄美と北海道

の一部では強風となったところもあった。29日は、冬型が続き、西日本から北日本にかけての日本海

側では雨や雪が降り、北陸の一部では雷を伴ったところもあった。また、三陸沖に発生した低気圧が

釧路沖に進んだ影響で、東北太平洋側では雨が降った。その他の地方は概ね晴れた。30日は、冬

型は西から次第に緩み、沖縄から西日本にかけては高気圧に覆われ概ね晴れた。東日本から北日

本にかけて雨や雪が降り、東北地方の一部では雷を伴ったところもあった。 

 

 

12月 

冬型の気圧配置や低気圧の影響で北陸から北海道日本海側にかけて雨、そのほかは概ね晴れ

（1日～4日） 

 1日は、上空の寒気を伴う弱い気圧の谷が通過した影響で、西日本から東海地方にかけての所々

で雨が降り、近畿の一部では雷を伴ったところもあった。北日本では冬型の気圧配置（以下冬型と略

す。）となり、北陸から北日本にかけての日本海側では雨や雪が降って、北陸の一部では雷を伴った

ところもあった。2日は、北日本では冬型の気圧配置となり、北陸から北日本にかけての日本海側で

は雨や雪が降った。また、上空の気圧の谷の影響で、九州の一部では雨が降った。その他の地方で

は概ね晴れた。3日は、日本海に発生した低気圧の影響で北陸の一部で雨や雪が降った。その他

の地方は高気圧に覆われ概ね晴れた。4日は、日本海の低気圧が東に進んだ後消滅し、東海沖に

発生した上空に寒気を伴う低気圧が伊豆諸島付近に進んだ。この影響で、西日本から東日本にか

けての日本海側と関東の一部で雨が降った。また、沿海州の低気圧の影響で北海道日本海側では

雪や雨が降った。その他の地方では概ね晴れた。 

 

冬型の気圧配置となり日本海側は雨や雪、太平洋側は晴れ（5日～7日） 

 5日は、気圧の谷の影響で、北陸から北日本にかけて雨が降った。西日本から東日本の太平洋側

にかけては高気圧に覆われ概ね晴れた。6日は、気圧の谷が北日本を通過し、日本付近は次第に

冬型となった。山陰から北海道にかけての日本海側を中心に雨や雪が降り、北陸の一部では雷を伴

ったところもあった。その他の地方では概ね晴れた。7日は、北日本を中心に引き続き冬型となり、山

陰から北海道にかけての日本海側を中心に雨や雪が降ったが、西から次第に高気圧に覆われ、西

日本太平洋側を中心に概ね晴れた。 

 

発達した低気圧の影響で全国的に雨や雪、一部では暴風や強風（8日～11日） 

 8日は、冬型は次第に緩み、日本付近は西から高気圧に覆われた。北陸から北海道にかけての日

本海側では雪や雨が降ったが、その他の地方では概ね晴れた。9日は、日本付近は、はじめ高気圧

に覆われたが、黄海から日本海へ進んだ低気圧と東シナ海から九州付近へ進んだ低気圧の影響で、

沖縄から近畿にかけて雨が降り、四国の一部では雷を伴ったところもあった。沖縄から九州にかけて

の一部では暴風や強風となったところもあった。また、沿海州から日本海に進んで消滅した低気圧の

影響で、北海道日本海側では雪が降った。東日本から北日本にかけては概ね晴れた。10日は、日

本海中部と近畿付近の低気圧が日本海と本州南岸を発達しながら北東に進み、釧路沖で一体化し

た。この影響で全国的に雨や雪が降り、一部では雷を伴い、北海道の一部では大雨となったところも

あった。西日本や北陸、北海道では暴風や強風となったところもあった。11日は、北海道付近の低

気圧がさらに発達しながらサハリン付近へ進んだ。また、上空に寒気を伴う低気圧が朝鮮半島から
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津軽海峡に進んだ。この影響で、九州や山陰から北日本にかけて雨や雪が降り、一部では雷を伴っ

たところもあった。四国や北陸、北海道の一部では強風となった。 

 

発達した低気圧の影響と冬型の気圧配置で日本海側を中心に雨や雪、一部では暴風や強風（12

日～15日） 

 12日は、低気圧が釧路沖からオホーツク海に進み、日本付近は冬型となった。このため、山陰から

北海道にかけての日本海側では雨や雪が降って、北陸の一部では雷を伴ったところもあった。西日

本は次第に高気圧に覆われ概ね晴れた。四国の一部では強風となったところもあった。13日は、寒

気を伴う低気圧が発達しながら日本海中部からオホーツク海に進み、伴う前線が本州を通過した。こ

の影響で沖縄から西日本にかけてと北陸から北日本にかけては雨や雪が降り、一部で雷を伴い、東

日本から北日本の一部では暴風や強風となったところもあった。東海地方や関東では概ね晴れた。

14日は、低気圧がオホーツク海にほとんど停滞し、日本付近は冬型となった。この影響で山陰から

北海道にかけての日本海側で雪や雨が降り、北陸の一部では雷を伴ったところもあった。伊豆諸島

の一部では暴風、北海道の一部では強風となったところもあった。その他の地方では概ね晴れた。

15日は、日本付近は引き続き冬型となり、山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、北

海道の一部では暴風や強風となったところもあった。沖縄では湿った空気の影響で雨が降った。そ

の他の地方では概ね晴れた。 

 

前線と発達した低気圧の影響で全国的に雨や雪、一部では暴風や強風（16日～20日） 

 16日は、東日本から北日本では引き続き冬型となり、北陸から北日本にかけての日本海側では雨

や雪が降った。南シナ海から沖縄本島近海にのびた前線の影響で、沖縄から九州南部にかけて雨

が降り、沖縄の一部では大雨となったところもあった。17日は、前線上の沖縄本島近海に低気圧が

発生し、九州の南海上に進んだ。この影響で沖縄から四国にかけて雨が降り、奄美の一部では大雨

となったところもあった。北日本では引き続き冬型となり、北陸から東北地方の日本海側と、北海道オ

ホーツク側では雨や雪が降った。18日は、低気圧が九州南部から本州南岸に進んだ影響で、沖縄

から関東にかけて雨が降り、伊豆諸島の一部では暴風となったところもあった。北日本では弱い冬型

となり、北海道の一部では雪が降ったが、その他の地方では概ね晴れた。19日は、本州南岸の低気

圧が関東の東海上に進み、本州南岸と日本海中部にそれぞれ低気圧が発生した。これらの影響で、

九州から東北地方にかけて雨が降った。北日本では冬型が次第に緩み、北海道の一部で雪が降っ

た。20日は、関東の南海上の低気圧が発達しながら三陸沖に進み、日本海中部の低気圧はほとん

ど停滞した。これらの影響で、九州南部から東北地方にかけてと、北海道オホーツク側では雨や雪

が降り、一部では雷を伴い、東北地方の一部では大雨となったところもあった。西日本から東日本に

かけての一部では、暴風や強風となったところもあった。 

 

冬型の気圧配置となり日本海側では雨や雪、その他の地方は概ね晴れ（21日～24日） 

 21日は、三陸沖の低気圧が東に進んで日本付近は冬型となり、九州から東北地方にかけての日

本海側を中心に雨や雪が降って、一部では雷を伴ったところもあった。九州や北陸の一部では強風

となったところもあった。その他の地方は概ね晴れた。22日は、はじめ冬型が続いたが、西から次第

に緩んだ。九州から北海道にかけての日本海側では雨や雪が降り、太平洋側では概ね晴れた。23

日は、北日本では引き続き冬型となり、北陸から北海道にかけての日本海側では雨や雪が降った。

また、弱い気圧の谷の影響で、中国地方を中心に雨が降った。その他の地方は概ね晴れた。24日

は、日本海北部の低気圧が消滅した。日本付近は次第に冬型が強まり、山陰から北海道にかけて

の日本海側で雨や雪が降った。その他の地方は概ね晴れた。 

 

発達した低気圧の影響で全国的に雨や雪（25日～27日） 

 25日は、台湾付近から本州の南海上にかけて前線がのびた影響で、沖縄では雨が降った。本州

付近は冬型が次第に弱まり、北日本日本海側では一部で雪や雨が降ったが、その他の地方では次

第に高気圧に覆われ概ね晴れた。26日は、日本海中部の低気圧が日本海北部へ進んだ。九州の
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南海上に発生した低気圧が本州南岸に進み、前線上に発生した低気圧が日本の南海上を東に進

んだ。これらの影響で、沖縄から東日本にかけてと、北日本日本海側で雨や雪が降り、九州の一部

では強風となったところもあった。27日は、日本海北部の低気圧が日高沖に進み、三陸沖に発生し

た低気圧と本州南岸の低気圧がそれぞれ発達しながら千島近海と三陸沖に進んだ。これらと上空の

寒気の影響で四国から北海道にかけて雪や雨が降り、四国や中国地方の一部では雷を伴ったとこ

ろもあった。沖縄から九州にかけてと北日本の一部では、強風となったところもあった。 

 

冬型の気圧配置となり西日本から北日本にかけての日本海側を中心に雨や雪、北海道では強

風（28日～31日） 

 28日は、千島近海で低気圧がさらに発達しながら一体化し、ほとんど停滞した。日本付近は冬型と

なり、山陰から北海道にかけての日本海側を中心に雪や雨が降った。伊豆諸島の一部では暴風、

北海道の一部では強風となったところもあった。29日は、冬型が続き、山陰から北海道にかけての日

本海側では雪や雨が降り、北陸の一部では雷を伴ったところもあった。北海道の一部では強風とな

ったところもあった。その他の地方は概ね晴れた。30日は、北日本を中心に冬型が続き、山陰から北

海道にかけての日本海側では雨や雪が降り、北陸の一部では雷を伴った。北海道の一部では強風

となったところもあった。西からは次第に高気圧に覆われ、太平洋側を中心に概ね晴れた。31日は、

引き続き冬型となり、北陸から北海道にかけての日本海側では雨や雪が降って、一部では雷を伴っ

たところもあった。西日本から東日本太平洋側にかけては高気圧に覆われ概ね晴れた。 

 

 


